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亡ほろびてしまつたのは

僕ぼくの心であつたらうか

亡びてしまつたのは

僕の夢であつたらうか


――中なか原はら中ちゆう也や（一九〇七～一九三七）　









序章　桜の木の下







　その桜の木は、まるで打ち捨てられた骸がい骨こつのようだった。

　花も葉も落ちきった野の晒ざらしの桜は、肉の削そげ落おちた白骨に似た寒々しさを漂ただよわせる。

　暗い灰色の空の下で張り付けにされ晒さらされた、罪深い咎とが人びとを思わせた。

　その、桜の木の、根本で。

　幼い少年が、身体に似合わぬ大きなスコップで。

　たった一人で穴を掘ほっていた。

　薄うす暗ぐらい空の下で、唇くちびるを噤つぐんで穴を掘るのに集中している。

　少年は――僕だ。

　幼い頃ころの僕。

　それは分かった。

　だが、分からないこともある。

　なんで僕は、桜の木の下で穴なんて掘っているのだろう？







一章　『学校』







１




「…………またか」

　目を覚ました僕は、簡素な白い天てん井じようを見上げてぼそりと呟つぶやいた。

　この頃ごろ、まったく記き憶おくにない夢をよく見るようになった。夢なのだから脳が勝手に編集したでっち上げなのかも知れないが、それにしては妙みような現実感がある。

　けど、夢の中の僕はいったい何のために穴なんて掘っていたのだろうか？

　うまく咀そ嚼しやくできない出所不明な夢のせいで、その夢を見た日の朝はあまりいい気分にはならない。簡単な単語がなかなか思い出せない、そんな落ち着かなさを覚えるのだ。

　とはいえ、たかが夢だ。

　僕は数分ほど天井を見つめたままぼんやりし、そして身体を起こ――そうとした。

「……重い……」

　気け怠だるさからくるものと思っていたが、物理的に身体が重かった。胸にずっしりと、何かが乗っかっている。

「…………」

　視線を下げると、毛布がこんもりと盛り上がっていた。どう見ても、人間が一人くらい余計に潜もぐり込んでるような盛り上がり方だった。

　溜ため息いきを漏もらしつつ、僕は毛布をめくり上げた。

　案の定、僕の胸の上に、女の子が乗っかっていた。

　それも、ほとんど裸はだかの女の子が、だ。

　しかも、素す晴ばらしく綺き麗れいな女の子だ。

　繊せん細さいな輪りん郭かく、整った目鼻立ち。十五か十六という幼い蕾つぼみが綻ほころんで成熟した女らしさが芽を出しはじめた、それだけでも奇き蹟せきみたいな美び貌ぼうだ。赤みがかった、日本人ばなれしたストロベリーブロンドが、彼かの女じよの美しさに幻げん想そう的てきな彩いろどりを与あたえている。おとぎ話のお姫ひめ様さまが現実になったかのようだ。

　だけど、せっかくのその美しさも、小面積のドギツい赤レースの切きれっ端ぱしのせいで台無しだった。少女の幻げん想そうじみた美しさと、下世話な下着がまったく噛かみ合あっていない。無理やり首根っこを掴つかまれて現実に引ひき戻もどされた気分になる。ミロのヴィーナスを鑑かん賞しようしていたら、場末のストリップバーに引ひき摺ずり込まれたようなものだ。

　柔やわらかく歪ゆがむ胸を包むのがせめて純白のブラだったら、もうすこし現実を忘れて見み惚ほれていられただろうに。

　……ギャップ萌もえにも程度があった。

「……うに？　……おはようございます、先生ぇ……」

　僕が覚かく醒せいしたのに合わせ、僕の上に乗っかった少女が瞼まぶたを擦こすりながら顔を向けた。長いストロベリーブロンドがさらりと揺ゆれる。ついでに、豊かに張り出した乳ち房ぶさも存在を主張するが、攻せめすぎな下着のおかげで胸焼けがしそうだ。

　何事も、過ぎたるは及およばざるが如ごとし、だ。

「……三み十と刈がり……お前……」

　寝ね起おき直後のこの事態に、僕は一度言葉を切って息いき継つぎをした。

　その隙すきに、幻想的な美しさを下品な下着で台無しにしている三十刈アイラは、すっかり目を覚まして僕の身体の上で体勢を変えた。ペタンと座すわり、やわらかな太ももが僕の脇わき腹ばらに押おし付つけられる。下半身を包む布切れもブラに負まけず劣おとらずの面積の少なさで、一番大事な部分にはあからさまな切れ込みがある。

　あまりの即そく物ぶつ的てきな格好に、もうひとつおまけに溜息が漏れる。

「どうしたのですか？　先生？」

「あのな、三十刈……勝手に潜り込んできたのも突っ込みたいが、その格好はどうにかならなかったのか？」

「だって、ほら？　あたしはほら？」

　三十刈はにっこり笑って自分の髪かみを摘つまみ上あげた。

「あたしはほら、『淫いん乱らんピンク』ですから」

　がっくりと、僕は頭を枕まくらに沈しずめた。

「……いろいろと間ま違ちがっているが、寝起きで血糖値が足りない。ひとまず、僕の上から降りてくれ」

「はーい」

　三十刈がひょいと横にずれる。僕はよろよろと重い身体を起こした。

　僕の部屋は、白い壁かべ紙がみにベッドと机にクローゼットだけの、いつもと変わらず、ここ二ヶか月げつですっかり見慣れきった部屋だった。

　そして遺い憾かんながら、ベッドにペタンと座る自じ称しよう淫いん乱らんピンクの三十刈アイラも、すっかり見慣れたものになってきた。しっかりと電子ロックを掛かけているが、何度鍵かぎを換えても僕のベッドに潜り込んでくる。おかげでここ最近はいちいち鍵を換えるのも面めん倒どうになってしまい、三十刈は僕の部屋に忍しのび込みたい放題だった。

「……朝食に行くから出ていきなさい」

「朝食の前に食べるものがあるじゃないですかぁ？」

　笑って、三十刈が身体をくねらせた。清らかさの象しよう徴ちようみたいに透とう明めいな笑え顔がおに、上質な大理石のように淡あわく輝かがやく白い肌はだ。幻想的な薄うす紅べに色いろの髪。天使そのものと評すべき幻想的な造形が、下世話な下着を着けているのが最低にアンバランスだ。もう少し清純系に寄せようとは思えなかったのだろうか？

「……僕を欲情させたかったら、もう少しお淑しとやかな格好にしてくれ」

「えー？　あからさまな方が嬉うれしいんでしょ？　男のヒトって？」

　血色の良い柔らかそうな頬ほおを膨ふくらまして、三十刈がぷりぷりと怒おこってみせる。

　確かに好きか嫌きらいかで言ったらそりぁ好きだが、こういうのは恥はずかしがる子に着させるのが楽しいのであって、こうもあからさまに見せつけられるとさすがに辟へき易えきしてくる。

　僕が気乗りしないでいると、三十刈は何かに気づいたようにパッと顔を輝かせて、

「あ、そうか！　先生はこう言いたいんですね？　『下着そんなものは捨てて掛かって来い』と！」

「ふん！」

　下着とは言いい難がたい布ッキレを毟むしろうとする阿あ呆ほうの脳天にチョップをかます。

「いったーい！　なんですかぁ!?」

「そういうのがそもそも間違いだと言っているんだ……」

　全力でぶちかましたのに涙なみ目だめにもなっていない三十刈。ヒリヒリする右手を振ふりながら彼女を睨にらむ僕の目は、寝起きと疲ひ労ろうと恨うらみで自然と半はん眼がんになっていく。

「なんですか、もうっ。先生と生徒の爛ただれた関係なんて、いわゆる『それだけでご飯が三杯ばいはイケる』ってシチュでしょ？」

「とっとと出てけ！」

　さすがにこれ以上付き合っていられず、僕は三十刈の芸術的な曲線を描えがく尻しりに容よう赦しやなく回まわし蹴げりを食くらわして部屋から追い出した。

　追い出してから部屋を見回すが、三十刈の上着と思おぼしきものは見当たらなかった。あいつはあの格好のまま僕の部屋まで来たのだろうか？

「……知ったこっちゃない」

　首を振り、備え付きの洗面所へ向かう。冷たい水で顔を洗い、ようやくさっぱりした。

「……『先生』、ねぇ」

　洗面所の鏡で自分の顔を見てみる。「先生」なんて呼ばれる役職のせいか、それとも三十刈をはじめとするクセのある生徒たちに囲まれているせいか、十七歳さいという年ねん齢れいより老ふけて見える気がする。

「……気のせいか、肌の張りも悪くなったような……」

　洗った顔の水の弾はじきを確かめ、僕は深々と溜息を漏らした。

　手早くスーツに着き替がえて部屋を出ると、白い廊ろう下かには巨きよ大だいなテントウムシみたいな掃そう除じロボが動いていた。僕が近づくとスッと横に逸それ、僕の歩いた後をピカピカに磨みがき始めた。

　部屋から出て五十七歩で教師寮りようの食堂だ。自動ドアを潜ると、白い廊下が無機質なだけに、生き物の気配が濃のう密みつに吹ふき付けてきた。高機能ガラスドームで最適に調整された光に照らされ、観葉植物や多年草の花々で飾かざられた巨大な温室が、僕の勤める『学校』の教師寮の食堂であった。

　カウンター脇わきの選せん択たくボタンを眺ながめる。若じやつ干かん迷ったが、ご飯味み噌そ汁しる納なつ豆とう目玉焼きのＡ朝食にする。ボタンを押して少し待つと、カウンターにほかほかの湯気を立たせたＡ朝食を乗せたトレーが出てきた。

　Ａ朝食のトレーを受け取りテーブルの間をうろうろ歩く。しばらく歩くといつもの定位置で、数人の男たちがすでに朝食をはじめていた。

「やぁ、おはよう。六ろつ方ぽう先生」

「おはようございます」

　同どう僚りようの教師に挨あい拶さつを返す。同僚とはいえみんな僕より年上の人たちなので、丁てい寧ねいな口調を心がける。もっとも、年上と言ってもせいぜいが二十代後半なのだけれど。

「そういえば、さっき三十刈アイラがすごい格好で学がく生せい寮りように戻っていくのを見たが、またカザネの部屋に忍び込んできたのか？」

　相席になって座って朝食を食べ始めると、僕の三歳年上の四よ辻つじ先生が含ふくみ笑わらいをして語りかけてくる。

　四辻先生は、僕と、僕と同い年の同僚が赴ふ任にんしてくるまで、この『学校』の教師で一番年下だったらしい。ようやく後こう輩はいができたと、よく僕に喋しやべりかけてきてくれる。赴任したてで色々なれない僕に世話も焼いてくれて、一番仲の良い男性教師だった。

「忍び込む、というには、あからさま過ぎましたけど」

　スープに塩を振りながら四辻先生に答える。どうにも食堂のスープは薄うす味あじで困る。

「あと、四辻先生。僕を呼ぶ時は六方でお願いします」

　僕は自分の六方カザネという名前がなんとなく気にいらない。六方という苗みよう字じはともかく、カザネという男だか女だか曖あい昧まいな名前はどうかと思うのだ。

「はいよ、カザネ先生」

　なのに、四辻先生は何度注意しても僕をカザネと呼んでくる。気さくな人なのだが、こういう小さな意地悪をしてくる悪あく癖へきはちょっとだけ辟易する。

「ま、それはともかく。もう禁断の関係にドロップインしたのか？」

　四辻先生が、左手で作った輪っかに右手の人差指を抜ぬき差さしする。

　僕は盛大に顔をしかめた。

「やめてくださいよ。するわけ無いでしょう？」

　僕は教師としてこの『学校』に赴任してきたのだ。生徒に手を出してどうするんだ。

「別にいいんじゃないか？　そういうのを教えるのも仕事の一いつ環かんと思えば」

「四辻先生、担当教科を歴史から保健体育に変えたらどうですか？」

「魅み力りよく的てきな提案だが、担当教科を決めるのは『上』だからなぁ」

「適性は高そうなのに残念ですね」

　僕は心の底から残念そうに言った。

　周りの先生方もうんうんと頷うなずいた。

「……まぁ、人間の歴史は愛と欲と闘とう争そうの三さん拍びよう子しですからね。四辻先生はある意味で適性通りの担当教科と言えなくもないですよ」

「おおっ。うまいことを言うな、カザネ」

「六方です」

　朝食を終わらすと、僕は自室に戻って情報端たん末まつを小こ脇わきに抱かかえて職しよく員いん寮りようを後にした。

　白いブロックが積み重なったような職員寮の外は整備された芝しば生ふと花か壇だんで飾られた中庭だ。薄うすく曇くもり越ごしの弱々しい天気だが、植えられたポピーもゼラニウムも鮮あざやかな色合いを見せている。中庭の門に絡からんだバラも、青い花びらを満開にさせていた。

　青いバラで飾られた中庭の向こうが、僕の職場となっている『学校』だ。




　この僕、六方カザネが、二ヶ月前から勤めることとなった『学校』という通つう称しようの施し設せつは、正確には『特別心質保全矯きよう正せい施し設せつ』という。だが誰だれもそんな面倒くさい正式名めい称しようなど使っていない。責任者である理事長も僕ら教きよう師し陣じんが『学校』と呼ぶのを訂てい正せいしたりしない。

　ようするに、『学校』が一番この施設の実体に相応ふさわしい呼び名なのだ。

　清潔で無機質な職員寮と違ちがい、『学校』は誰が見ても学校だと分かる景観をしている。舗ほ装そうされたグラウンドに、四角い校舎。赤茶色の屋根の体育館。敷しき地ちの周りにはキョウチクトウやツツジといった植物が植林されている。

　誰が見ても〝学校〟と思おもい浮うかべるだろう施設がそこにあった。

　僕は、この『学校』に勤める教師という役割に従い、受け持ったクラスへ向かう。

　下げ駄た箱ばこで靴くつを履はき替かえ、リノリウム張りの廊下と階段を進み、いまどき手動の引き戸をガラリと開く。教室内に並べられた机には空きも目立つが、それでも三十名の生徒たちが入ってきた僕に目を向けた。

　この『学校』で、一番の差異を挙げるなら、この生徒たちだろう。

　普ふ通つうなら同い年生まれでクラス分けされるが、この『学校』のクラスの生徒たちは見た目の年齢がバラバラだ。中学生と大学生くらいまでの年齢がごっちゃになっている。

　もっとも、この『学校』で教えるのは一いつ般ぱん的てきな知識ではないから、一見非効率なクラス割りでも、僕ら教師への負担はほとんどないのだが。

「おはよう」

『おはようございます！』

　教きよう壇だんで挨拶をした僕に生徒たちが挨拶を返す。その中には、朝っぱらから僕のベッドに忍び込んできた三十刈アイラの姿もある。僕がチラリと目をやると。彼女は口パクをして何かを訴うつたえた。僕には読どく唇しん術じゆつの心得はないが、どうせ「朝はスゴかったです」とか、そういうどうでもいいことをのたくっているのだろう。

　アホな美少女は放って出欠を取る。三十刈は余計なことまで喋ろうとしたが、素す早ばやく次の名前を大きめの声で呼んだ。

「百ゆ合り原はらぁ～…………百合原？」

　返事のない生徒へと目をやる。基本的に僕のクラスは着席場所を自由にしているが、生徒たちはほとんど定位置から動かない。例えば三十刈はいつでも僕の目の前、教壇の真正面に座っている。

　百合原ハルカの定位置は、窓まど際ぎわの一番後ろの席だ。

　長い黒くろ髪かみにスッキリした白はく皙せきの美貌の、透明感のある美少女。『学校』の生徒たちは男性も女性も整った容姿が多いが、彼女はその中でも群を抜いている。三十刈といい勝負だ。

　もっとも、三十刈があからさまな色気でいろいろ台無しなのと一いつ緒しよで、百合原は完全無比な無表情でせっかくの美貌を台無しにしている。表情筋が一筋残らず死に絶えたみたいな美貌は、何の感情も感じさせないが故ゆえに冷たい印象すらも皆かい無むだった。整っているだけに余計に作り物めいて見え、安っぽい立体映像のような虚うつろさが付つき纏まとう。

「……百合は――」

「ちょっと！　百合原さんっ!?」

　僕が呼び直すより先に、一人の女生徒が立ち上がって叫さけんだ。

　ツリ目がちな双そう眸ぼうに眼鏡を掛けた、いかにも生き真ま面じ目めな女子生徒だ。前まえ髪がみはきれいに七三分けされて、後うしろ髪がみは肩かた口ぐちできれいに切り揃そろえられている。

　委員長と呼ばれるのが似合いそうなこの少女の名は五十嵐いがらしヒビキという。
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　五十嵐は眼鏡を室内灯の光でキラリと光らせ、窓の外を眺めたままの百合原をギラリと睨み付けた。

「百合原さん！　今はホームルーム中ですよ!?　ちゃんと公私を分けてください！」

　五十嵐の鋭するどい叱しつ責せきに、百合原がゆっくりと顔を教室内へ向けた。

「…………はい」

　百合原はまったく表情を変えず――瞼すら一ミリも動かさずに――教室内を見み渡わたした後で小さく返事をした。僕がタブレットの出しゆつ欠けつ簿ぼにチェックを入れると、彼女はまた窓の外へ顔を戻した。

　僕は苦く笑しようして点呼を続けた。

　全員の出欠を取り終えてタブレットから目を離はなすと、五十嵐がまだ立ったままだった。彼女は、さっきまで百合原に向けていた眼鏡越しの鋭い視線を、今度は僕に向けていた。

「……しっかりして下さい、六方先生」

　五十嵐は腕うでを組み、ツンと顔を上向かせて僕を叱責しはじめた。

「百合原さんの態度も感心しませんが、彼女が二ヶか月げつ経たってもずっとあのままなのは先生にも責任があります。先生に威い厳げんが足りなくて舐なめられているんですよ？　もっと先生らしくして下さい」

「先生らしく、ねえ……」

　僕はぽりぽりと頬を掻かき苦笑した。五十嵐の委員長気質かたぎやキツイ物言いは十分熟知しているが、彼女も彼女でよくも飽あきもせず、同じような指し摘てきを二ヶ月も続けられるものだなと思ってしまう。

「……頼たよりない先生ってのは、それはそれで先生っぽいと思うけどな」

「そういう問題ではありません！」

「それに僕が頼りない分、五十嵐が頼りがいがあってしっかり者だからバランス取れてるじゃないか。いつも助かってるよ」

「っ！」

　僕が褒ほめると、五十嵐のクールな顔に朱しゆが混じった。

「ありがとう、五十嵐」

「べ、別に先生の為ためにやったわけではありません！」

　慌あわてて吐はき捨すて、五十嵐は音を立てて椅い子すに座った。周りの生徒たちがくすくすと笑う。

　日常化したやり取りを終え、僕はホームルームを終えて授業に移る。ちょうど一時限目は僕の授業だ。

「それでは、『人間論』の授業をはじめる」




２




「人間をどう捉とらえるか、というのは文学作品でも様々な解かい釈しやくが行われてきた……」

　僕ら教師は、この『学校』で〝人間論〟を教えている。

　ここでいう人間論とは、キリスト教の倫りん理り的てきな人間論や、ギリシャ哲てつ学がくとしての観念的な人間論とは毛色が異なる。それらを知識として包ほう括かつした〝人間らしさ〟全ぜん般ぱんを教えるのが、この『学校』で教える人間論だ。

　学問、というよりは道徳に近いかもしれない。

　僕の専門は、一応文学ということになっている。国語のテストみたく、小説や詩集などの文学作品から『この時の作者の気持ちを答えなさい』的に、作者の考える人間像を説明するのだ。

　曖昧な人間論の中でも、もっとも曖あい昧まい模も糊ことした授業である。

「例えば、世界最古の物語とされている『ギルガメッシュ叙じよ事じ詩し』において、主人公のギルガメッシュは死への恐きよう怖ふから不老不死の霊れい薬やくを探す旅に出る。そして不老不死の霊薬を手に入れたものの、蛇へびに奪うばわれてしまう。ギルガメッシュは悲しむが、最後には自分の国であるウルクへ帰って人々の為に尽つくし、偉い大だいな王として語かたり継つがれるようになった。つまり五千年前の人間たちも『人間とは何か？』という疑問を持ち、彼かれらは『死と向き合い、その恐怖を克こく服ふくしてゆくことが人間だ』と考えていたわけだ。この考えはそれから五千年でそれほど変化はしない。仏教でもキリスト教でもそうだし、もっと多くの物語で、人間の在り方と死の恐怖は一セットで語られる」

　黒板スクリーンに投とう影えいされた資料を、生徒たちはじっと見つめている。僕の説明が一段落すると、男子生徒が一人手を挙げた。

「質問か、千せん石ごく？」

「はい」

　線の細い中性的な少年が静かに立ち上がる。

「人間はいつもいつも死について考えているわけではありませんよね？　死がテーマとしてありふれたものであることはこれまでの授業で分かりましたが、直面しなければ本気で悩なやめない問題が、はたして真に重要なテーマとして普ふ及きゆうできるものなのでしょうか？」

「そうだね。その通りだ」

　僕だって、普ふ段だん生活する上で死について考えることなんてほとんどない。そんな暇ひまがあれば授業の資料を作らなければならないし。

「だが五千年前の粘ねん土ど板ばんが復元できるくらい大量に残ってたことから分かるように、『死の恐怖の克こく服ふく』というテーマが込められていたギルガメッシュ叙事詩は大人気ベストセラーだったんだ。人間はいつも死について考えているわけじゃない。じゃあ、なんで死と向かい合う物語がこんなに多くの人々に受け入れられてきたんだろう？　何で人間は、『死の恐怖を克服する物語』が大好きなんだと思う？」

　千石に問い返すと、彼は軽く首を傾かしげたまま固まってしまった。教室内を見回すと、他の生徒たちも似たり寄ったりだ。

「……実のところ、答えは簡単だ」

　僕はすこしだけ意地悪に笑って、答えを述べた。

「分かりやすいからだ」

　僕の答えに、千石以下の生徒たちが目をパチクリさせる。

「人間とは何か、人間はどう生きるべきか、という物語に対して、一番明確で一番説得力のある答えが『死の恐怖の克服』だったんだよ」

　生徒たちはみんな揃って、昔見た自然紹しよう介かい映像のプレーリードッグみたいにシンクロして首をひねった。僕の説明がいまひとつ飲み込めないらしい。

　この役目の面倒なところはここだ。人間論というのは人間らしさというふんわりしたものを教える授業なので、論理だった説明こそが困難だ。高名な某ぼう香ほん港こん映画俳優みたく『考えるなDon't thi、感じろnk. Feel』と言って終わりとはいかない。

「確かに、人間は四六時中死について考えているワケじゃない。当然だ。死ぬのを怖こわがっていたら、人間は何もできなくなってしまう。バナナの皮で足を滑すべらせて死んでしまうかも、なんて考えただけで歩けもしなくなる」

　軽い冗じよう談だんを交えてみたが芳かんばしい反応はない。みんな真ま面じ目めな顔で僕の話に聞き入っている。

　例外は、窓の外を眺めたままの百合原と、ニコニコと能天気な顔の三十刈だ。

　僕を眺めていれば満足というような三十刈は、口パクで『ど・ん・ま・い』などと僕を慰なぐさめる。嬉しくて涙が出そうだが、こいつはちゃんと授業を聞いているのだろうか？

「……けれど、普ふ段だん真しん剣けんに考えず、どれだけ忘れていようとも、やっぱり『死』という現象は人間にとって一番分かりやすい脅きよう威いだ。だから『死の恐怖』が人間性を表す題材として積極的に用いられてきたのは、死が人間にとって普ふ遍へん的てきというより、人間は分かりやすい物語を好むという性質のためだといえるね」

「……死という現象が分かりやすいから受け入れられたのであって、死が人間に真に重要な問題であったから受け入れられてきたのではない、という事ですか？」

「そのふたつは十分条件か必要条件ではあっても、必要十分条件ではないね。文学や物語は人間の精神を写す鏡ではあるけど、人間そのものではない。鏡に写った像を見てどう反応したか、という事実こそが、僕が文学を通じて君たちに教える事のできる人間論だ」

「……なるほど。分かりました。つまり、動物行動学と基本は変わらないということですね？　チンパンジーが鏡に写った自分に対しどう反応するか、という」

「……言い方は悪いけど、本質的には同じだね。もちろん、チンパンジーと人間の反応はまったく違うけど……そこら辺は生物専門の九く条じよう先生に教えてもらいなさい」

　身も蓋ふたもない表現をする千石を座らせ、僕は改めて生徒たちを見回した。

「――僕はこれまでの授業で文学作品に込められたテーマや問題、作者が読者に訴えたいことを抜き出して君らに教えてきた。国語や文学論ならそれでもいいが、僕が教えて君らが学ぶのは人間論だ。千石がさっき文学を鏡と言ったように、人間論として本当に注目すべきは〝それらの物語が受け入れられた理由は何だったのか？〟だ。ここからの僕の授業は、物語が受け入れられた背景とメカニズムについて説明してゆこうと思う」

　僕が言い終えるのと同時に授業のチャイムが鳴った。

　授業の後片付け――といっても黒板スクリーンとタブレットのリンクを切るだけだが――を終えると、早々に教室を後にした。ぼやぼやしてると、また三十刈に絡まれる。

　三階から一階の職員室に向かう途と中ちゆう、廊下がざわざわし始める。僕と同年代、せいぜい二～三歳程度しか違わない外見の生徒たちが、休み時間になって教室からまろび出てきたのだ。

　生徒たちを避さけつつ気もそぞろに廊下を曲がると、走ってきた小こ柄がらな影かげとものの見事にぶつかって、僕は無様に尻しり餅もちをついてしまう。

「痛つぅ……」

　尻よりも、相手の頭を食らった鳩尾みぞおちが痛い。当たり所が良すぎて内臓まで痛い。

「いたたた……」

　当たってきた誰かさんが軽い声を出す。

　痛いのはこっちだと文句を言いかけるが、顔を上げた僕の目に飛び込んできたのは淡いピンクのパンツだった。三十刈のと違って下品になり過ぎない、純真さを失わない絶ぜつ妙みような色合い。左足は投げ出され、右足は軽く曲げられて、やわらかな布地に優美な陰いん影えいが落ちている。幽かすかな絹の光こう沢たくが、わずかな起き伏ふくを上品に強調していた。

　おまけに、パンツとまくれ上がったスカートの隙すき間まの白いお腹なかが、ハッとするほどの色気を醸かもし出している。

　芸術的な、感動するくらい素晴らしい、奇き跡せきのようなパンチラだった。

「…………先生、えっち」

　心洗われるパンチラに目を取られていた僕は、ようやくぶつかった相手の顔を見た。

　多分に幼い面おも立だちをした、小柄な女子生徒だった。白々とした新雪のような肌に、色素の薄い髪。三十刈が天使なら、彼女は妖よう精せいと呼ぶべき可か憐れんさだった。

　妖精の可憐さを備えた少女は、夢見るようにぼんやりとした瞳ひとみに僕を映して、うっすらと微ほほ笑えんだ。

「……先生、えっち」

「…………僕は芸術を愛してるだけだよ、四十田あいだ」

　僕がホコリを払はらう身み振ぶりをして立ち上がると、四十田ユキはきょとん、と小首を傾げた。

「……芸術、ですか？」

　疑ぎ問もん符ふを浮かべる四十田だが、彼女の傾げた首の角度もこれまた芸術的だった。横髪が頬に掛かった上うわ目め遣づかい。長い睫毛まつげで水色の瞳が烟けむっている。

　さりげない動作のひとつひとつが芸術的なまでに可愛かわいらしい。

　いや、芸術的というより、芸術だ。

　芸術の極きよく致ちは隠かくすこと、と言う。さりげなさの中にこそ美しさが宿るのだ。

　……三十刈も、四十田くらいに控ひかえめさを覚えればいいのに。
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「……いい加減立ち上がってスカートを直しなさい」

「了りよう解かい、です」

　四十田はぽんぽんとスカートを叩たたきながら立ち上がった。

　僕はコホンと咳せき払ばらいして四十田に注意する。

「四十田。使い古されたフレーズだが、廊下は走るな」

「先生、走らなければ素す敵てきな出会いは生まれません」

「……走ってぶつかった相手同士が付き合うようになるだの何だのは、都市伝説の類たぐいだから真ま似ねしないように」

「……驚きよう愕がく、なんということでしょうか……」

　四十田はしゅんと肩かたを落とした。

「だいたい、用事がないのに走るのは学校の廊下だろうが何だろうがよろしくない」

「用事、はあります。体育、が次の授業ですから」

「……ならさっさと行きなさい」

「了解、です」

　四十田は軽くお辞じ儀ぎをして走りだしたが、少し進んだところで立ち止まって、ちらりと肩かた越ごしに僕ぼくへと振り返った。

「……先生、次の授業は水泳、なんですよ？」

　言って、四十田はうっすらと微笑んだ。

「時間、あったら見学に来て下さいね」

　女め神がみ像ぞうのアルカイックスマイルを思わせる、からかっているようにも誘さそっているようにも、単なる愛あい想そ笑わらいにも見える笑えみを残し、四十田は小走りに去っていった。

「……時間があったら、ね」

　僕は呟き職員室へ向かうが、確かく認にんするまでもなく時間は空いていた。僕の次の授業は午後からだ。

　職員室に端末を置き、僕は体育の授業が行われている体育館へと向かった。

　この『学校』の体育館は、外見こそ白しら壁かべに赤い屋根の〝学校の体育館〟という趣おもむきだが、中身は地下階もある総合運動施設だ。

　見た目とらしさにこだわる『学校』だから、プールもコンクリート造りの露ろ天てんにしたかったらしいが、そこは効率を優先され、年中使える温水プールが地下階に造られている。

　男子が地上階の体育館らしい体育館でバスケに勤いそしむのを横目に眺め、僕はエレベータに乗り込んだ。二〇人は乗れる大きなエレベータを一人だけ、それも担当でもない教師が使うのに多少気が咎とがめながらボタンを押す。地下一階に到とう着ちやくし、コンクリートの塊かたまりを刳くり貫ぬいたトンネルみたいな廊下を進んでゆくとプールにたどり着いた。

　地下にあるとは思えない広さと明るさの空間である。飛び込み台も設しつらえられ、地下にもかかわらず閉へい塞そく感かんはない。地下にあるから、屋外プールに付きものな落ち葉や虫の死し骸がいなんてものとも無む縁えんだ。

　清潔で広々とした、そのプールの際きわで、

「――うむ」

　競泳水着の少女たちが準備体操をしている。女性の胸の大小に貴き賎せんはないという名言を確認できる素晴らしい光景だった。

　ときに、水着姿で一番の見どころは何処どこか、という問いは水着が発明されて以来世界中の男性の討論の的だ。四辻先生なんかは「食い込んだ尻だろ常考」と言って譲ゆずらないが、僕はズバリ脇だと指摘する。異論があるのなら、水着姿の少女たちが左右に腕を伸のばす光景を見ればいい。あれこそ芸術だ。

「……何をしているんですか？　六方先生？」

　硬かたい声を掛けられて横を向けば、いつの間にか僕のすぐ側に一人の少女が立っていた。

　焦こげ茶ちやの髪をポニーテールにした、はっきりした目鼻立ちの勝ち気そうな美少女だ。意志の強そうな瞳が僕をまっすぐ見つめ、ふっくらとした唇くちびるは訝いぶかしげに引き結ばれている。

　彼女もやはり競泳水着姿なので、形の良い胸や腹から腰こしの健康的な曲線美がすぐに見て取れる。機き敏びんそうにすらりと伸びた両りよう腕うでを腰に当て、「カモシカのよう」なんてよく分からない形容を当てはめたくなる引ひき締しまった両足で仁に王おう立だちしていた。

　僕が無言で見入っていると、彼女はしびれを切らしてとんとんと足あし踏ぶみをしはじめる。

「……で？　何をしているんですか、六方先生？　まさかわたしに三度も同じ質問はさせませんよね？」

「……ええ、もちろんです。七しち堂どう先生」

　この『学校』で僕と同い年の最年少教師である七堂メグミは、僕の返事ににっこり笑った。

「それは良かった。で？」

「その前に、頼たのみたいことがあるんですけど、いいですか？」

「はい？　なんですか？」

「脇を見せてもらえません？」

　次の瞬しゆん間かん、僕の頭が叩かれていた。

　頭を擦りながら顔を上げると、手を振ふり下おろした七堂先生が冷たい目で見下ろしていた。

「……早くて見えなかった……」

「……で？　何をしに来たんですか？　六方先生？」

「先生、六方先生をいじめないであげて下さい」

　女子生徒の中から、四十田がとてとてと走り寄ってくる。

「ユキ、がお願いしたんです。水泳、見に来てくださいね、って」

　四十田が七堂先生に弁解してくれるが、僕の左ひだり腕うでに抱だき着つきながらでは説得力は皆無だ。いや、セリフ自体も弁解になってないが。

「……随ずい分ぶんとお暇なんですねぇ、六方先生？」

　なめらかな水着生き地じを擦り付けられる僕を見て、七堂先生の声がどんどん険しくなる。

「ちょっと、ユキちゃん？　それはあたしのポジなのにぃ」

　そんな事言って僕の右みぎ腕うでに抱き着いたのは、天使な容姿に相応ふさわしく頭の中が天国な三十刈だった。競泳水着で狭せま苦くるしそうにしている胸の間へ僕の右腕をぐいぐい押し込む。

「……人気者なんですね、六方先生？」

　小首を傾げる七堂先生だが、その額にははっきりと青筋が浮かんでいた。

「あなたたち！　なんて破は廉れん恥ちなことしてるの!?」

　僕の腕にひっつく四十田と三十刈に、つかつか歩いてきた五十嵐が眼鏡を押し上げながら怒ど声せいを上げる。

「先生に対してなんて事してるの!?　そんな破廉恥な真似はすぐにやめなさい！」

「ごめんね、ヒビキちゃん？　先生の腕は二本しかないから～」

　僕の右腕をすっかり胸の中に挟はさみ込んだ三十刈が、さらに僕の腕を股またの間に挟み込みながら言う。いい感かん触しよくではあるが、あからさま過ぎてちょっとヒく。

「なっ――」

「謝罪、でも断る」

　小柄な四十田がひしっと僕の左腕に飛び付いた。華きや奢しやな少女とはいえ人一人の重みが加わって身体が傾ぐ。

「そっ――」

　五十嵐は三十刈と四十田の言葉を受けて顔を真っ赤にした。怒りつつ恥ずかしがるというなかなか器用な表情をして、ちらちらと僕の両腕を見ていた。

「…………六方先生は、生徒に体ごと打ぶつかって行く教育方針なんですねぇ？」

　とうとう、七堂先生の顔から表情が消えた。

　彼かの女じよはゆらりと僕の眼前に接近すると、有う無むをいわさず僕の襟えり元もとを掴つかみ、

「このっ――有害教師ぃ――――ぃぃぃいいいいっっ！」

　足を狩かって、思い切り投げ放った。

　いつの間にか三十刈と四十田は退たい避ひしており、僕は一人きりで宙を舞まい、あえなくプールに沈み込んだ。

「…………さすが、体育専門教師……」

　ずぶ濡ぬれになった僕が水面に浮き上がると、七堂先生は三十刈と四十田とついでに五十嵐を正座させ、僕を指差しながら生徒たちに声を張り上げていた。

「三人とも！　ああいうのを『反面教師』っていうのよ？　ああいう男には絶対近づかないように！　あなたたちもよ!?」

『はーい、先生』

「ええ～？」

「遺憾……」

「なんでわたくしまで……」

　それからもしばらく七堂先生のお説教は続くが、僕がプールから上がると、彼女は両目を『ギンッ』と吊つり上げてつかつかと迫せまってくる。

「……それで、六方先生？　まだ見学していきますか？」

「…………せめて、この服がある程度乾かわくまでは……」

　ぽたぽたと水が滴したたるスーツを摘つまむと、七堂先生はチッと舌打ちした。

「ふんっ。まぁ、いいでしょう。乾いたら、さっさと出てってくださいね」

　プールの片かた隅すみを指差され、僕はおとなしく指示された場所で体育座ずわりになった。ずぶ濡れになったスーツが気持ち悪い。

「まったく……では、授業を再開します！」

　コホンと軽く咳払いし、七堂先生は女子生徒を見回し、適当な一人を指名した。

「まずはおさらい。スポーツの意義は分かっているわね？」

「はい。人間の歴史上、スポーツはストレスの発散、精神鍛たん錬れん、そして平和的な競争手段として奨しよう励れいされてきました」

「そうよ。そもそも『スポーツ』の語源は『遊び』や『気晴らし』という意味のラテン語あたりから来ているしね。個人的な観点からも、社会的な観点からも、スポーツは最高の気晴らしになるわ」

　さっきまでの怒ど気きを納め、七堂先生は凛りんとした教師らしい表情で生徒の答えに頷いた。

「社会的な観点は、観客の観点と言いい換かえてもいいわ。どんな運動競技も、代理闘争という娯ご楽らく性せいがある。観客は自分の支持する選手を精神的な代理として、その勝敗に一いつ喜き一いち憂ゆうする。そうすることで観客は『勝負』を疑ぎ似じ体験できるわけね」

　七堂先生の説明を真しん剣けんな面おも持もちで聞く生徒たち。ちゃんと聞かないと体育教師らしい肉体言語が飛んで来るからだろう。事実、彼女の拳げん骨こつを食らって「あいた～」と間の抜けた悲鳴を上げる生徒がいた。ざまぁみろ、淫いん乱らんピンクめ。

「こほん。社会的な意義はいま言ったとおりだけど、わたしの専門は『体育』だから、自然と個人的な意義になるわね。まぁ、ようするに『健康的な運動で心も体も鍛きたえましょう』ということね。とはいえ、慣れ合いの水遊びじゃ平和的な競争の意味がないわよね？」

　生徒たちが各おの々おの顔を見合わせ、何人かの生徒が手を挙げる。

「はいっ。競争ということは、順位を付けるということですか？」

「そうです」

「一位には何かご褒ほう美びが？」

「もちろん。ご褒美があった方が真剣になれるしね。チームを作ってもらって、ひとつの目的に向かって協力してもらうわ。さて、その一位へのご褒美だけど――学食のデザート券一週間分よ！」

『おお～』

「声が小さいわよ？　こういう時はもっともっと大きな声で！」

『おおおお～～っ!!』

「あたしはカザネ先生とのデート券があいた～っ!?」

「はいは～い！　それじゃ五人でチーム作って。クロールのスピード競技にするからね」

『はーいっ！』

　若干の例外を除いて素す直なおに返事をした生徒たちがそれぞれチームを作り始める。ぼんやりと水着姿の女子を眺めていると、説明を終えた七堂先生がやってきた。

「六方先生？　もう服は乾いたようですね？」

「いや、まだ濡れて……」

「そこまで乾いたなら十分でしょう？　さ、見学はここまでです」

　彼女は笑っているが笑ってない攻こう撃げき的てきな笑え顔がおを浮かべ、びしりと出入り口を指差した。
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　生なま乾がわきのスーツからジャージに着替えて午後の授業を終える。

　一度教師寮に戻もどって替えのスーツに着替えようかとも思ったが、面めん倒どうなのでそのままジャージ姿で掃除の時間に移行した。

「ジャージの先生もカッコイイですよね」

「口を動かす前に手を動かせ」

　能天気な顔で寄ってくる三十刈を、僕は箒ほうきで尻しりを叩きながら掃そう除じに戻す。気分は牛飼いか羊飼いだ。

「いひゃんっ。先生ってば、そういうプレイが好きなの？　それなら明日から……」

「ピンクなのは髪かみじゃなくて脳みそだな」

　べしりと三十刈の額を箒で叩くと、僕は真面目に床ゆかを掃はいている五十嵐を呼び寄せた。

「なんですか、先生？」

「三十刈を見張ってくれ。少し目を離しただけで遊び始めるからな」

「はいっ。任せて下さい！」

　用事を申し付けると、生真面目な五十嵐は意気込んで返事をした。

「ほら、三十刈さん。真面目にやりなさい！」

「ええ～？　こんなの意味ないじゃない？　お掃除ロボテントウムシが居るのに、なんでわざわざあたしたちが掃除しなきゃいけないの？　時間の浪ろう費ひだよぉ。そんな時間があったら――」

「自分たちでやるのに意味があるんだ」

　性しよう懲こりもなく僕によってくる三十刈を箒で牽けん制せいしながら言い聞かせる。

「自分たちの生活環かん境きようを自分たちで洗せん浄じようする――そうやって愛着を持って行くんだ。廊ろう下かはお掃除ロボがやってくれるんだ。せめて教室くらい、日ひ頃ごろの感謝も込めてちゃんと掃除しろ」

「非効率ですよ。乙おと女めの命は短いのにぃ」

「そういうのは乙女らしい恥はじらいを覚えてから言ってくれ」

　しつこい三十刈を五十嵐に押おし付つけ、僕はバケツを持って廊下に出た。水場で水を入れ、教室に戻ると――

「みきゃんっ」

　教室から飛び出した生徒と打ぶつかってしまう。

　尻もちを付く僕。

　持っていたバケツは前方に投げ出され、

「みにゅっ！　…………濡れました……」

　僕同様に尻餅をついた生徒が頭に嵌はまったバケツを押し上げると、そこから現れたのは四十田のぼんやりした顔だった。

　ものの見事に頭から水をかぶった四十田の髪からぽたぽたと水が垂れる。制服もぐっしょりと濡れたおかげで、慎つつましやかな胸の膨ふくらみを覆おおう薄うす桃もも色いろのブラが透すけ、体の線も露あらわにぺったりと服が張り付いていた。

　小柄で華奢だが――いや、小柄で華奢だからこそ、水に濡れた四十田の姿は妖あやしい引力を発していた。

「ああ――っ!?　ユキちゃん、あざとい！　あざといわ！」

　三十刈が羨うらやましそうな声を出すが、横に立つ五十嵐が頭を叩いて黙だまらせていた。

　僕はため息交じりに立ち上がり、びしょ濡れになった四十田に手を貸して立ち上がらせた。

「はぁ……四十田。着き替がえてきなさい」

「了解、しました。けれどこのままだと着き替がえも濡れますから、手伝って下さい」

「……わかった。着替えを持って行ってやるから、先に更こう衣い室しつに行っていなさい」

「らじゃ、です」

　ぼんやりした顔で頷うなずき、四十田はとてとてと教室を出て行った。彼女の濡れた足あし跡あとを眺ながめ、僕はまた溜ため息いきをついた。

「……すまないが、水を拭ふいておいてくれ」

　教室の生徒に言い置き、四十田のロッカーから鞄かばんを取り出して小脇に抱えた。背後から「あたしも」「逃のがしません！　わたくしの使命に掛かけて！」と聞こえてきた騒さわぎを無視して廊下に出る。

　廊下ではさっそくお掃除ロボが四十田の濡れた足跡を拭き取っていた。お掃除ロボを避けながら、廊下の一番奥おくの更衣室に到着すると、かるくノックする。

「……許可、します。入って下さい」

　返事を聞き、ドアを開ける。

　すると、

「…………」

　タオルでも巻いているのかと思いきや。四十田はちょうどパンツに手を掛けて脱ぬぎかけていたところだった。シャツの裾すそが、彼女の足の付根を辛かろうじて際きわどく隠している。見えそうで見えない分、ひどく挑ちよう発はつ的てきだった。

「……きゃあ」

　四十田は思い出したように短い悲鳴を上げ、つるりと足を滑らせた。

　尻餅をつき、脱ぎかけのパンツを引っ掛けた下半身を僕に向ける。これまた、芸術的な角度で彼女の秘所を隠し、僕は興奮するよりもむしろ感心してしまう。

「ふぅむ…………八〇点」

「……残念。残りの二〇点は何が足りなかったですか？」

「シャツのボタンは第三、できれば第四まで外しておいた方がいいな」

「……指摘、ありがとうです。ユキ、精しよう進じんします」

「そうしてくれ」

　神しん妙みようそうに頷く四十田に鞄を投なげ渡わたすと、更衣室のドアを閉めて教室へ戻る。

「…………精進するって、またやるってことか？」

　たぶん、いや、間ま違ちがいなくやるだろう。

　四十田はこの類のお約束の再現が大好きなのだ。淫乱ピンクやら生真面目委員長キャラやらといろいろ癖くせが強い生徒たちの中でも、際きわ立だって妙みようちくりんな性せい癖へきをしている。

　良いものが見れるのは事実だが、そう何度も出で合あい頭がしらの衝しよう突とつは遠えん慮りよしたい。

「腹部を守るプロテクターが要いるかもな……」

　四十田の頭がちょうど当たる横おう隔かく膜まくの辺りを撫なで、僕はやれやれと嘆たん息そくした。

　その後、教室の掃除を終わらせ、帰りのホームルームも終えて職員室へ戻ると、隣となりの席の四辻先生がきょとんとした顔で僕を眺め見た。

「カザネ、お前、その格好は……」

「六方です」

「いや、それより……今日はお前の〝面談〟だろ？　イツキさんに会うのにその格好で行くつもりか？」

「あっ……」

　僕はハッとして自分のジャージ姿を省かえりみた。

「……迂う闊かつだった……」

　昼休みに換えのスーツに着替えておくべきだった。

　職員室の時計を見る。どう考えても寮りように戻って着替えてくる時間はなかった。

「……しょうがない。このまま行きます」

「本気で言ってるのか？」

「遅おくれるよりはマシでしょう……」

　覚かく悟ごを決め、僕は職員室を出て最上階へ向かった。十三階段を登るように、五階分の階段を上がってゆく。

　重い足を引ひき摺ずって階段を登っていると、頭上から「あ」と声が掛かった。

　見上げると、僕のスーツをびしょ濡れにした七堂メグミが踊おどり場ばに立っていた。ホームルームを終えて職員室に戻る途中らしい。

「む……どうしたのかしら、六方先生？　何か用事でもありました？」

　そう問い掛ける彼女の顔はむっつりと不ふ機き嫌げんそうだった。まだプールの一件を引きずっているらしい。

「まぁ……これから二に階かい堂どう理事長と〝面談〟で」

「……は？」

　僕の応こたえを聞き、七堂先生はぽかんと口を開ける。いつもは強気そうな面立ちに似合った勝ち気な表情をしている彼女だが、そういう表情をしていると歳とし相応に可愛い少女だった。

「ま……まさか理事長と会うのにその格好で？」

「昼休みに着替えるのを忘れたからね」

　重ね重ね失敗だった。面めん倒どう臭くさがらなければ何の問題もなかったのに。

「そういうワケなので、また」

「あ……」

　何か言いたそうな顔をする七堂先生だが、階段の踊り場で話し込む余よ裕ゆうはないのでさっと横を通とおり抜ぬけた。

　足早に五階まで上がると、しんと静かな最上階が僕を迎むかえる。

　この『学校』の校舎は、一階は職員室や食堂、二階と三階は通常教室、四階は特別教室となっている。けれども五階で使われているのは理事長室だけだ。

　資料室という名の物置となった教室を過ぎた五階の廊下の一番奥には、リノリウム張りの廊下や面おも白しろ味みのない壁かべ紙がみの中にあっていささか浮ういた、古めかしい木製の扉とびらがあった。

　扉の前に立って深呼吸。けれど、あまり効果はない。

　落ち着かない心中が落ち着くまで待っているわけにもゆかず、僕は意を決して扉のドアノッカー（ドアノッカーなんて『学校ここ』にきて初めて見た）を手に取った。

　コンコン。

「――どうぞお入りください」

　古びた木製扉の向こうから、柔やわらかな女性の声が返ってくる。

　小さくツバを飲み、扉を開けて理事長室へと足を踏ふみ入いれた。

　チェッカーボード柄がらの洒しや落れた床に、シックなダマスク模様の壁紙。観葉植物が適度に配置され、本物ではないが出来の良いレプリカのアンティーク家具が飾かざられている。

　時代がかった調度だが、『学校』の古ふる臭くさいリノリウム張りの床や引き戸とはぜんぜん違ちがった。古臭さとアンティークの違いがセンスの有無だとよく分かる。

「いらっしゃい、六方先生」

　そして重じゆう厚こうな執しつ務む机づくえの向こうに、この部屋の主が座っていた。

　綺き麗れいな女性だった。

　結ゆい上あげた灰色の髪。涼すずやかな面立ちは良く言えば妙みよう齢れい、悪く言えば年ねん齢れい不ふ詳しようだが、美び貌ぼうであることだけは確かだった。

　まっすぐ僕を見る黒々とした瞳は、鋭するどくも強くもないが、穏おだやかさだけではない不思議な力がある。その瞳に自分が映されると、僕はいつも居い心ごこ地ちが悪くなってしまう。

「そんなに緊きん張ちようしなくても良いのですよ？」

　この『学校』の責任者である理事長、二階堂イツキが穏やかに笑った。

　穏やかで包み込むような二階堂理事長の声に咎める色は皆かい無むだが、僕は居心地悪くなって身が縮む気分だった。

「……こんな格好ですみません……」

「構いませんよ」

　ジャージ姿でやって来たことを詫わびると、二階堂理事長はころころと笑う。穏やかな母性と、穢けがれを知らない少女の無む垢くさが一いつ緒しよくたになった、耳みみ触ざわりのよい笑い声だ。

「先生なのですから、ジャージも立派な仕事着です。この面談だって世間話の延長なのですから、あまり堅かた苦くるしいのもどうかと思いますしね」

「……ありがとうございます」

「さ、お座りになって。すぐにお茶を淹いれますから」

　そう言ってソファを示すと、理事長はその体勢のまま、小さなモーター音とともに執務机を回り込んできた。

　彼女は電動の車イスに乗っていた。

　けれども理事長はそんな事は大した事ないという風に手て際ぎわよくお茶の用意をする。カップを用意し、お湯を入れたらポットにカバーを被かぶせて紅茶の葉が開くのを待つ。

　穏やかな時間を演出する理事長だが、僕は落ち着かなくてソファに座る尻の位置を小刻みに動かした。指導室に呼ばれた生徒みたいで居心地が悪い。

　二階堂理事長は『学校』の責任者で、つまりは僕たち教師の監かん督とく役やくだ。そんな彼女と二人きりになれば、居心地悪くなるのもしょうがないことだった。

　おまけに、今の僕は上品な理事長室には場ば違ちがいなジャージ姿だ。

「さ、どうぞ」

　芳しい紅茶が注がれたカップが僕の前に差し出される。お礼を言ってから口を付ける。

　美味おいしい。

　飲み物に大した執しゆう着ちやくもないが、理事長の淹れた紅茶はともかく美味しい。お湯も、時間も、そしてきっと注ぎ方も完かん璧ぺきなんだろう。

「――六方先生がこの『学校』にいらしてから、もう二ヶか月げつになりますね」

　作法は知らないが、素人しろうと目めにも優ゆう雅がと分かる仕草で紅茶を飲みながら理事長が言う。

「もう『学校』には慣れましたか？』

「いえ、なかなか……授業もあれでいいのかと……」

「そんなに畏かしこまらないでください。六方先生はよくやっていらっしゃいますよ」

「はぁ……ありがとうございます」

「それに、他の先生方とも仲がよろしいみたいで」

　理事長は僕の格好を眺め見てクスリと笑った。

「……これは、その……」

「気になさらないで結構ですよ。六方先生も、七堂先生も、とても優ゆう秀しゆうな教師です。水遊びくらいでとやかく言いませんから、どうぞご安心を」

「…………ありがとうございます」

　素直に頭を下げるが、ちっとも安心できない。

　僕はどうにも、この理事長が苦手なのだ。

　怒おこられたことも叱しかられたこともない。いつもにこやかで優やさしく、こうして美味しい紅茶もご馳ち走そうしてくれる。けれど彼女の穏やかな声を聞くと、僕はなんだか胸がざわついて落ち着かなくなるのだ。

　あまりにも穏やかで静かで優しい理事長の声は、僕には全部知っていて微笑んでいるように聴きこえてしまう。

　――心とか読めそうだよな……

　そっと表情を窺うかがうと、ばっちりと理事長の視線と打つかってしまう。

「ふふ……あまり警けい戒かいしないでください。心配しなくてもワタシには読心術の持ち合わせなどありませんよ。意味ありげに笑って、反応を楽しんでいるだけです」

「……恐きよう縮しゆくです……」

　それから理事長はなんてことのない世間話をし、『これからも頑がん張ばってくださいね』と労ねぎらわれて理事長室を後にした。

「…………はあぁ……」

　扉を閉めてしばらく歩くと、張はり詰つめていた息を深々と吐はき出した。

　三十分ほどの短い雑談中、二階堂理事長はずっと穏やかで優しい態度だったが、僕は緊張しっぱなしだった。

　いや、緊張というより、居たたまれない、といった方が正確だろうか？

「……別に、後ろめたい事なんてない筈はずなんだけど……」

　靄もや々もやしながら職員室に戻り、軽く明日の準備をしてから教師寮へ戻る。

　普ふ段だんだと、教材に使う作品を選びがてら資料室で読書をしたり、寮のレクリエーションルームで四辻先生とポーカーなどをして夕食まで時間を潰つぶす。けれど今日はいろいろと気き疲づかれしたので、夕食の時間まで仮か眠みんしようと心に決める。

　ドアを開けて真まっ直すぐベッドへ飛び込もうとしたが……残念ながら僕のベッドには、すでに先客がいた。

「お……おかえり……」

　僕のベッドに腰こし掛かける七堂先生――いやここではメグミと呼ぶ約束だ。

　メグミは、帰ってきた僕に弱々しく声を掛ける。プールや階段で見た時とは真逆の、申し訳無さそうな態度だった。

「メグミ……どうしたの？　あまり互たがいの部屋に出入りしない約束だろう？」

「う、うん……ええと、その……」

　メグミはもじもじとしながら言葉を濁にごす。そして次の言葉が見つからず、そのまま黙り込んでしまった。

　体育の授業中に見られた強気な表情はその顔の何処にも見出せず、僕と同い年とは思えないくらい可愛らしい少女がそこに居た。外見だけなら誇ほこり高たかい狼おおかみなのに、態度だけ見ると弱気な兎うさぎみたいだ。

　同どう僚りようたちが今の彼女を見たら、唖あ然ぜんとして言葉を失うことだろう。自信に満ちた言動しか知らない生徒たちなど、彼女を『七堂先生』と認にん識しきできず凍こおり付いてしまうかも知れない。
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　こんな彼女を見たらみんなどう思うだろうかと想像して楽しくなるが、同時に嫉しつ妬とめいた感情も湧わき上がる。こんなメグミを見ていいのは僕だけなのだと、独どく占せん欲よくがちくちく疼うずく。

　誰だれも知らないメグミを眺めて幸せに浸ひたっていると、ようやく踏ん切りがついたらしい彼女が、喉のどの奥からか細い声を絞しぼり出した。

「………………ごめんな、さい…………」

「……何が？」

「だから、その……」

　メグミは僕の服をちらちらと見やり、ポニーテールの先っぽを弄いじりながら説明する。

「……わたしのせいで、そんな格好で理事長と会うハメに……」

「別に気にしてないよ」

　着替えるタイミングはいくらでもあったのだから、二階堂理事長と会う事を忘れていた僕が悪い。

「理事長も気にしてなかったし、たいしたことはないよ」

「……ほんとに？」

「本当に」

　しっかり頷くと、彼女はほっと息を吐いた。

「心しん配ぱい性しようだな、メグミは」

　あからさまに一喜一憂する彼女にくすりと笑い、からかうように声をかける。

「こんなことでメグミを嫌きらいになったりしやしないよ」

「べっ、別にそんなこと疑ってはないわよ！」

　心外だと言わんばかりに頬ほおをふくらませるメグミ。可愛かわいい。

「ただ、その……カザネが理事長の不興を買って『学校』の教師の仕事を外されたら……一緒にいられる時間が少なくなるじゃない……」

　頬を染め、恥ずかしそうに顔を背そむけるメグミ。可愛いなぁ。

「別にそうなっても、一年かそこらでまた会えるだろ？」

「何よソレ!?　カザネはわたしと会えなくなっても平気だって言うのっ!?」

　裏切られたように瞳ひとみを潤うるませて声を荒あららげるメグミ。可愛いなぁ、もう。

　メグミの横に腰を下ろすと、僕は間近になった彼女の顔をじっと見つめる。拗すねてご機き嫌げん斜ななめな彼女だが、そんな彼女を見れば見るほど嬉うれしくなってくる。

「それは、僕もメグミと会えなくなるのは寂さびしいよ。けれど、それは平気ってことじゃなくて……たとえ離はなれても、そう簡単にメグミを忘れたりするわけがない、ってことを言いたかったんだよ」

「……ほんとに？」

「本当に」

「……けど、会えなくなったら寂しいのよね？」

「もちろん」

「……どれくらい寂しい？」

「夜の砂さ漠ばくで一人ぼっちになるくらい寂しい」

「……ちょっと分かりにくいけど、努力を認めて許してあげる」

「残念。もっと分かりやすくて素す敵てきなセリフを言えるよう努力するよ」

「ん、よろしい」

　ようやく機嫌を直してくれたらしく、メグミは僕の肩かたに頭を預けて寄りかかってきた。

「…………」

「もう。こういう時に躊躇ためらわれると雰ふん囲い気き台無し」

　彼女の肩を抱こうかどうしようかと上げた手を彷徨さまよわせていると、それと察したメグミがダメ出しをしてくる。苦く笑しようし、僕ぼくは彼女の肩に手を置いた。

「よろしい」

　メグミがにっこりと笑って頷いた。

「すぐに抱き寄せてくれたら百点満点だったけど……まぁ、行動には移してくれたからね。ぎりぎり及きゆう第だい点てんにしてあげる」

「二人きりの時まで採点するの？」

「わたしはカザネの彼女だもの。彼女には、彼かれ氏しを採点する義務があるのよ？」

　彼女の言い様に、僕は苦笑してしまう。

　そう――僕と七堂メグミは恋こい人びと同士だった。

　二ヶ月前に『学校』へほとんど同時に赴ふ任にんしてきて出会ったのだが、なんとなく馬が合って自然とこうなっていた。

　もちろん、生徒や、他の教師には内ない緒しよだ。別に職場恋れん愛あい禁止という訳ではないのだが、暗あん黙もくの了りよう解かいで内緒ということに決まった。僕も彼女も男女交際なんて初めてだから、からかわれるのが厭いとわしかったのだ。

　この『学校』で僕が「カザネ」と呼ばれて嫌いやな気がしないのはメグミだけだし、メグミが外見と裏腹に可愛い性格だと知っているのは僕だけ……のハズだ。

「……理事長のなんとも言いがたい笑顔を見るとなぁ……」

「？　何の話？　理事長に何か言われたの？」

　メグミが心配そうな顔で訊きいてくる。

「いや……ただの世間話って感じだったよ。むしろ褒ほめられたくらいだ。でも……」

「でも？」

「僕、どうも理事長が苦手で……」

「そうなの？」

　喫きつ緊きんの問題がないと分かり、メグミはホッと詰めていた息を吐く。次いですぐに表情を改め、意外そうに首を傾かしげた。

「けど意外ね。カザネが理事長を苦手だなんて」

「そう？　何だか捉とらえ所どころがなくて落ち着かないよ。理事長室に行くと、何だか観察されるモルモットみたいな気持ちになって居心地が悪くなるし……」

「そりゃあ、わたしたち教師の監督役だから観察はしてるでしょう。けど、穏やかで優しい人よ？　緊張はするけど、そこまで苦手って感じでもないじゃない？」

「そうかな……隠かくし事ごとがあるから気を遣いすぎてるだけかな？」

　別に後ろめたい事なんてない。後ろめたい事なんてないのだが、隠し事をしているのは確かで、だからこそ理事長の余裕ある態度が気になってしまう。

「そうやってオドオドする方がバレやすくなると思うけど？　堂々としてればいいのよ」

　胸を張ってメグミが言う。

　こっちがいろいろ気疲れしているのに自信満々な彼女の姿に、僕はちょっと不公平じゃないかと思い始めた。

「――そういう心配をしてくれるなら、もう少しおとなしくしたら？」

　ジャージを摘んでそう言うと、メグミは「うっ……」と言葉に詰まった。

「だ、だって……」

　指をもじもじさせながら、メグミが唇くちびるを尖とがらせる。

「……カザネったら、わたしというものがありながら……他の子の水着姿に鼻の下伸のばしちゃって……」

　可愛らしくも嫉妬してくれていたらしい。プールに放り込まれたのはやり過ぎな感もあるが、こんなメグミが見れるならびしょ濡れになった甲か斐いもあるというものだ。

「……だって、メグミが意地悪だから……」

「ええっ!?　わたしが悪いの!?」

　普段は強気な彼女が弱気にいじけているのを見ると、嬉しくなるのと同時にからかいたくなってしまう。

　慌あわてた彼女はとても可愛くて、僕はますますいじめたくなる。

「僕だって男だもの。恋人のガードが堅かたかったら、他の女性の肌はだに目移りしてもしょうがないというか……」

「いつっ？　いつわたしがガードが堅かったっていうの!?」

「だって、僕がメグミの水着姿を見たのはあれが初めてだし」

「うぐっ……」

「僕だって最初に恋人の水着姿をちゃんと見れていたら、絶対に目移りなんてしなかったろうになー。恋人の水着姿を最初に見れてたらなー」

「う、う……」

　メグミは口を噤つぐみ、申し訳無さそうな顔で俯うつむいてしまった。

　――ちょっといじめすぎたかな？

　僕も僕でやり過ぎたかもと反省していると、メグミは上うわ目め遣づかいに僕を見て、

「……明日、暇ひまよね……？」

　と、訊いてきた。

「うん？　うん、明日は日曜日だからね。特に用事もないよ」

　本物の先生には申し訳ない気持ちになるが、『学校』では文化祭や体育祭といったイベントの近辺ならともかく、休日にまで持もち越こすような仕事はほとんどない。教師という役職がこの『学校』ですべて完結しているので、面倒な事務や折せつ衝しようは存在しないのだ。純じゆん粋すいに授業と生徒に向き合っていればいい。

　……かといって、良いことばかりでもない。

　特とく殊しゆ故ゆえに、下手に外部と接せつ触しよくも出来ないので、『学校』の教師は赴任期中は原則外出禁止だ。休日の過ごし方というのは意外に悩なやましい問題で、教師はなんらかの趣しゆ味みに没ぼつ頭とうして時間を潰している。

　例えば、四辻先生は、なんとお菓か子し作りが趣味で、休日は校舎の調理室を借り切っていろいろ作っている。月曜にばら撒まかれるクッキーなどは教師にも生徒にも概おおむね好評だ。

「僕はいつものように『学校』の図書室で暇つぶしだね」

　いつでもどこでも情報端たん末まつから即そく時じデータベースにアクセスできる時代にあって、紙かみ媒ばい体たいは好こう事ず家かの趣味となってしまった。だから読書が趣味の僕も、実は紙媒体の書しよ籍せきに触ふれたのは『学校』にやって来て初めてだった。

　同じ情報のはずなのに、端末と紙とでは読み味が違った。昔読んだはずの作品も、何な故ぜか初めて読んだような感動が湧き上がる。それが楽しくて、僕は学校に来てから図書室に入いり浸びたっていた。

「……図書室、ね」

　何故か、メグミはムッと唇を突つき出した。

「？　どうかした？」

「随ずい分ぶんと図書室にご執しゆう心しんね？　まさかお気に入りの生徒と密会なんてしてないわよね？」

「まさか」

　可愛らしい嫉妬をするメグミに、僕はくすりと失しつ笑しようしてしまった。

「そんな事ありえないよ」

「……本当に？」

「僕の彼かの女じよはメグミだもの。そんなことありえないよ」

「……なら、証明してくれる？」

「どうやって？」

「……偶たまにはわたしに付き合ってよ」

　メグミは、体育の担当教師だけあって『学校』の運動施し設せつを借りて筋トレに打ち込むのが休日の過ごし方だ。僕とは正反対だが、おかげで彼女の身体は水泳の授業で確かく認にんした通りしなやかな美しさを保っている。

「もう付き合ってるじゃない？」

「違うわよ！　そうじゃなくて……わたしと一緒に過ごしましょう、って言ってるの」

「それって、僕も筋トレに付き合えってこと？」

　身体を動かすのは嫌いではないが、根がインドアなせいだろうか。声にいささか不満な響ひびきが混じってしまった。

　メグミは、あまり気乗りのしない僕からこそっと視線をそらし、両手の指をもじもじさせながらぼそぼそっと、

「……水着、見せてあげるって言ってるの……」

　と、言った。

「うん、分かった。付き合うよ」

　即そく答とうした。

　気き恥はずかしげな恋人の決心を裏切るなんて出来る訳がない。

　僕だって、見れるもんならメグミの水着姿を舐なめ回まわすように眺めていたいのだ。

「いや、そんなにじっと見られるのはちょっと……」

　おっと、本音が思わず声に出ていたらしい。

　だが、構わない。『沈ちん黙もくは金』と云いうが、僕は言葉を惜おしまない主義なのだ。

「なんなら、ついでに舐めてもいい？」

「いいワケないでしょ!?」

　すぱんと頭を叩たたかれた。

「とにかく、明日の午前九時にプールに集合よ!?　待ってるからね!?」

　僕が頭を押さえて俯いている隙すきに、メグミは集合時間を告げて逃にげるように僕の部屋を飛び出していった。去り際ぎわの横顔をちらりと確認できたが、熟れすぎたリンゴも呆あきれるくらい顔中真まっ赤かっ赤かだった。

「……可愛いなぁ」

　メグミの外見と裏腹に初心うぶな反応にお腹なかいっぱいになりつつも、僕は明日はどうからかおうかと、ひとり胸をワクワクさせていた。
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　休日の朝。

　昨日の夜は変な夢は見なかった。

　目を覚ましても、胸の上に淫いん乱らんピンクが乗っかってもいなかった。

　幸さい先さきの良い起き床しように気分を良くしながら朝食を摂とり、意い気き揚よう々ようと『学校』のプールへ向かう。まだ時間はあるがせっかくのデートだ。遅れるなんてあってはならないことだ。

　体育館までの途と中ちゆう、何人かの生徒たちと顔を合わせた。

　学がく生せい寮りようは校舎を挟はさんで職しよく員いん寮りようと反対側にあるのだが、生徒たちも休日の過ごし方は悩みどころのひとつだ。結局はお喋しやべりのため、授業もないのに制服姿で校舎にやってきて、顔なじみが集まって駄だ弁べるという選せん択たくに落ち着く。

　僕が顔を合わせたのはそういう生徒たちだ。挨あい拶さつを交かわした女子生徒の集団は、些さ細さいな話題で遠慮なしに大口を開けて姦かしましく笑っていた。まるで暇を持て余した奥おく様さま連中だ。ほとんど固定されたメンバーでお喋りすれば無理からぬ話かも知れないが、もう少し慎つつしみとか華はなやかさを保てないものだろうか。

　体育館に近づくと、こそこそと身を隠しながら進んだ。疚やましいことは何もないがそこはそれ。まだおおっぴらに知られていない恋人とのデートに堂々と胸を張れるほど割り切ってもいないのだ。

　誰にも会うことなく無事にエレベータに乗って地下へ向かう。プールのある地下一階で降りて更衣室へ向かう。水着はすでに服の下に着用済みだ。タオルなどは更衣室で自由に使えるから、散歩に出た風を装よそおって手ぶらでやってこれた。

　時間を確認すると、まだ四十分近くも時間があった。先にプールでひと泳ぎしようと、更衣室のドアを開くと、

「へ――」

「あ――」

　顔を合わせたメグミと間ま抜ぬけな声を漏もらし合った。

　しかもお約束と云うべきか、メグミは水着に着替え中だった。

　すでに下着姿で、その下着もブラのホックを今まさに外した瞬しゆん間かんだった。スポーツブラとばかり思っていたメグミだったが、水色でフリルも付いた可愛らしいものだった。

　思わす、後ろに回した手を離してしまったのだろう。

　形の良い二つの膨らみが瑞みず々みずしく弾はずむ。

「……おっぱいって本当に弾むんだね」

「ばかぁぁあああああっ！」

　羞しゆう恥ち心しんが振ふり切きれたか、メグミは手近に落ちていた服を僕に投げつけてきた。おまけに混乱のあまりか、肩に引っかかっていたブラまで投げてきた。

「っ！　きゃあああああああっ！」

　僕の頭にブラが引っかかったのを見て、メグミは剥むき出だしになった胸を抑おさえて蹲うずくまった。

　投げ付けられた服とブラをまとめて抱かかえ上あげ、僕はメグミに近寄った。

「はい、服」

「はい、じゃないわよ！」

　蹲ったままのメグミは、涙なみ目だめになって僕を睨にらみ上げてきた。強気そうな外見の彼女の弱々しい姿に、僕の中の悪戯いたずら心ごころが騒ぎ出す。

「別にいいじゃない？　僕らは恋人でしょ？」

「こ、こういうのはお互いの両親に挨拶してからって……」

　泣き言というか恨うらみ言ごとというか、ともかく弱々しく反論するメグミ。可愛らしいパンツ一枚で小さく震ふるえながら縮こまる様は、なんだかハムスターでも愛めでるような気分にさせられる。鼠ねずみを前にした猫ねこや蛇へびが舌舐めずりする気分が分かった気がした。

「プラトニックなお付き合いに異存はないけど……プラトンにはアルカエナッサって愛人がいたらしいんだよね」

「全然プラトニックじゃないじゃないプラトンっ!?」

「おまけにアルカエナッサは『ヘタイラ』って呼ばれる高級娼しよう婦ふだったらしいよ」

「プラトニックってなんだっけ!?」

「まぁ、プラトン先生がプラトニック・ラブを貫つらぬいてたわけじゃないし……ちなみにプラトニック・ラブの究極型は同性愛で、それも少年への愛情っていうホモとショタのダブルコンボなんだよね」

「こじらせ過ぎじゃないギリシャ人!?」

「だから僕がメグミの裸はだかをガン見しちゃうのも仕方がないよ。プラトン先生だって男であることからは逃げられなかったんだから仕方ない」

「仕方ないで済まさないで欲ほしいんだけど!?」

　涙目というより泣き出す寸前にまで涙が溢あふれてきたので、さすがにそろそろ退ひき時どきだ。僕はメグミに背を向けた。

「分かったよ。それじゃあ後ろを向いてるから、その間に着き替がえて」

「う、うん……」

　躊躇ためらいがちに返事をしたメグミが立ち上がった気配を背中に感じる。もう少し角度が良ければ更こう衣い室しつの姿見で観察できたのだが……僕もそれなりに冷静でなかったみたいだ。

　それから数分ほど衣きぬ擦ずれの音をオカズに想像を逞たくましくしていると、メグミがおずおずと声を掛かけてきた。

「……もう、いいわよ……」

　振り向くと、水着姿のメグミが立っていた。

　けれど彼女は想像していた競泳水着ではなく、僕が初めて見る白いビキニ姿だった。

「な、なによぅ……」

　僕がまじまじと見入っていると、メグミは居心地悪そうに肩を縮めた。

「いや、競泳水着じゃないんだな、って」

「……デートに競泳水着を着るほど、空気読めなくないわよ」

　まだ着慣れていないのか、水着の位置を指先で整えながらメグミが顔を赤らめて言う。

「……それとも、競泳水着の方が好きなの？」

「ううん。ビキニも大好物だよ」

　水着に貴き賎せんはない。

　競泳水着は流れるようなデザインがスタイリッシュさとしなやかさを感じさせ、着衣と肉体両方の機能美が溶とけ合あった美しさを感じさせる。

　対してビキニは、機能美があるとは言いい難がたいが、女性の魅み力りよくを引き出す点において最良の選択だと思う。そう、水着というのは女性を飾るのではなく、女性の魅力を引き出すガジェットであるべきだ。

　大だい胆たんに肌を露ろ出しゆつするビキニは、兎とにも角かくにも素材次し第だいだ。それを考えれば、メグミのビキニ姿ははっとするほど美しい。さらに言えば、ビキニで映はえるのはわずかに持ち上げられて強調された胸よりも、矢や張はり剥き出しになった腰こし回まわりだろう。均整の取れたメグミのヘソ周りの筋肉はほどよく引ひき締しまりつつも、わずかに食い込んだビキニのパンツ部分が柔らかさを伝えている。思わず、撫なでたくなる流りゆう麗れいさだ。

「ちょ、ちょっと！　あんまりじろじろ見ないで！」

　あまりにも凝ぎよう視ししすぎたのか、メグミはお腹を手で隠してしまった。

「ごめんごめん」

　僕は愛あい想そ笑わらいで誤ご魔ま化かした。これで「触さわっていい？」なんて訊いたら泣き出すか、また叩かれてしまうだろう。言葉は惜しまない主義だが、言わない方がいい言葉を垂れ流すほど脳内校正が緩ゆるいわけではない。

「カザネって、見た目は真ま面じ目めな優やさお男とこ風なのに……」

「なのに？」

「性格が図太くてその上意地悪よね。雰囲気は文学青年なのに、見た目詐さ欺ぎよ」

「そんな事言ったらメグミだって」

「……なによ？」

「見た目は強気で勝ち気なスポーツ少女だけど」

「……だけど？」

「中身は文学少女もびっくりな初心で恥はずかしがり屋や。これも見た目詐欺じゃない？」

「ご不満でも？」

「まさか」

　それこそまさかだ。

「僕は満足だよ。面おも白しろいし楽しいし」

「それは結構なことで……」

「メグミの方は？　何かご不満でも？」

「…………不満ばっかりだけど、しょうがないわよね。彼氏には弱いわ」

　メグミは諦あきらめたように苦笑して肩を竦すくめた。

「それじゃあ、そろそろプールに行きましょうか？」

「うん、そうしよう――」

　僕も服を脱ぬいでプールへ向かおうとしたその時、

「おニューの水着楽しみぃ～」

「なんであなたの水着の披ひ露ろうにわたくしが付き合わないといけないのです？」

「だってだって、先生ぇが見つからなかったんだもん。一人じゃ寂しいしぃ」

「はぁ……それで四十田さんも引っ張り込まれましたか」

「否定、ユキは芳かんばしいフラグのニオイを感じ取った」

「いったいどんなニオイですか……」

　と、更衣室のドアの向こうから姦しい声がどんどん近づいて来た。

　僕とメグミは無言で一いつ瞬しゆんだけ見つめ合うと、慌ただしくも静かに着き替がえを回収し、ロッカーのひとつに飛び込んだ。

「……って、なんで同じロッカーに……」

「……は、反射的に……」

　二人きりで更衣室にいるのを見られるのは拙まずいと隠れるところまではアイコンタクトしあったが、まさか同じロッカーに隠れるというのは想定外だ。

　学舎の更衣室と言えばこれ、というようなスチールロッカーの中は当然狭せま苦くるしく、僕とメグミはかつてないほどの密着状態になっていた。おかげでメグミの体温がどんどん上がってゆくのを肌で感じられる。

　戸と惑まどっている内に、更衣室のドアが開いて三人の女子生徒が乱入してきた。

「さすがにあたしたちだけみたいだね～」

「変ね？　上のトレーニングルームで七堂先生を見なかったから、てっきり今日はプールで泳いでいるのかと思ったのだけど……」

「さすがの七堂先生も、毎週毎週トレーニングはしてないでしょ～」

「嗅きゆう覚かく、が疼きます」

「四十田さんは何を言ってるのやら……」

　ロッカーの僅わずかな隙すき間まから覗のぞくと、入って来た女子生徒は僕のクラスの三十刈アイラ、五十嵐ヒビキ、四十田ユキの問題児三人組だった。

　能天気な三十刈に生き真ま面じ目めな五十嵐が突っ込んでいる横で、四十田が可愛らしい鼻を兎みたいにぴくぴくさせていた。

「むむ……今まさにフラグが立ち上がっているニオイが……」

「勃ち上がるって、それってもしかしてイカ臭くさかったりする～？」

「少しは慎みなさい！」

　直球よりもヤらしい言い回しをする三十刈のピンク頭を叩く五十嵐。いいぞもっとやれと委員長キャラな彼女にエールを送った。

　しかし、四十田は妙みように勘かんがいい。何か特とく殊しゆなセンサーでも備わっているのだろうか？

　水着を着ているとは言え、ロッカーの中で半はん裸らで抱だき合あっている僕とメグミは、確かに四十田の大好きなお約束フラグが立ち上がっている真っ最中だ。

「…………」

　メグミが涙目で僕を見上げる。胸が潰れんばかりに押おし付つけた密着状態が恥ずかしくてしょうがないのだろう。速まってゆく鼓こ動どうが柔やわらかで豊かな膨ふくらみ越ごしにもしっかりと伝わってくる。

　かといって、見つめられてもしょうがない。今の僕に出来るのは鉄の心で微び動どうだにしない事だ。なにしろ動けば、彼女の足の間に挟まった僕の右足が、意図ならずも彼女の敏びん感かんな部分を刺し激げきすることになってしまう。

「ほら、さっさと着替えますよ！　その為ために来たのでしょうが」

「はいはい。もう、ヒビキちゃんはお休みの日まで真面目さんなんだから～」

「変化、は眼鏡めがねだけ……」

「休日なのだから休日仕様の眼鏡なのは当たり前です」

　五十嵐が制服を脱ぎながらキラリと眼鏡を輝かがやかす。確かに、授業日によく見る金属フレームではなく、色の付いたセルフレームの眼鏡を掛けている。

「あ、それっておニューの眼鏡じゃない？」

「分かりますか？　最近手に入れたブランドのレプリカなんですが、再現度は本物です。みてください、このなめらかなリムのシルエットを。人間工学に寄より添そいながらも温ぬくもりのあるデザインは、リラックスした休日に相応ふさわしい柔やわらかさを感じさせます」

「うわっ、ヒビキちゃんの眼鏡オタクのスイッチが……」

「コレクターと言って下さい」

　中指で眼鏡を押し上げながら微ほほ笑えむ五十嵐。生真面目な委員長キャラとばかり思っていたら、眼鏡コレクターなんて趣味があったとは。

　生徒の知られざる一面に感心していると、いよいよ彼女たちが本格的に脱ぎ始めた。ちょうど隠れているのと反対側のロッカーを使っているので、着替えの一部始終を目まの当あたりにすることになってしまう。

「…………」

　涙目だったメグミの瞳が徐じよ々じよに険しくなってゆく。

　僕とて女子生徒の着替えをロッカーから覗くなんて、普ふ通つうの教師なら一発で免めん職しよくの上に裁判沙ざ汰たな状じよう況きようには忸じく怩じたる思いを抱いているのだ。だから、そう睨まないで欲しい。これはあくまで不ふ可か抗こう力りよく。僕とメグミの関係を隠す為の止やむを得えない措そ置ちなのだ。

「うわぁ……ヒビキちゃんって改めて見ると、意外に着き痩やせするタイプだよねぇ」

　……あくまで不可抗力だ。

　自分で淫乱ピンクなどと言い出す三十刈は、案の定頭の悪そうな水着を着ていた。ほとんど紐ひもみたいな極小ビキニだ。なんというか、女性の肉体に対する冒ぼう涜とくなのではないかとさえ感じる露ろ骨こつなデザインである。隠すのでも飾かざるのでもなく身体を締め付けるだけの紐っきれにゲンナリしてしまう。

　五十嵐はと言うと、流石さすがに空気を読んだのか、授業に使う競泳水着ではなく、華やかなタンキニ水着だった。昨日の競泳水着姿のときはすらっとして細身なイメージだったが、こうしてみると意外に胸むな元もとにボリュームがある。なんというか、程ほどよい大きさというか、着るものを選ばない体型だ。

「その、ちょうど手に収まる感じの大きさが実にそそられるよねぇ」

　ニギニギさせて両手を伸ばす三十刈だが、当然ながら生真面目な五十嵐が黙だまっているはずはなく、かなりいい音のする一いち撃げきをお花畑な頭ず蓋がいへ叩き込んだ。

「あみゃっ!?」

「あなたはそのみっともないものを無ぶ遠えん慮りよに揺ゆらさないでください！　なんですか、その紐は！　しかもなんですかそのスリットは!?」

「これ？　これはもちろん本番の為の――」

「慎めピンク頭！」

　五十嵐はとうとう掌てのひらではなくて拳こぶしを振るい始めた。拳がイイ音でヒットするその度に三十刈の無む駄だに大きな胸がたぷんたぷんと揺れる。

「やめてヒビキちゃん！　六方先生に見せる前に見えちゃうから!?」

「見せる見せないって問題じゃありません！　だいたい隠す気ゼロの紐で何を言ってるんですか!?」

「……っ」

　三十刈の頭の悪いセリフに溜ため息いきが漏れそうなのを我が慢まんしていると、触れたら切れそうなほど急角度に眦まなじりを吊つり上げたメグミが僕の背中をぎゅうっと抓つねり上げた。バレたらどうするんだと眼で訴うつたえるが、彼女はますます力を入れて僕の背の肉を抓り上げる。

「っ……！」

「きゅぴーん、です」

　淫乱ピンクと生真面目委員長をぼんやり眺ながめていた四十田がぐるりとこちらを向く。

　お約束マニアらしいというか、四十田の水着は定番のスクール水着だった。おまけに胸の名札はひらがなだ。しかしながら小こ柄がらで華きや奢しやな四十田が着ると、専用のスチール絵が用意されそうなほど似合っていた。

　四十田はすんすんと可愛らしく鼻を鳴らしながらふらふらと歩き、僕とメグミが隠れているロッカーの前までやってくる。

「…………」

「…………」

　僕は必死で息を止めた。

　メグミもさすがに僕への不満表明を取り止めて気配を押し殺した。

　いろいろな意味で、この状態の僕らが発見されるのはヤバイ。とてもヤバイ。

　この時、僕とメグミの心は二ヶか月げつ前に出会ってからもっともシンクロしていたと思う。僕らは二人とも無宗教の無神論者だが、必死に心の中で神に祈いのっていた。

　お願いだから見つからないでくれ、と。

「……臭におう、です」

　四十田がゆっくりと、僕らが隠れるロッカーの取っ手へ手を伸ばした。

　僕とメグミは声ならぬ絶望の溜め息を同時に漏らした。

「なにやってるの、ユキちゃん？　プールへ行こう」

　小柄な四十田を、三十刈が背後から抱き締めた。ほとんど隠せていない剥き出し同然の膨らみに四十田の頭が挟み込まれる。

「……凶きよう器き、です」

「おっぱいは女の武器なんだから凶器に決まってるじゃない～？」

「いつまでもバカ言ってないで！　さっさと行きますよ」

　眼鏡の位置を直しながら五十嵐が急せかす。三十刈は四十田の頭を胸の中に埋うめながら引き摺ずり、三人は更衣室から出ていった。

「…………」

「…………」

　僕とメグミはしばらく無言だったが、たっぷり五分は経たってから、どちらからともなくロッカーから抜ぬけ出した。

　少し離れた位置で、メグミは僕をじっと睨んだ。

「……メグミ？」

「…………知らない！」

　べっと舌を出し、メグミは肩を怒いからせて更衣室を出ていった。

　三十刈たちに目移りしたと思われたのだろうか？　明らかな好意を向けられる三十刈に対しては、あからさま過ぎてまったく眼中にないのだが。

　とはいえ、気きじ丈ようで強気そうに見えて存外に甘あまえたがりなメグミだ。僕が三十刈たちから好意を向けられるのに可愛らしい嫉しつ妬とを覚えるのも仕方がないかもしれない。

「……時間を置いて、甘えさせてあげないとな」

　追いかけても逃げるだけだろう。気丈で強気そうだが甘えたがり……猫と同じだ。追いかけても逃げるだけなので、あちらから近寄ってくるまで待たないといけない。

　僕は着替えなおして更衣室を出た。

　エレベーターで地上階に戻もどり、さてどうしようかと途と方ほうに暮れる。今日はずっとメグミに付き合う予定だったから、彼女に逃げられてしまうと時間がぽっかりと空いてしまう。

「……しょうがない。適当にぶらつくか」

　僕は目的地も定めずぶらつき始めた。駄弁っている生徒たちの挨拶へ適当に返事しながら歩いていると、校舎から良いにおいが漂ただよってきた。

「四辻先生か……」

　四辻先生がいるだろう調理室へと向かうことにする。

　校舎の中もやっぱり教室や廊ろう下かで生徒たちがお喋りしたりゲームに興じたりしていて、休日なのに休日という気がしない。私服の僕の方が異分子な気分だ。

　ちょっとした居い心ごこ地ちの悪さを感じながら調理室に向かうと、四辻先生が数人の生徒たちとお菓子作りに励はげんでいた。白い調理服にエプロン、白い帽ぼう子しと、これぞパティシエという格好の四辻先生は、格好だけでなくて動きも玄人くろうとな滑なめらかさを見せていた。こっちのボウルをかき回したらあっちのオーブンの中を覗いてと、素人しろうと目めにも迷いや躊ちゆう躇ちよが見当たらないスムーズな作業だった。

　手伝う生徒たちにも細かく指導していて、この人は歴史じゃなくて家庭科の先生の方が合っているんじゃないかと思った。

「お？　どうしたんだ、カザネ？」

「六方です」

「休みの日まで野や暮ぼ言うなよ」

　四辻先生はひょいと肩かたを竦めた。改める気はまったくなさそうだ。

「んで、本の虫のお前が今日はどうした？」

「ちょっと手て持もち無ぶ沙さ汰ただったので、散歩がてらに様子を見に来ました？」

「ふぅん？」

　片かた眉まゆを器用に跳はね上げて僕をじろじろ見回す四辻先生だが、飽あきたのかどうでも良かったのか、すぐに興味を失って作業へ戻った。

「ま、せっかく来たんなら茶の一いつ杯ばいでも出してやりたいが、いまから手を離はなせなくなるからな。一時間くらいしたらまた来いよ。焼き立てのケーキを振ふる舞まってやるから」

「何か手伝いましょうか？」

「いらんいらん。俺おれのハーレムに野や郎ろうを入れる気はない」

　よくよく見ると、彼かれと一いつ緒しよにお菓子作りをしているのはみんな女子生徒だ。しかもみんな、エプロンを押し上げるくらい大きな胸をしている。

「……差別は良くないんじゃないですか？」

「休日まで品行方正な先生なんてやってられるか。ほれ、さっさと行け」

　四辻先生はしっしと手を振って僕ぼくを追おい払はらいにかかった。

　僕は肩を竦め、四辻先生のハーレムと化した調理室を後にした。

「一時間、か……」

　時間を潰つぶすには中ちゆう途と半はん端ぱな時間だ。寮りようの自室まで戻るのは面めん倒どうだし、かと言って校舎の中をウロウロするだけでは持て余す長さだ。

「……図書室に行くか」

　結局、いつも通りに図書室に向かう。

『学校』の図書室は校舎の四階の隅すみにある。近づくに連れてどんどん静かになってゆく。やっぱり端末のお手軽さの為か、生徒も教師も紙媒体には興味がないようだった。

　図書室と書かれたプレートの下にやって来ると、まるで人の絶えた異世界に踏ふみ込んだみたいだった。引き戸を開ける音がやけに耳につく。

　何事も形から入る『学校』だけに、この図書室も『これぞ学校の図書室』という感じで、しっかりした貸出カウンターに、広めの自習スペースが用意されている。

　そして、ずらりと並んだ木製の本ほん棚だな。スチール製ではないのがこだわりを感じさせる。

　紙媒体の保存のためだろう、空調が適度に効いていて快適だ。

「さて、何を読むか……」

　読むべき本を探して本棚の間を回遊する。

　セピア色めいた風景とインクの香かおりを楽しんでいると、ふいに鮮あざやかな色がひょいと現れる。艶あでやかな黒と淡あわい白の、とても鮮やかなモノクローム。

　図書室の一番奥おく、本棚の間に、彼女は居た。

　どこからか持ってきた椅い子すに腰こし掛かけ、長い黒くろ髪かみを肩からさらりと流し、陶とう製せい人形のような硬こう質しつな美び貌ぼうを膝ひざの上の本へ注いでいる。

　僕の担任クラスの生徒の、百合原ハルカだった。

「……こんにちは、百合原」

　声をかけると、彼女はゆっくりと顔を上げた。

　相変わらず感情の読めない――いや、感情の無い顔だ。際きわ立だって整っているだけに、感情の無さが悪目立ちしてしまっている。

　僕を見返す瞳ひとみも、興味や疑問が欠片かけらも感じられない。まるで風景の一部、雲や石ころでも眺めるかのような平静ぶりだった。

「……こんにちは」

　素っ気なさすぎて嘆たん息そくすら出来ない挨拶が返ってくる。しかも、相変わらず表情が動かない。表情筋と呼ばれるものが目元と口元にしか存在しないかのようだ。出来の良い仮面を被かぶった、出来の拙いロボットを相手にしている気分だった。

　小さな声で義務めいた挨拶をして、百合原はすぐに視線を本へ戻した。僕への興味など欠片も感じられない。いや、普ふ段だんの様子からして、周囲に何の興味もないのだろう。

「……いつも通りか」

　僕は本選びを再開し、離れた位置で適当な本を選んで捲めくり始めた。

　やがて一時間ほど時間を潰し終えて本を戻して図書室を出る間ま際ぎわ、ちらりと百合原に目をやったが、彼女は最初に見た時と同じ姿勢で本を捲っていた。

「…………」

　長い黒髪に整った美貌、孤こ独どくのみを友として黙もく々もくと本を読よみ耽ふける。それもわざわざ時代遅おくれの紙媒体を。

　百合原ハルカはまさに『無口でミステリアスな美少女』を体現するような存在だが、いざ目の前にそんな人物が存在していると、相対する方としては戸惑うばかりだ。物語の主人公たちは、どうやってこんな取っ掛かりのない少女たちと仲良くなれるのだろうか？

　最初の頃ころこそ数少ない図書室利用者として仲良くなろうとしたが、あまりの反応の希き薄はくさに、もはや僕にとっての百合原ハルカは置物オブジエクトか人形マネキンと同義語になりつつある。

　彼女も邪じや魔まされたくないだろうし、もう最初の挨拶も必要ないかもしれない。

　僕はさよならの挨拶を省いて図書室から調理室へ向かった。

　四辻先生のお菓子は美味おいしかった。

　ちなみにメグミとはその夜に仲直りした。次の休日は今度こそ二人きりでプールでデートしようと約束して、僕の休日は幕を下ろした。
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「人々に受け入れられる物語の大事な要素が『分かり易やすさ』ではあるが――」

　今日も今日とて、僕は人間論の授業を行っていた。

　メグミは僕のことを『文学少年詐欺』だなどと言っていたが、僕が『学校』で文学系の授業を行うのは、一応これでも由ゆい緒しよ正しい文学少年だったからだ。授業は難しいが、同時にやり甲が斐いがあるのも事実だ。

「しかし、分かり易さは率そつ直ちよくさを意味しない。文学とは、一言で済む結論を数ページ、あるいは数百ページ使って伝える回り道のことだからだ」

　そう言って言葉を区切ると、さっと手が挙がる。質しつ問もん魔まの千石だ。

「先生は人に受け入れやすい文学作品は分かりやすい作品であるとおっしゃいました。ですが今の説明を聞くに、文学とは婉えん曲きよくな表現が前提のように思われます。これは矛む盾じゆんではありませんか？」

「まったくもってその通りだけど、およそ文学はその矛盾の上に成り立っているんだ」

　千石の質問に苦く笑しようする。彼の淡たん々たんとした声こわ音ねで質問されると、文学というものがいかにも馬ば鹿か馬ば鹿かしい行いに思えるから不思議だ。

「――文学は一いつ般ぱん的てきに『言語表現による芸術作品』とされている。文学や彫ちよう刻こく、絵画の別なく、芸術の目的とは突つき詰つめれば『人を感動させること』だ。では、人を感動させるのに最も重要で、最も基本的な要素は何か分かるか？」

　逆に千石に問い返すと、彼は難しい顔で首を傾かしげて、

「……感動、という言葉の定義が曖あい昧まいです」

　と言った。

　教室を見回すと、二名の例外を除いて、生徒たちは『感動』にピンと来ないようだった。

　……ちなみに例外の二名とは、ずっと窓の外を眺めてる百合原と、なんにも考えてなさそうなヘラヘラ笑いを浮うかべてる三十刈だ。

「――感動については、こんな言葉が遺のこっている。曰いわく、『花と面白きとめずらしきと、これ三つは同じ心なり』」

　能の創始者とされる世ぜ阿あ弥みの残した言葉だ。

「ようするに、『感動とは珍めずらしさのことである』という意味だ」

　すさまじく噛かみ砕くだいた意訳を告げると、生徒たちが顔中に疑ぎ問もん符ふを浮かべた。

「この『めずらしき』が意味するのは、感動させる情報には意表をつく変化が含ふくまれているということだ。静から動へ、動から静へと変化する――『物語性ストーリーテリング』が付加されていること。この『物語性』の有う無むが、ただの言語の連なりを、感動する文学作品と、味気ない報告書とで分かつもっとも基本的な要素だ。美しい絵画も、その絵の中に物語を感じさせる一場面であったり、もしくはその絵画の背景に物語があると、人はより強く感動する。極論すれば、芸術の本質は〝感動する物語を演出する〟ことと言っていいだろう」

「なぜ、人間は『物語性』のある情報に感動するのでしょうか？」

　さらに千石が質問する。

「……感動についての脳内メカニズムは、生態学の九条先生に聞くのが一番だけど……これから話すのはあくまで私見ということを踏まえて聞いて欲しい」

　僕は念ねんの為に前置きしてから話をはじめた。

「人間が『物語性』のある情報を好むのは、精神的なものよりは構造的な原因だと思う」

「構造的？」

「脳の、ね。君たちは記き憶おくについてはもう習った？　潜せん在ざい記き憶おくは抜いて、顕けん在ざい記き憶おくについて」

「意味記憶とエピソード記憶ですね。九条先生に習いました」

　人間の顕在記憶は、意味記憶とエピソード記憶に分けられる。

　意味記憶は簡単に云いえば『知識』だ。ペンを見て「これはペンである」と認にん識しきし関連付ける為の記憶だ。

　エピソード記憶は、『経験』そのものと言ってもいい。ペンを使って何を書いてきたか、その結果どうなったのかという一連の〝物語〟である。

「エピソード記憶は海馬に保持されるが、その形成には前頭前皮質が関かかわっている。前頭前皮質は性格といった人間の『個性』に関する機能を担になっている部位だ。そして、この前頭前皮質が傷付いた人間は、記憶を順序立てて整理することが出来なくなる。経験を上手く引き出すことが出来なくなるわけだ。こうなった人間は性格も豹ひよう変へんしてしまう。つまり、個性が変質してしまうんだ」

　エピソード記憶――経験を引き出せなくなった人間は個性が変質し破は綻たんする。人間のパーソナリティが経験によって担保されている証明のひとつと云える。

「だから、人間は『高度なエピソード記憶能力を持った結果として個性を獲かく得とくした』とする説がある。人間の脳はエピソード記憶を強化する方向性で進化してきたと。目の前の肉を『餌えさ』と認識するのではなく、『誰だれ々だれと食べたステーキは美味しかった』と、余計とも思える細かなエピソード記憶を長く保持するべく進化してきた」

「それは、ただの結果論では？」

「進化はすべて結果論だよ。大事なのは『エピソード記憶を強化する』という方向性で脳を進化させてきた霊れい長ちよう類るいの生き残りが人間ホモ・サピエンスではないのか？　ということだ」

「……先生は、人間の脳は進化の方向性としてエピソード記憶を――『物語』を求めていると、そう仰おつしやりたいのですか？」

「あくまで私見で根こん拠きよはないけどね。けど、人間の脳が他の動物に比べて高い計算力と予測力を持てたのは、経験を事細かに整理して蓄ちく積せき出来るようになったからだ。よく『人間の感情は不合理だ』といわれるけど、感情と結び付いた経験はより強く記憶に刻まれることが知られている。不合理な人間の感情も、記憶をより強く保持する為に必要だったというのなら、決して不合理ばかりではないんじゃないかな？」

『…………』

　千石を含めた生徒たちが、難しい顔で首を右に左にと捻ひねっている。

　……無論、二名の例外は除く。

「いずれにせよ、人間が物語性のある情報に親和性が高いのは、脳が物語に慣れているから、くらいに考えてくれればいいよ」

　脇わきに逸それがちな私見を強ごう引いんにまとめ、千石を座すわらせて授業を続ける。

「さて――物語性を与あたえられた文学という言語情報は、主題や結論が散在したり先延ばしにされたりする。一方で、人間は分かりやすい物語を好む。しかし分かりやす過ぎる物語は物語性が薄うすまり印象に残らない。物語性を保持しつつ、いかに難解さを薄めるか――この〝分かりやすさの配分〟という要素が、表現者にとって最大の問題と言っていい」

　この分かりやすさというやつも、読者の年代や時代背景で様変わりして一定ではないが、であるからこそ表現者にとって一生の難問だ。

　ミステリーの流行はやり廃すたりなどは、その良い例ではなかろうか。難解極きわまる新本格と呼ばれたミステリーが流行る時もあれば、謎なぞらしい謎がないライトでポップななんちゃってミステリーが流行る時もある。

「高度な物語性を維い持じしつつ、如い何かに分かりやすい内容にするか……その時代ごとに表現者は頭を絞しぼってきたが、その中でも定石と言っていい技法が、主題に即そくした『題材モチーフ』を用意するやり方だ」

　タブレットを操作する。黒板スクリーンに色とりどり様々な種類の花が映し出された。

「モチーフに使われるのに一番多い例が、花を中心とした植物だ。多少の差異はあるが、『花言葉』はあらゆる文ぶん明めい圏けんで発明されている。鉱石に対応した『宝石言葉』もあるが、やはり手軽さと身近さから花をモチーフにする文学は圧あつ倒とう的てきに多い。例えば……」

　黒板でスクロールする映像から、薔薇ばらの映像を選んで大きく映し出した。

「薔薇は『花の女王』と呼ばれ、古くから美しさと高貴さの象しよう徴ちようとして扱あつかわれてきた。『綺き麗れいな薔薇には棘とげがある』という言い回しはあまりに多用されて聞かないことがないほどだ。一方で、美しい薔薇もいつか萎しおれると、諸行無常の例えに使われることもある。または、薔薇は花が萎れても花弁が落ちないので、美に固こ執しつしているなんて風に使われることもある。花は石と違ちがい変化する生き物だから、物語性を付加しやすくモチーフに最適だ」

　薔薇の映像を横に退けると、今度は桜の映像を大写しにする。

「モチーフにされる事が多い花の中でも、特に日本人に好まれたのが桜だ。古くは古事記の天孫降臨において、ニニギノミコトの妻となったコノハナサクヤヒメがずばり桜の神しん霊れいとされている。桜をモチーフに取り込んだ作品は文学作品のみならず、短歌や俳句、マンガやゲームと幅はばが広い。今後はこの桜を例にモチーフの使われ方を学んでいこうと思う」

　ちょうど言い切ったところでチャイムが鳴った。少しだけ脇わき道みちにそれたが予定通りに授業を終え、そこはかとない満足感を得る。

　片付けを始めると、背中に柔らかい感かん触しよくがむにゅりと押し付けられた。

「だーれだ？」

　背中から声が掛かるが、能天気な声を聞くまでもなく、背中に押し付けられる無駄に大きくて柔らかい物体を感じた時点で一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　振ふり返かえりざま、僕は固く握にぎりこんだ拳げん骨こつを背後へと振り下ろした。

「むにゃあっ!?」

　拳骨を受け、三十刈が頭を押さえて蹲うずくまる。相変わらずの石頭でひりひりする拳を振りながら、僕はじとりと彼かの女じよを見下ろした。

「……一体何のつもりだ？」

「それはこっちのセリフですよぅ」

　たんこぶも出来てないのに大げさに痛がる三十刈が、あざとい涙なみ目だめで文句を言う。

「六方先生に喜んでもらえるように、せっかくノーブラで抱き着いたのにぃ」

　三十刈が文句を言いながら立ち上がると、彼女の天使みたいな美貌の下にぶら下がる二つの膨らみが大きく揺れて存在を主張する。押し付けられた感触からしてもしかしてと思っていたが……

　僕は痛み始めた額を指先でぐりぐりと揉もみほぐした。

　なんで、こいつはいちいち下品なエロへ全力投球するのだろう。

「あ、そうか！　そういうことですね？」

　ポンと手を叩たたき、三十刈はにっこりと笑って頷うなずいた。

「ノーブラなんて生なま温ぬるいって言いたいんですね？　わかりました、先生！　どうせなら直に味わって――」

「何をやってるんですか!?」

　シャツのボタンに手を掛かけた三十刈を、風の様に走りこんできた五十嵐が思い切り引ひっ叩ぱたいた。

「にゅむにゃあっ!?」

「教室で何をやってるんですか!?　それもこんな明るいうちから！」

「ええ～？　そんなに明るくないよぉ？」

　叩かれた脳天を擦さすりながら、三十刈は窓の外を指差して五十嵐に抗こう弁べんする。残念ながら今日は曇くもり空ぞらで、明るい昼間と表現するにはいささか薄うす暗ぐらい。

　だがもちろん、真面目な委員長タイプの五十嵐が言いたかったのはそんな屁へ理り屈くつじゃない。案の定、彼女はさらに眦を吊り上げて三十刈を睨にらみ付けた。

「そういうことを言っているんじゃありません！　生徒が先生を誘ゆう惑わくするなど言語道断！　しかもノーブラなんて……服装規定に違い反はんしてるじゃないですか！」

「服装規定なんて、男女の法則の前には紙クズ同然だよぉ」

「男女云うん々ぬんがそもそも間ま違ちがってます！　六方先生も！　こんなお馬ば鹿かに擦すり寄よられて鼻の下を伸のばさないで下さい！」

「えー……」

　こっちを向いた五十嵐の舌ぜつ鋒ぽうに、僕は顔いっぱいに遺い憾かんの意を浮かべて抗こう議ぎした。

「鼻の下なんて伸ばしてないよ……あんまり嬉うれしくもないし」

「嘘うそをおっしゃらないで下さい！　なら何で三十刈さんの好きにさせているんですか!?」

「いや、好きになんてさせてないけど……」

　どれだけ注意しようが、三十刈がクマムシ並のしぶとさを発揮して群がってくるだけだ。僕の責任にされても困ってしまう。

　五十嵐はなおもガミガミと僕にあれこれと文句を言い、どっちが教師でどっちが生徒か分からない有様だったが、

「もう、ヒビキちゃんたらぁ。先生が好きなのにそんな口くち煩うるさくしたら嫌きらわれちゃうわよ？」

「なっ……ななっ、何を言うのっ？」

「あははー。ヒビキちゃんたら顔真っ赤ぁ」

「お黙りなさい！　べ、別にわたくしは六方先生のことなんて何とも思っていません！　こんな優ゆう柔じゆう不ふ断だんで教師らしくない殿との方がたなんて……」

「ヒビキちゃん――」

　真っ赤な顔で喚わめき立たてる五十嵐の肩を、いつになく真しん剣けんな顔の三十刈がぽんぽんと叩く。

「――ツンデレは拗こじらせると危険な病気なんだよ？」

「誰だれがツンデレですか!?」

　湯気を噴ふきそうな顔になった五十嵐は、三十刈の頬ほおを有無を言わさず引っ張った。可か憐れんな天使の美貌が間ま抜ぬけに歪ゆがむ。

「いひゃいいひゃい！」

「誰がツンデレですか誰が！　だいたい、ツンデレってなんですか？」

「ひひぎぢゃんだらヒビキちやんたら、いびぼばがんばいぼ意味も分からないひぼごっででゅののに怒つてるの？」

「わたくしはあなたと違ってオタク文化なんて知りません！」

　三十刈と五十嵐がぎゃあぎゃあと言いながら暴れ回る。教室の生徒たち――孤こ高こうの美少女を貫つらぬく百合原は別として――はまたかと言わんばかりの冷めた目で見守っている。二人を止めようとする者はまったくいなそうだ。

「おいおい、いい加減に……」

　仕方なく言い合う二人を止めようとしたが、何故か踏み出した足がつるりと滑すべって大きく仰のけ反ぞった。腕うでを振り回してバランスを戻そうとするが、そのまま後ろへと転んでしまう。

「いっ――」

「いたいです……」

「んんっ？」

　自分の呻うめき声ごえに重なるように小さな声が頭の上から聞こえる。なんなのかと確かく認にんしようとするが、何故か顔が布切れの中に埋うずまって視界が真っ暗だ。現状を確認しようと頭を動かすと、鼻先にぷにぷにと柔らかいものが擦れ、その度たびに頭上から「あっ……」だの「う、うぅん……」だのと艶なまめいた呻き声が漏もれ出した。

「…………」

　自分の体勢をようやく把は握あくして身体を持ち上げると、僕の目の前にあったのは白いパンツだった。

　……僕の顔が押し付けられていたからか？

　大事な部分を隠かくすための下着は、ぴったりと肌はだに食い込んで、下着の役目を放ほう棄きしていた。

「……先生、エッチ……」

　首を振って頭にかぶさったスカートを振り払うと、僕の下には妖よう精せいみたいに華奢な美少女の四十田ユキが仰あお向むけになっていた。淡く染まった彼女の頬のせいか、それとも潤うるんだ瞳のせいか、撚よれたスカートの端はしから除くパンツがやたらに扇せん情じよう的てきだった。

「……先生、だいたん……」

「…………」

　華奢な身体を恥はずかしげにくねらせる四十田に見とれていたが、ちらりと視線を足元に移すと、僕が足を滑らせた場所にはバナナの皮らしきものが転がっていた。いや、よくよくみると、バナナの皮を模したビニール製のオモチャのようだった。

「……何故、バナナ？」

「……バナナ、は外せません」

　僕の下に横たわる四十田が、自信ありげに小さな拳を握った。

「……ベタも過ぎるとギャグになるだけで、有あり難がたみがないな」

「……お約束、難しいです……」

　四十田は可愛かわいらしく小さな唇くちびるを突つき出して「むーん」と唸うなった。

「ふあぁーーーーっ！　ふぁいだひゃんじゅるり四十田ちやんズルいー!!」

「なにやってるんですか四十田さん!?」

　三十刈と五十嵐が大声を上げる。

　クラスメイトたちは百合原を除き、生暖かく僕らを眺めていた。

「――ほら、さっさと席に戻れ」

　パンパンと手を叩いて三十刈たちを席へ追い返す。

「この後用事があるから、さっさとホームルームを済ませるぞ」

　急ぎ足で帰りのホームルームを済ませると、僕は職員室に戻らずに最上階へと急いだ。理事長室のドアをノックすると、理事長の声がすぐに返ってくる。

「どうぞ、お入り下さい」

　僕が入室すると、すでに二階堂理事長は出で迎むかえの用意を終えていた。紅茶の注がれたカップがテーブルに並んでいる。

　理事長はいつもの余よ裕ゆうある微笑みで、僕にソファと紅茶を勧すすめた。

「急にお呼び立てして申し訳ありません」

「いえ」
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　相変わらずの美味おいしい紅茶で喉のどを潤うるおしながら、僕は理事長に質問した。

「それで、何の御ご用ようでしょうか？」

　今朝、放課後に顔を出すよう急に呼び出されたが、思い当たる節がない。知らないうちに問題を起こしていたんじゃないかと、実は内心ビクビクしていたりする。

「あまり畏かしこまらないで下さい。むしろワタシがお願いする立場なのですから」

「お願い……？」

「ええ」

　理事長はぱちんと指を鳴らした。

　ドアや窓からカチャリと音がした。部屋のスマートＡＩが理事長の動作に従って自動施せ錠じようしたのだ。

　理事長室が密室と化し、僕の緊きん張ちようがいやでも高まる。いったい、僕はどんな『お願い』をされるのだろう？

　乾かわいた喉を潤すために紅茶を流し込む僕に、理事長が困ったように眉まゆ根ねを寄せた。

「すみません、驚おどろかせてしまいましたね。ですが、それなりに重要な話ということは理解して頂けたと思います」

「……ええ、まぁ……」

　ごくりと唾つばを飲み、理事長の『お願い』に備えて姿勢を正す。

「――実は、六方先生に探して欲ほしいものがあるのです」

「探す……？」

「ええ。先生には〝人間〟を探し出して頂きたいのです」

「………………は？」

　不ぶ躾しつけにも、間抜けな声が漏れてしまった。

「…………ええと、それは……？」

　またしても、確認するものとは思えぬ間抜けな声が漏れ出た。

　だって、よりによって『人間を探せ』だなんて。

　理事長が言っているのは何かの暗あん喩ゆなのだろうか？

「…………」

　僕は空白になった脳みそに何とか活を入れて再起動させ、理事長に確認するための意味のある言葉を探した。

　冷めつつあった紅茶を飲み干して喉を潤し、しっかりと深呼吸する。

「……失礼しました、理事長。あなたの言う『人間を探せ』という言葉は、いったい何を意味しているのでしょうか？」
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「……失礼しました、理事長。あなたの言う『人間を探せ』という言葉は、いったい何を意味しているのでしょうか？」

　僕は、意味するところの不明な理事長の『お願い』の真意を問い返したが、残念ながら彼女の答えを聞くことは出来なかった。

　二に階かい堂どう理事長が唇を開いた瞬しゆん間かん、部屋のスピーカーからけたたましいアラームが鳴なり響ひびいたからだ。




　――ヴィ――ッ！　ヴィ――ッ！　ヴィ――ッ！




　聞く者に緊張と警けい戒かいを齎もたらさずにはいられない不ふ吉きつなアラームに、僕はビクリと身体を硬直させた。




　――ＰＯＭがフェーズⅣへ移行。総員、マニュアルに従って行動を開始せよ。繰くり返かえす。ＰＯＭがフェズⅣへ――




　緊きん迫ぱくした女性の声がスピーカーから漏れ出す。

　しかし、理事長は、まるで慣れ親しんだ夕方のチャイムでも耳にしたみたいに、当然のような顔で頷いた。

「ああ、そろそろかと思っていましたが……ちょっとタイミングが悪すぎましたね」

　理事長はスピーカーへ向けて苦笑したが、すぐに表情を引ひき締しめて僕へと視線を戻す。

「邪魔が入ってしまいました。申し訳ありませんが、話の続きは状じよう況きようが終しゆう了りようしてからにしましょう」

「は、はい……」

　スピーカーが告げた『状況』に顔を青くする僕に、理事長は元気付けるように微ほほ笑えむ。

「六ろつ方ぽう先生は初めてでしたか。びっくりしたでしょうが、心配いりません。日常いつものことですからね」

　そう言って、理事長は車くるま椅い子すを操あやつってドアへ向かう。すでに鍵かぎは解除したらしく、ドアは理事長が近づくと自動的に開いた。

　僕も慌あわてて彼女の後へ着いてゆく。

　エレベーターで一階へ降りると、その場に居る生徒たちが一いつ斉せいに理事長へ視線を向けた。

　硝子ガラス。

　水すい晶しよう。

　石英。

　まるで人形の視線だった。瞬まばたきひとつせず、揺ゆれもしない、無機的で温度の感じ取れない瞳。波は紋もんひとつない凪ないだ湖面を覗のぞき込むような、曰く形容しがたい不気味さが胸の奥に湧わき上がる。

　瞳だけではない。どの生徒の顔にも表情らしい表情は浮かんでおらず、プラスチック製の能面みたいにのっぺりしていた。表情が消えた途と端たん、彼らの整った容姿は型取りされた量産品じみた安っぽさすら感じさせる。

　人間味というものが綺麗さっぱり消きえ失うせた生徒たちに囲まれていると、冷ややかな不安が襲おそってくる。無人の人形屋や敷しきに置き去りにされたような……背筋がひやりとする心細さを感じずにはいられなかった。

「総員、対汚お染せん戦せん闘とう用意。レプリノイドは戦せん闘とう準備を整え、所定の配置に従いなさい」

　いつもの穏おだやかさとは打って変わった、命令し慣れていると感じさせる鋭するどい声。

　理事長の声が響くと、生徒たちは一斉に踵きびすを返し、規則正しい足取りで駆かけ出して行った。

「…………」

『さぁ、急ぎましょう』

　生徒たちの突とつ然ぜんの豹変に呆ぼう然ぜんとしていた僕を理事長が急せかす。僕は車椅子に乗った彼女の背を夢見心地で追い掛けた。

　いまだにアラームは鳴り続けている。それはまるで、居い心ごこ地ちの良い夢を駆く逐ちくする、無ぶ遠えん慮りよな目覚まし時計のようだった。







　校舎を出た理事長は真まっ直すぐ体育館へと向かった。エレーベーターへ乗り込むと、操作パネルの『非常時』の横の『戦闘時』のボタンを押おし込こむ。

　僕と理事長を乗せたエレベーターは固定された行き先階へ急速に降下していった。

「…………」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、六方先生」

　無言になる僕を、理事長が落ち着き払った微笑みで落ち着かせようとする。

「定期的な嫌いやがらせでしょうからすぐに終わりますよ。大丈夫、先生方は見ているだけで良いのですから」

「……はい」

　エレベーターが目的階に到とう着ちやくした。パネルには『ＣＩＣ』と表示されている。

　ドアが開くと、そこには赤い非常灯で照らされる長い廊下。どちらが促うながすでもなく、僕らは早足で廊下の先へと進む。

　廊下の先の厳重な鋼鉄の扉とびらに辿たどり着くと、理事長は僕を振り返った。

「六方先生が行って下さい。最初ですし、これから慣れて貰もらわねばなりませんからね」

「……はい」

　さっきから『はい』しか言ってないが、正直それ以外の言葉が出てこない。自分で思っている以上に緊張しているらしい。

　扉の横の認にん証しようパネルに掌てのひらを押し付け、さらに瞳どう孔こう認にん証しようのカメラを覗き込む。

「……六方カザネ」

　最後に音声確認をすると、小さな空気の抜ぬける音がして扉が開いた。

　扉の先に広がっているのは、大小幾いくつものモニターが配され、ヘッドセットを付けた人間が報告を交かわし合う、戦闘指揮所ＣＩＣに相応ふさわしい空間だった。

「報告を」

　僕ぼくの横を通り抜けた理事長が、一段高い司令席と呼ぶべき場所へと陣じん取どって命令した。

　ヘッドセットを被ったオペレーター――常と違う表情の教師たちが報告をはじめる。

「――五二〇秒前、第一〇三動体センサーに感がありました」

「――五一三秒前、第八七赤外線センサーが多数の熱源体を感知しました」

「――五〇九秒前、自動診しん断だん警けい戒かいＡＩが『生命体の接近』を断定。ＰＯＭ――有機汚染の警戒レベルをフェーズⅣへ引き上げました」

「分かりました……六方先生、いつまでも通路に立っていては邪魔になりますよ？　他の先生方と一いつ緒しよに待機していて下さい」

　理事長が指示した指揮所の一角には、すでに『学校』の教師の大半が揃そろっていた。

　メグミもいる。先せん輩ぱい教師たちは皆みな不安げだったり緊張した面おも持もちだが、彼女はそれらよりも戸と惑まどいの色が強い。状況変化に認識が追い付いていない雰ふん囲い気きだ。きっと僕も同じような顔をしているのだろう。

　僕は理事長に頭を下げてから退たい避ひした教師たちへと合流した。全部で五十人ほど。『学校』の教師のほぼ全員だ。数少ない例外は、モニターに向かい合ってるほんの数名だ。

　教師の大半が指揮所のモニターを注視している中、僕はさり気なくメグミに近付いた。声こそ掛けなかったが、それでも多少は気が休まったのだろう。強こわ張ばった彼女の眉み間けんが、少しだけ緩ゆるんで眉根が柔やわらかくなった。

「――映像、出ます」

　が、すぐに表情が引ひき攣つる。

　数字やグラフのデータばかりが表示されていた指揮所の真正面にある巨きよ大だいスクリーンに、ライブ映像と思われる光景が映し出された。

　荒こう廃はいした街並み。

　道路のアスファルトはひび割れてめくれ上がり、歪いびつなコンクリートの塊かたまりがごろごろと転がり、風化してぼろぼろのビルの群れは放置された墓標のよう。

　見る者すべてに『滅ほろび』を想起させる問答無用の荒廃が、画面いっぱいに広がっていた。

「冷れい却きやく剤ざい、射出します」

　オペレーターの言葉とともに、廃はい墟きよに隠されて設置していた射出装置から、無数の擲てき弾だんが上空に射出され、十分な高度に達したところで破は裂れつした。

　冷却剤――たしかに散布された薬やく剤ざいは冷れい却きやくを企き図としたものだが、その働きは一般的な冷却剤と一線を画している。

　空気中の窒ちつ素そですら瞬しゆん間かん的てきに液体へ凝ぎよう固こさせるほどの強きよう烈れつな冷却剤の作用によって、空気中の水蒸気が雪となって降り始めた。荒廃を隠すように、廃墟が細氷で白く染まってゆく。

　画面の左ひだり端はしの温度表示がどんどん下がり始め、摂せつ氏し二度にまで下降した。もし僕らがあの廃墟に居たとしたら、白い息を吐はくごとに体力を失い、半日もせずに動けなくなるだろう。

「冷れい却きやく終しゆう了りよう」

「――赤外線探知に感あり」

　白く染まった廃墟の陰かげから、ふらりと何者かが姿を見せた。

　何者か――それは、映像で見ればただの浮ふ浪ろう者しやの男に見える。ぼろぼろになった衣服を身体に引っ掛けるようにして纏まとわり付かせ、伸びきり絡からまりあった髪かみは映像越ごしでも異い臭しゆうを嗅かぎ取とれそうだ。

　白い息ばかりでなく、その身体からも湯気が立ち上っているのをみれば、その体温が高いことが分かる。その白い靄もや越ごしに、不気味な双そう眸ぼうがカメラを真っ直ぐに捉とらえた。

　不気味――そう、とても不気味な瞳ひとみだった。

　黒目がちというにはあまりに肥大した虹こう彩さいと瞳どう孔こう。牛や鹿しかといった草そう食しよく獣じゆうを思わせる眼がん球きゆうだ。

　意思はあるのだろう。だが、人間とは違う知性に違いない。

　そう確信させる、異質で不気味な瞳だった。

　そんな浮浪者じみた者たちが、さらに一人、また一人と、廃墟へ続々と姿を見せ始めた。

　百、二百と増えていく粗そ末まつな身なりの者たち――彼かれらが増えてくるにつれ、奇き妙みような違い和わ感かんが湧わき起おこる。いや、嫌けん悪お感かんの方が正確だろうか。

　彼らの動きは、どれもこれも正確に一いつ致ちしていた。

　踏ふみ出す足も、振り上げる腕も、どのタイミングも一致していた。

　コピーして貼はり付けたような非現実的なシンクロは、自分が見ているものが作り物フイクシヨンの合成映像であるかのような錯さつ覚かくをもたらした。そうであったらどれほど良いかと思う。だが、これは非現実フイクシヨンではありえない。

　ＰＯＭ――有機ポリユーシヨン汚・オブ・オーガ染ニツクマターフェーズⅣは、冗じよう談だんやお巫ふ山ざ戯けで発せられる警告ではないのだから。

　画面の中の者たちのシンクロした動きは、凄すさまじく薄うす気き味みが悪かった。姿形が人間なだけに、機械以上に機械的で画一的な動きは、自分たちの存在まで冒ぼう涜とくされた気分だ。

　人間と似通った存在が非人間的な動きをすると、不気味で、薄気味悪く、醜しゆう悪あくさばかりが目立つ。そんな動きをしているというだけで、画面の中の者たちが『人間の姿をした異形』であることは明白であるように思えた。

「――対象群の瞳孔拡張率は一五〇パーセント以上」

「――赤外線映像から対象群の平均体温は六十三・六度と計測」

「――行動同期、誤差は〇・〇〇〇〇〇一パーセント」

「――――対象群をエプリオン伝染体インフエクターと断定」

　ざわっ、と指揮所の空気が畏い怖ふで揺らいだ。

　エプリオン。

　それはこの『学校』の教師たちにとって――いや、すべての人間にとって、忌いむべき存在以外の何物でもない。

「わかりました。ＰＯＭをフェーズⅣからフェーズⅤへ移行します」

　フェーズⅤ。

　理事長が告げるその言葉に、指揮所に退避した教師たちの表情が否いや応おうなく強張った。隣となりのメグミも、瞬きもできずに画面を――画面の中で不気味に蠢うごめく無数の伝染体を睨んでいる。

「レプリノイド各員に告ぐ。有機汚染がフェーズⅤに移行した」

「レプリノイド各員、準戦闘態勢から戦闘態勢へ」

　白しろ化げ粧しようをした廃墟の屋上に、いくつもの人ひと影かげが現れた。

　我知らず、自分の喉がひく付いた。

　廃墟に現れた者たちの中に、見慣れた顔があったからだ。

　薄うす桃もも色いろの髪に天使顔負けの美び貌ぼうは、間違えようもなく僕のクラスの三み十と刈がりアイラだった。他の人影も、多かれ少なかれ顔を合わせてきた生徒たちだ。

　だが、彼女たちの姿形は、先さき程ほどまでの制服姿と一変していた。

　身体にフィットした半はん透とう明めいのボディースーツを身に着け、四し肢しと背中には鈍にぶく輝かがやくアーマーが張り付いている。

　顔や身体には幾き何か学がく的てきな模様が描えがかれ、あたかもインディアンやアフリカ部族の戦士が施ほどこすボディペイントみたいに見えた。

　その感覚は正しい。

　三十刈たちに施されたあの模様は『印刷ペイント・機械デヴアイス』と呼ばれる。ナノマシン技術の応用によって、通信素子やエネルギー伝達素子などが盛り込まれた、最新の戦化粧ウオーペイント。今もちかちかと燐りん光こうを放ち、指揮所との情報連れん携けいを続けている。

「――遠えん距きよ離り戦せん用意」

「砲ほう狙そ撃げき部隊、構え」

　画面の中の生徒たちは、背中に巨大な機械を背せ負おっていた。左右に伸びている無数の羽根のような突とつ起きを生やしたそれは、遠目に見れば天使の翼つばさのようにも見える。

　だが、天使の翼と無数のコードで接続されているのは、優ゆう雅がさとは無む縁えんの無骨な鉄てつ塊かい。ほとんど鉄柱と言っていい重量百キロを超こすだろう鉄塊を、三十刈たちは軽々と両手に抱かかえ、その先せん端たんを不気味な人型の群れへと向けていた。

　やがて天使の翼の周囲の光景が歪み、水蒸気で烟けむりはじめた。

　三十刈たちが背負う天使の翼は、飛ぶ事を意図して装備されたものではない。金属の羽根は冷却機ラジエーターで、その基部は強力な発電機ジエネレーター。生み出された膨ぼう大だいなエネルギーはコードを伝い、彼女らが手にする巨大な鉄柱へと注がれていく。

「焼しよう却きやく兵器シラクサ、充じゆう填てん完かん了りよう」

「――状況開始」

　二階堂理事長の声がＣＩＣに響く。

　三十刈たちの肌を飾かざる印刷機械が瞬き――鉄柱の先端から眩まばゆい光の束が放たれた。

　無数の光の束は数百メートルの距きよ離りを一いつ瞬しゆんで飛び、画一的な動きで迫せまる伝染体へ容よう赦しやなく突き刺ささる。

　人の姿をした異形の、千切れた手足が宙を舞まう。

　血は流れない。異形たちの傷口が黒く炭化しているからだ。

　血の代わりとばかりに湯気が派手に立ち昇のぼる。

「シラクサ、初弾命中」

「砲ほう射しや撃げき部隊、攻こう撃げきを続行せよ」

　三十刈たちは、さらに鉄柱――シラクサから光の束を放つ。無数の高出力レーザーが伝染体たちの身体を焼き切ってゆく。

　悲鳴もなく真っ黒に炭化して倒たおれてゆく伝染体だが、焼却される数よりも増えてゆく数の方が多い。画一的な動きをする伝染体は、すぐ横で光に焼かれる仲間を一いち瞥べつすることなく歩を進めてゆく。

　やがて、三十刈たち砲射撃部隊との距離が二百メートルほどに迫ると、

　――ニィ……

　と、伝染体たちの口角が一斉に吊つり上がる。

　判で押したようにそっくりな笑いが、白い廃墟を進む異形たちの顔にぽっかりと浮うかび上がった。

　――……アハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハッ！

　伝染体たちは一斉に、同音量同高低の笑い声を上げた。

　不気味な笑いだった。

　微笑わらうでもなく。

　嘲あざ笑わらうでもなく。

　皮肉るでもなく。

　だからこそ、不気味で、不快で、空そら恐おそろしかった。何の感情もこもらない笑いだからこそ、その空くう虚きよさが人間を貶おとしめているように聞こえて仕方がない。

　――アハッ！

　――アハハハハハハッ！

　満面の笑えみを浮かべた異形たちは、これまでの画一的な動きを放棄して各おの々おの凄すさまじい勢いで飛び出した。その速度は、かつてあったというオリンピックの選手たちが目を見張るものだったろう。十秒を切れば世界記録という百メートルの距離を、伝染体たちは五秒も満たずに走破する。

「接近戦部隊、戦闘開始せよ！」

　廃墟の陰から雪を巻き上げて新たな生徒たちが姿を現す。
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　半透明のボディースーツに、四肢を覆おおうボディーアーマ。肌を覆う印刷機械。しかし、彼らの背には三十刈たちのような翼はなく、無骨な鉄柱も見当たらない。代わりに携たずさえているのは、中世の処しよ刑けい人にんの斬ざん首しゆ剣けんを彷ほう彿ふつとさせる、分厚い大たい剣けんだった。

　大剣の柄つか頭がしらからは、細長いチューブが伸びている。刀とう剣けんを携えた生徒たちは、そのチューブの先端を自分の鎖さ骨こつ下――人間なら医い療りよう用ようの静じよう脈みやくカテーテルが挿そう入にゆうされる位置へと突き刺した。

　持ち主と物理的に接続された大剣は、やがてその刀身を眩く輝かせはじめた。高温であるのを示すように、刃やいばの周囲の空気がゆらゆらと揺れる。

　その中に、僕は生き真ま面じ目めな説せつ教きよう魔まの五十嵐いがらしの姿を見つけた。

　眼鏡を外した五十嵐の顔は何の表情もなく、自身に接続された刀剣への感かん慨がいも、目の前の異形に対する嫌悪も、欠片かけらほども見受けられない。

　異形たちを上回る速度で飛び出した五十嵐たちが大剣を振り上げる。刃が発する青白い光が残像を刻み、伝染体たちの頭部が宙を舞う。その断面は先の砲ほう射しや撃げき戦せん時同様、黒く炭化していた。

　首を失った異形たちが力を失って倒れる。

　――……アハッ！　アハハハハハッ！

　だが、恐おそろしいことに、雪の中に転がった頭はなおも笑い声を上げていた。真っ黒な眼球を見開き、ぐるぐると蠢いて状況を確認しようとしている。ギロチンで絶たれた首には僅わずかながらに意識が残ると云いわれるが、それにしても異常な動きだった。

　朝食を吐きそうになって口を押さえる。他の教師たちも、何名かが僕と同じような反応をしていた。

　目玉を動かす不気味な生首だが、光が突き刺さって燃え上がる。三十刈たちのシラクサが、正確な射しや撃げきによって焼却しているのだ。

　生首の処理を砲射撃部隊に任せ、五十嵐たちが新たな伝染体へ斬きり掛かる。焼斬刀ヴオルカーノと名付けられた大剣が伝染体たちの首へ吸い込まれると、大気圧プラズマの刃が頸けい部ぶを一瞬で溶よう断だんしていく。

　人間離ばなれした身体能力を持つ異形たちだが、五十嵐をはじめとする生徒たちの動きはそれをさらに上回った。一歩で数メートルを踏とう破はし、恐るべき正確さで斬ざん首しゆを実行。落ちた首は、正確無比な射撃によって速すみやかに炭に変わっていく。

　次々に首を狩かられ、焼却されゆく伝染体。

　しかし、指揮所の俯ふ瞰かん映像を見れば、一方的に殺さつ戮りくされているのではないと分かる。

　伝染体たちは緊きん密みつな連携によって生徒たちを孤こ立りつさせようとしていた。

　事実、一人の生徒が目の前の伝染体の首を断った直後、首を失った死体の陰から新たな伝染体に飛とび掛かかられる。襲われた生徒はやむなく刃を首でなく胸へ叩たたきつけたが、相手は構うことなく抱だき着ついてその動きを拘こう束そくする。

　一瞬の停てい滞たいを逃のがすことなく、左右から新たな伝染体が飛び掛かる。

　――アハハハハハハハハハハハハハハッ！

　伝染体は笑い声を上げる口をさらに大きく開いて生徒の腕に噛かみ付いた。アーマーが砕くだけ、生徒の手首が白い体液を撒まき散ちらして千切れ飛ぶ。

　息を呑のむ僕らとは関係なく、伝染体はなんら躊ちゆう躇ちよを見せず発達した牙きばを生徒へと突き立ててゆく。その度に、生徒の肌から白い体液が激しく噴き出した。

「レプリノイド・ナンバー〇〇一九〇、損傷度上じよう昇しよう！」

「ナンバー〇五〇〇二も孤立しています！」

「遊ゆう撃げき部隊を投入！　急ぎなさい！」

　理事長が鋭い声で指示する。

　伝染体に孤立させられている生徒は一人だけではなかった。

　その中に、五十嵐の姿を見つける。

　五十嵐は手にしたヴォルカーノを振ふるって周囲の伝染体を焼き斬るが、一体を倒す度に劣れつ勢せいとなっていく。まるで詰つめ将しよう棋ぎだ。それも、極きわめて巧こう緻ちで冷れい徹てつな。

　とうとう伝染体の攻撃が五十嵐に届こうとしたところで――横から飛び込んできた小こ柄がらな人影が伝染体を蹴けり倒した。

　五十嵐を救ったのは、クラスメートである四十田あいだだった。

　二振りの小刀タイプのヴォルカーノを振り下ろし、四十田は己おのれが蹴り倒した伝染体の首を焼き落とす。普ふ段だんからぼんやりとした表情が多い彼かの女じよだが、画面の向こうの彼女は表情そのものが喪そう失しつしていた。

　五十嵐は窮きゆう地ちを救ってくれたクラスメートに礼の一つも返さない。

　四十田もわざわざ五十嵐へ振り向く素そ振ぶりを見せなかった。

　ただ、二人に施された印刷機械が、声と視線の代わりにチカチカと瞬く。それだけで二人はそれぞれの方向へ跳ちよう躍やくした。

　大剣を振るって伝染体へ斬り込んでゆく五十嵐をはじめとする接近戦部隊。

　斬り込み部隊を包囲しようとする伝染体は、小回りに優すぐれた四十田たち遊撃部隊が動きまわって楔くさびを打つ。

　ヴォルカーノによって断たたれた伝染体の頭部は、三十刈たち砲射撃部隊がシラクサの熱光で有う無むを言わさず焼やき払はらっていく。

　そのような光景が指揮所のモニターで――かつて『東京』と呼ばれていた都市の残ざん骸がいの至る所で繰り広げられていた。

「――対汚染戦闘、第一防衛ラインで食い止められています」

「エプリオン伝染体、順調に数を減らしています」

　前向きになれそうな報告が指揮所に響くが、退避した教師たちの顔はいまだ緊張したままだ。エプリオンによる有機汚染は、伝染体を駆逐しただけで安心できるものではないから当然だろう。

　……『エプリオン』。

　それはプリオンとよばれる感かん染せん性せいタンパク質の一種だ。

　プリオンは、かつては狂きよう牛ぎゆう病びようの原因物質として知られていた。正常なタンパク質の立体構造を変異させ、その化学的特性までも変化させる特異なタンパク質。

　狂牛病以外にもプリオンを原因とする疾しつ病ぺいは確認されていたが、ある日隕いん石せきに紛まぎれてやってきた地球外由来の感染性Extraterタンパrestriaク質l-Prion――エプリオンは、およそ地球上の生物という生物に感かん染せん可能であり、しかもその感染経路は接せつ触しよく感かん染せんだった。タンパク質を持つ生命、つまり炭素ベースの有機生命体であるなら、容赦なくこのエプリオンに感染してしまう。

　さらに、エプリオンが生物の神経細さい胞ぼうにある一定量蓄ちく積せきされると、他の炭素生命へと襲おそいかかり、エプリオンを送り込む『伝染体インフエクター』となる。動作コピーしたように一致した歩みを見せるあの伝染体たちは、僕たちを汚染すべく迫ってきているのだ。

　過去、様々な娯ご楽らく媒ばい体たいが多種多様な宇宙からの侵しん略りやく者しやを生み出してきた。だが実際には、エイリアンはタコ足の火星人でも、結けつ晶しよう質しつの珪けい素そ生命でもなく、それどころか細さい菌きんやウイルスですらない、無生命のきわめて微び細さいなタンパク質の粒つぶだった。

　宇宙空間を分子状態で漂い、有機生命体の生きる星に達すれば、その生物のタンパク質の立体構造を侵しん食しよくして増加する。エプリオンの感染を『有機汚染』と呼ぶのも、この恐ろしい性質ゆえのことだ。

　この宇宙由来のタンパク質について、多くの科学者が多くの仮説を唱えた。エプリオンを「異星人の侵しん略りやく兵器である」と言い出す者もいた。

　だが、真実は分からなかった。真実や正体を論ずる暇ひまもなく、人類はエプリオンの有機汚染に対たい抗こうしなければならなかった。

　接触感染で汚染を広げるエプリオンに対し、人類が採れる防ぼう御ぎよ手段は『接せつ触しよくしないこと』に尽つきた。だから人類は、地下深くに完全閉へい鎖さ型がた循じゆん環かん環境シェルターを造り出し、無事な人々と動植物を避ひ難なんさせた。

　その一方で、すべての炭素生命をエプリオンに染め上げようとする伝染体への対処も必要となった。

　無論、人間が伝染体と戦う訳にはいかない。万が一汚染したら、それだけ伝染体の戦力が増強される。

　無人兵器では駄だ目めだった。伝染体の変異脳の演算力は、人類の開発したあらゆるコンピュータを凌りよう駕がした。無人兵器の戦術性はあっという間に解かい析せきされ無効化されてしまった。

　伝染体に対抗するには、多た彩さいな戦術を採さい択たくできる柔軟性フレキシビリテイと、常に変化する戦せん況きようで瞬しゆん時じに判断を下せる知性インタレクトが必要だった。

　そんな存在、人間をおいて他にない。

　だが、人間が伝染体と戦う事は出来ない。

　故ゆえに、人類は生み出したのだ。

　人間以上の演算力と反射を備えた知性体。有機物を侵おかすエプリオンに汚染される心配のない、無機物の肉体を持つ珪素ベース戦闘体。人間を模しながら人間に非ざるモノ。

　それこそが、いま画面の向こうで戦っている『学校』の生徒たち。代謝ナノマシンを循じゆん環かんさせる白い血液を流す、対エプリオン伝染体用に開発された戦闘用珪素生命体、『レプリノイド』なのだ。

「――レプリノイド・ナンバー〇一〇五九、破損限界！」

「潮ちよう汐せき炉ろが暴走します！」

『周囲のレプリノイドは退避！』

　緊張した報告が交わされて数秒後、廃墟の中に小さな太陽が出現した。レプリノイドの動力源である潮汐炉の暴走爆ばく発はつだ。

　伝染体との戦いでは、高熱を発する武器が運用される。実じつ弾だんや爆ばく発はつ物ぶつでエプリオンに汚染された血肉を飛散させるリスクを極力避さける為ためだ。

　故に、高出力レーザーや大気圧プラズマを攻撃手段とするレプリノイドの心臓部には、膨大なエネルギーを生み出す半永久機関『潮汐炉』が埋うめ込まれている。普段は何重もの安全装置で守られているが、こと伝染体との戦闘に際し、最後までそのエネルギーをエプリオンの焼却に活用すべく、すべての安全装置が解除される。

　潮汐炉の暴走爆発の後には、つるりとしたクレーターだけが残った。あまりの熱量に、廃墟のコンクリートやめくれ上がった土ど砂しやが溶とけてガラス質となっている。

　巻まき添ぞえになった数体の伝染体は燃えカスもなく、影かげだけが黒々と残るのみだ。

　高熱となった爆ばく心しん地ちのクレーターだが、すぐに冷却された空気が流れ込み、パキパキとガラス質がひび割れ、レプリノイドと伝染体の戦闘によって無数の破は片へんが撒き散らされる。

　幻げん想そう的てきな光景だ。

　だが、エプリオンで変質した伝染体も、水晶ソリツドステー電脳ト・ブレインで戦闘演算を行うレプリノイドも、幻想的な光景に感じ入る心など微み塵じんもなく、ただお互たがいの動きを注視するだけだった。

「伝染体、戦線の綻ほころびを広げようと殺さつ到とうしてきます！」

『……仕方ありませんね。駆逐部隊を投入。押し返しなさい』

　戦線を突とつ破ぱすべく爆心地に殺到して楔を打とうとする伝染体たちに対し、理事長もまたそれに対抗する部隊を投入することを決意したようだ。

　遊撃部隊のさらに一部、十万人を収容する『東京シェルター』を守護する、レプリノイドの最精鋭の駆逐部隊。

　雪崩なだれ込んでくる数百を超える伝染体たちを、たった数十名のレプリノイドたちが迎げい撃げきする。

　駆逐部隊のレプリノイドたちは、砲射撃部隊が天使の翼、接近戦部隊が大剣、遊撃部隊が双そう刀とうと武装を統一されているのと違ちがい、それぞれがそれぞれの武装を振るっていた。レプリノイドの中でも特に戦闘能力に秀ひいでた個体を集めた駆逐部隊は、その戦闘能力を極限まで高めるために専用武装を与あたえられている。

　小しよう銃じゆう型のシラクサを連射する者もいれば、高熱の鞭むちを振るう者もいる。その中でも目立つのは、長刀型ヴォルカーノの二刀流で伝染体を切きり伏ふせる少女型のレプリノイドだ。

　それは、僕のクラスで孤こ高こうを極める百ゆ合り原はらハルカだった。

『学校』での行動と戦闘時では裏返るように印象を変える生徒たちだが、百合原は授業時でも戦闘時でも全く変わらない。何者も寄せ付けない冷たい空気のまま、黙もく々もくと伝染体を切り払ってゆく。凄まじい戦闘能力で伝染体を押し返す駆逐部隊にあって、味方も敵も彼女の周りに近づくことが出来ないでいる。

　狂くるいのない正確無比な剣けん舞ぶ。

　刃が舞うごとに首が飛び、黒くろ髪かみが翻ひるがえるたびに首を失った躯からだが積み重なる。

　感情という不純物を含ふくまない水晶の瞳が、無機質な視線で〝死〟を宣告してゆく。

「……！」

　隣のメグミが、僕の手を握にぎり込んでくる。微かすかに震ふるえる彼女の手をそっと握り返した。

　メグミの気持ちは分かる。普段は『生徒』として振ふる舞まっているレプリノイドたちの圧あつ倒とう的てきな戦闘能力を目まの当あたりにすれば、多かれ少なかれ恐きよう怖ふを覚える。

　あんなものがすぐ近くにいたのか、と。

　人間と変わらぬ外見のレプリノイド。だがその正体は人類史上類を見ない、恐るべき殺さつ戮りく戦せん闘とう兵器だ。どれだけ人間を模倣レプリカしていようと、彼女たちは『非摸造品Replinoid』なのだ。

　この『学校』の生活で忘れかけていた事実を見せつけられ、僕も今いま更さらながらに背筋が凍る思いだった。

　――アハハハハッ！

　――アハッ！　アハハハハッ！

　――ア――――ッハハハハハハハハハハハハハハハハハッッ!!

　戦線が再建され、廃墟に積み上げられた首なし死体が三千に達しようかという頃ころ、伝染体たちは突とつ如じよとして一斉に踵を返した。波が引くように退たい却きやくを開始する。

「砲射撃部隊、なるべく数を減らしなさい」

　砲射撃部隊がシラクサを連射する。後ろから撃うつことへの躊躇はない。戦闘中のレプリノイドたちの水晶電脳は感情など模倣エミユレートしていないし、こうして見守る僕たちにした所で卑ひ怯きようなどとは微塵も感じていなかった。

　伝染体は、すでに人ではない。生物と呼ぶことさえ憚はばかられる。

　エプリオンに汚染された、ただのタンパク質の塊に過ぎないのだ。

　それも、きわめて有害なタンパク質だ。

　シラクサの高出力レーザーが伝染体の背後から心臓や頭部に突つき刺さり、生命活動と無縁の炭の塊へ変えてゆく。

「――伝染体、赤外線センサーの範はん囲い外がいへと消えました」

「――動体センサーにも感なし。警けい戒かい範はん囲いから伝染体は撤てつ退たいした模様」

「――ＰＯＭをフェーズⅤからフェーズⅣへ移行」

　理事長の宣言に、指揮所にいくつもの吐と息いきが漏もれ出した。僕も、いつの間にか止めていた息を吐いて深呼吸する。

「レプリノイドを下がらせなさい。その後はただちに焼しよう却きやく措そ置ちを」

「了りよう解かいしました」

「――レプリノイド、エアロック内へ退避しました」

「焼しよう却きやく弾だんを射出します」

　レプリノイドが姿を消した廃墟に、眩い閃せん光こうが瞬いた。伝染体の残骸を完全焼却すべく、超ちよう高こう温おんを発する化学反応焼しよう夷い剤ざいが散布されたのだ。

　人間のタンパク質は摂氏五〇度もあれば変性するが、特異的な立体構造を持つプリオンは高い熱耐たい性せいを持つようになる。ましてや、宇宙空間を漂い惑わく星せいへ漂ひよう着ちやくしたエプリオンだ。千度以上の高温に晒さらされ、伝染体の残骸は残らず炭になる。

　だが、まだ安心はできない。

　焼却弾に続き、今度は強アルカリ性の溶よう解かい液えきが散布される。この溶解液はこれから最低四〇時間に渡わたって断続的に散布され、戦闘エリアを含む東京シェルター周辺を念入りに『洗せん浄じよう』してゆく。

　ここまでやって、ようやくエプリオンを無害なアミノ酸へと分解できるのだ。

「――これより最低一週間、『特別心質保全矯きよう正せい施し設せつ』の授業ルーチンを停止します。停止期間は状じよう況きようによって長くなります」

　二階堂理事長が僕らに目を向けて言う。

「レプリノイドたちとは、この後彼らの洗浄が終わりＰＯＭがフェーズⅢに移行するまで接触を禁じます。レプリノイドが許可無く矯正施設に戻ってくることはないとは思いますが、万が一フェーズⅣが解除される前にレプリノイドと接触があった場合、即そく座ざに汚お染せんされたものとして『処理』します」

　処理……つまりはさきほどの伝染体と同様、骨も残さず焼しよう却きやく洗せん浄じようされるという事だ。

　疑わしきは罰ばつせずなどという論理は通用しない。場合によっては、この『学校』が東京シェルターから切り離はなされ、教師たちがまとめて処理される可能性だってあるのだ。

「先生方は待機中、施し設せつ内ないは自由に移動して構いませんが、外がい縁えん部ぶにはなるべく近づかないように……以上です。指揮所の要員以外は解散してください」

　ぱんっ、と理事長が手を叩くと、退避していた教師たちが静かに退室してゆく。戦闘に当てられたか、四よ辻つじ先生ですら一言も発さなかった。

　前の教師が歩き出したので、僕はそっとメグミの手を放した。

　メグミはちょっとだけ不安気な顔をしたが、すぐに何事もない風を装よそおって歩き出した。僕も、彼女の後ろに続いて歩き出す。

「――七しち堂どう先生、六方先生」

　が、僕とメグミだけ理事長に呼び止められた。

　ひっそりと手を繋つないでいたのがバレたのかと思ったが、二階堂理事長は眉まゆを顰ひそめ、沈ちん痛つうな表情で僕らを見ていた。

「……あなた方にとっては、初めてのフェーズⅤ――初めての対汚染戦闘です。そして、初めて対汚染戦闘を経験した教師に、わたしは毎回同じ質問をしています」

　僕とメグミの顔をじっと見つめ、理事長は無機質な電子音声でも分かる労いたわりの響ひびきを滲にじませて問とい掛けた。

「……お二人は、東京シェルターへの帰き還かんを望みますか？」

「…………」

　僕もメグミも、とっさには答えられなかった。

「すぐに答えて貰う必要はありません。一週間後、理事長室に来てください。その時、お返事を聞かせて下さい」

　おつかれさまでしたと言って、理事長は視線を手元のモニターに落とした。

　僕らは頭を下げて指揮所を後にする。二階堂理事長は『学校』の責任者であると同時に、レプリノイドたちを統とう括かつする対たい汚お染せん戦せん闘とうの前線指揮官でもある。戦せん闘とうが終わった今、やるべきことはたくさんある。

「…………」

　エレベータに乗って地上に戻る間、僕もメグミも無言だった。カメラの目があるから、というのもあるが、純じゆん粋すいに対汚染戦闘というものに圧あつ倒とうされていたのだ。

　一階に到着し、体育館を出ると、ふと上を見上げた。

　上――そこに『空』はなかった。隙すき間まなく覆われた、灰色のドームがあるだけだ。

　やがて、ドームの壁へき面めんがぱっと色を変えて『空』を映し出した。対汚染戦闘が終わり、地上施し設せつへの電力供給が再開したらしい。ドームの天てん井じように映し出されるのは、『外』ではもはや見られなくなった、夕ゆう陽ひが照らす真っ赤に燃える黄昏たそがれだった。

　伝染体の動きを少しでも鈍らす為、エプリオンに汚染された植物を一株でも増やさぬ為、人類は人工の氷河期を造り出すことを決断した。地球を覆う分厚い人工雲は、製造施設を備えた北極シェルターと南極シェルターが陥かん落らくしない限り、千年先まで維い持じされ続ける。

　人は、太陽を、空を捨てたのだ。

　空は、最も早はやこのドームのように投とう影えいされた合成映像でしかお目にかかれない。

　――ここは『学校』。

　レプリノイドという人類史上最強の戦闘兵器に〝人間らしさ〟を教える為に造られた、仮かり初そめの日常演出装置だ。
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　教師寮りようの自室に戻った僕は、何をする気にもなれずにベッドに横たわって天井を眺ながめ続けた。思い返すのは、網もう膜まくに焼き付いた対汚染戦闘――生徒たちレプリノイドと伝染体の戦闘シーンだ。

「…………」

　これまでの十七年間、僕もメグミも東京シェルターから出たことはなかった。出ることがそもそも許されていないのだから当然だ。

　西せい暦れき二二〇七年現在、人類はごく一部の例外を除き、地下シェルターで生まれ、歳としを取り、死に、有機還かん元げん施し設せつで分解される。それが現在の人の一生だ。『外』の世界のことを知ってはいても、普段はほとんど意識しない。シェルターの学校でエプリオンについて学んではいても、エプリオンの有機汚染はどこか遠い世界の出来事と思っていた。

　そこまで考え、僕ぼくは苦く笑しようした。

　普段は意識しないが、確かに存在している。少し前の授業で僕が言った『死の恐怖』そのものじゃないか。

　そう、エプリオンはすでに人類にとって〝死〟と同義だ。いや、接触が変質をもたらすのだから、死以上におぞましい。エプリオンに触ふれられれば、自意識のないタンパク質の塊として薄うす暗ぐらい地上を彷徨さまよい続けることになるのだから。

　僕は――僕らは、そんなエプリオンと、ほんの壁かべ一枚隔へだてて向き合っているのだ。

　この『学校』に赴ふ任にんする時に言い聞かされていたはずなのに、ようやく気付かされた。

　人類の生せい存ぞん圏けんは、もう限られた閉へい鎖さ環かん境きようの中にしかないのだ。

「……はぁ……」

　なんだか後ろ向きなことしか思い浮かばないので、このまま寝ねてしまうことにした。

　……だが、それも上う手まくいかない。

　耳の奥おくに伝染体たちの笑い声がこびり着いており、不意にあの不気味な声が脳のう裏りに再生されてしまう。

　僕もエプリオンに触れて汚染されたら、あんな笑いを浮かべるのだろうか。

　何の感情もない、人間性を否定するかの如き空虚な笑いを。

　――コンコン。

　眠ねむろうとして眠れないでいると、ドアが控ひかえめにノックされた。

　時計を見ると、いつの間にか深夜になっていた。ベッドに横になって、いつの間にか五時間以上も眠れないで過ごしていたらしい。

　起き上がり、ドアを開ける。

　ドアの向こうには、ジャージ服のままのメグミが立っていた。

「……入っていい？」

「うん」

　招き入れると、メグミはベッドへぼすんと腰こしを下ろした。

　僕もその横に座すわろうかと思ったが、なんとなく彼女の正面に机の椅い子すを移動させて向かい合って座ることにした。

「…………」

「………………」

　お互い、無言だった。

　当然だろう。

　知識があったとはいえ、今日の対汚染戦闘は、初見者には刺し激げきが強すぎた。

「…………『学校』への教師役に選ばれた時……」

　ぽつりと、メグミが話し始めた。

「……ちょっとワクワクしてた。シェルター以外の施設が見れるんだって」

「……僕もだよ」

　数少ない例外を除き、人間はシェルター都市で生まれて死んで有機素材へと循環される。

　数少ない例外――それがこの『学校』の教師という役割に選ばれた者たちだ。

「けど、やっぱり分かってなかったのね。知ってはいても、地上があんなに恐ろしい所だって実感がなかった……レプリノイドたちにしても、『なんだ、人間と変わらないじゃない』って思ってた……けど……」

　ぶるり、と。

　震えた自分の肩かたを抱きしめ、メグミが青ざめた顔になる。

「……あんなに、恐ろしいモノだったなんて……！」

「……『学校』の仕組みをつくった人たちも、きっと同じように思ったんだろうね」

　この『学校』――『特別心質保全矯正施設』が造られたのは、偏ひとえにメグミが感じたのと同じレプリノイドへの恐れによるものだった。

　凶きよう悪あくな伝染体に対抗出来うる戦闘用珪素生命体。人間を模しながら人間を遥はるかに超ちよう越えつするレプリノイドの戦せん闘とう力りよくを目の当たりにし、人類は恐れを抱いた。創造主に反逆することはないと知っていても、人類は被造物フランケンシへのユタイン・コ恐れンプレツクスを払ふつ拭しよくすることが出来なかった。

　だから、先人たちは『学校』をつくった。

　レプリノイドに人間論という〝人間らしさ〟を教える施設を。

　レプリノイドが人間に教えを請こうているという体てい裁さいの学まなび舎やを。

　レプリノイドは人間の側に立っているのだと安心する為の場所を。

　シェルターの人間たちのフランケンシュタイン・コンプレックスを緩かん和わさせるべくつくられた舞ぶ台たい装置。それが『特別心質保全矯正施設』――『学校』の正体だった。

　レプリノイドたちが、人間で言えば思春期の少年少女の姿をしているのも、『学校』という舞台に合わせてのことだ。少しでも、レプリノイドたちへの恐怖を抑おさえる為、あえて未成熟な外見をしているのだ。

『学校』の教師役に選ばれて赴任してきた時は、人間の心の弱さを取とり繕つくろうのにこんな大それた施設を作ったのかと、苦笑いが浮かんだものだ。

　けど、あの戦闘映像を見た後なら、『学校』を作った先人たちの気持ちがよく分かった。

　レプリノイドの戦闘力は圧倒的だ。安全と分かっていても安心できないほどに。

「……シェルターに帰るかい？」

　なるべく優やさしく、少なくとも咎とがめるような口調に聞こえないよう注意してメグミに問い掛ける。

「……カザネは、どうするの？」

「僕は……」

　ちょうどそれを考えていた所の訪問だったから、まだ考え中だ。

　……けど、メグミが問いたいのは、僕がどうしたいかではないだろう。

「残るにせよ戻るにせよ、僕はメグミと一いつ緒しよだよ」

「……カザネ、ちょっとキザいわよ？」

「僕は言葉を惜おしまない主義だから」

「……うん。ありがと、カザネ」

　心細かったのだろう。メグミは安心したようにほっと息を吐はいた。

　僕は彼女の正面から、彼女の横へと移動した。ベッドに腰こし掛かけた僕の方に、メグミがそっと頭を乗せてくる。

「……けど、どうせなら任期を勤めあげたいわよね」

「そうだね……一級市民権は魅み力りよく的てきだしね」

『学校』の深深度地下に造られた東京シェルターは、十万人を擁ようすることのできる地下階層都市だ。それは裏を返せば、十万人しか収容出来ないとも言える。だから、東京シェルターの住人には一級市民と二級市民の厳密な区別が設けられている。

　別に、支配階級とか貴族層というような不合理なものではない。一級も二級も食料配分は平等だ。利用できる施設にも上下はない。

　一番の違いは、一級市民の夫ふう婦ふには出産権があるということだ。

　人口統制のため、新生児の誕生は東京シェルターの意思決定機関である運営委員会によって管理されている。東京シェルターに存在する夫婦の内からランダムで一級市民が選ばれ、その選ばれた世帯にのみ受精阻そ害がいナノマシンの中和薬が配布されるのだ。

　人間らしい自由恋れん愛あいは許されていても、子供を持つ事は許されていない。残念ながらそれが東京シェルターの実情だった。

　普ふ通つうなら戸こ籍せき管理コンピュータに祈いのるしかない一級市民の出産権だが、『学校』の教師役に選ばれた人間は、二年間の任期を勤め上げれば一級市民の権利が与えられるのだ。

　僕は『学校』に来るまで、一級市民そんなものなどは余録みたいなものだと思っていた。けど、『学校』に赴任して、メグミと出会って、余録だと思っていた一級市民の権利がやけに眩まぶしく感じられた。

「……ねぇ、カザネ」

　メグミの手が、僕の袖そでをきゅっと握にぎり締しめる。

「……わたし、残ろうと思うわ」

「うん」

「……カザネも、残ってくれる？」

「もちろん」

　メグミを安心させるよう、深くしっかりと頷うなずき返した。

「言ったろ？　メグミと一緒だよ、って」

「……うん、そうよね。そうじゃないとね！」

　何度も頷き、メグミはようやく笑え顔がおを取り戻した。

「カザネは、わたしの恋こい人びとだもの。もし『先に帰る』なんて言ったら、即そく絶交よ」

「言わないよ、そんな事」

　僕は彼女の笑顔に苦笑で返事をし、大げさに肩を竦すくめてみせた。

「先にシェルターに帰ったら、二年後に君が帰ってきた時に何をされるか分かったものじゃないしね。またプールに投げ込まれるかも知れない」

「……あれはカザネも悪いんだから」

　ぷいっと顔を逸そらしたメグミだが、やがて小さくくすくすと笑い始めた。

　僕も、釣つられるように笑う。

　暫しばらくの間、僕たちはくすくすと笑い合った。

「……うん。それじゃ、わたしは帰るね。ごめんね、こんな夜よる遅おそくにお邪じや魔ましちゃって」

「別に構わないよ。それより……帰っちゃうの？」

「うん？」

　きょとんと可愛かわいらしく小首を傾かしげるメグミだが、僕の言ったことの意味を理解するに連れ、顔色が赤く染まっていった。

「なっ、そっ、なに、を……！」

　顔を真っ赤にしてあわあわと挙きよ動どう不ふ審しんになるメグミ。

「朝早く出てけばバレないんじゃない？」

「そっ、そっ、はっ…………その……あの……」

　――そういうのはもっとロマンチックに……

　両手をもじもじと弄もてあそびながら、メグミは消え入りそうな小声で囁ささやいた。

　可愛いなぁ。

　由ゆい緒しよ正しい読書少年だった僕には物語でしか縁えんがなかったが、『好きな相手に意地悪したくなる気持ち』というのがよく分かる。

　メグミと出会ってから、僕は彼女に悪戯いたずらしたくてしょうがないのだ。

「……ふぅ」

「いひゃぁぁあああああああああっ!?」

　赤く染まったメグミの耳に優しく吐息を吹ふき掛けると、予想以上の大きな悲鳴が上がった。

　びっくりしたメグミは、狙ねらったのか反射的なのか、僕の鳩尾みぞおちにかなりいい感じの肘ひじを打ち込んだ。グリッとゴリッを合わせた異音とともに、僕は声もなく蹲うずくまる。

「カザネのばか！　えっち！　へんたい！　見た目詐さ欺ぎ！」

　涙なみ目だめになったメグミが罵ば倒とうしながら部屋を飛び出していく。

　痛みのあまりぐうの音も出ない僕だったが、見た目強気なメグミの半泣き顔は永久保存物の可愛らしさだったので、痛みに耐たえながらしっかりと脳のう味み噌そに焼き付ける。

「……押おし退のけるでも引ひっ叩ぱたくでもなく、肘、っていうのがメグミらしいかも……」

　鳩尾を擦さすりながら苦笑する。肘打ちのダメージは深かったが、可愛らしいメグミが見れたからプラマイゼロだろう。

　部屋の電気を落とし、改めてベッドに横になる。

　羊を数えるまでもなく、僕は驚おどろくほどあっさりと眠りに落ちた。
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　対汚染戦闘フエーズⅤから、何事も無く一週間が過ぎていった。

　初めての対汚染戦闘を目の当たりにした僕とメグミだが、カウンセリングの必要もなくのんびりと過ごした。それもこれも、四辻先生をはじめとする先せん輩ぱいたちのおかげだ。

「オレも、初めての時はビビったもんさ」

　教師寮のレクリエーション室で将しよう棋ぎを指しながら、四辻先生が呻うめくように言った。

「四辻先生の先輩も優しかったんですね」

　僕は容よう赦しやなく四辻先生の銀を桂けい馬まで奪うばいながらしみじみと言った。

「ぐっ……オレの時は優しさのやの字もなかったけどな。『ジタバタしたってしょうがねぇ！』って、そんで終わりだよ」

　飛車金取りの状態から、四辻先生は苦く慮りよの末に飛車を動かした。

「ジタバタしたってしょうがねぇ、ですか」

　飛車が抜ぬけた間かん隙げきにさっき奪った銀を打ち込むと、四辻先生が泣きそうな顔になった。

「……オレたちは所しよ詮せんどうしたって『学校』の教師役だ。理事長と違って戦闘への指揮権があるワケでもない。だったら、ヤキモキしたってしょうがない。理事長の采さい配はいを信じるしかないし、信じられないならさっさとシェルターに戻ればいいだけの話だ」

「四辻先生は理事長を信じて残った、と」

　かすかな逆転にかけて攻せめに転じようとする四辻先生だが、自じ陣じんを荒あらす銀と成金のせいで守るので精せい一いつ杯ぱいだ。

「……お前も聞いたことあるだろ？　理事長が有機汚染初期の生き残りって噂うわさは……」

「延命処置メトセライズを受けて戦い続ける前線指揮官、って話ですか？」

　逃にげる玉の行く手に角を飛び込ませると、四辻先生の喉のどがぐびりと鳴った。出そうになった『待った』の一言を飲み込んだのだろう。

「……オレの前の前の前の先輩たちが入いれ替かわっても、理事長はずっと理事長だったらしい。そのさらに前からこの『学校』に居たとしても不思議じゃねぇだろ」

「にわかには信じがたい話ですが……」

　角を裏返して王手を掛ける。

「ま、待った！」

「もう約束の三回分を使い果たしてますよ？」

「ぐ……当直を一回代わってやるから待ってくれ」

「二回なら」

「……分かった。二回代わるよ……ええと、何の話だったっけ……そうそう、理事長な。だいたいあの人が車くるま椅い子すに乗ってるのが、オレは証しよう拠このひとつに思えるね。お前も、シェルターの方針は耳にタコだろ？」

「『人間らしさを捨てるな。心まで汚染されるな』、ですね。学校の朝礼やらなんやらで散々聞かされました。その度にうたた寝して聞き流してましたけど……そんな僕が『学校』で人間論なんて教えてるんですから、人生何が起こるか分かりませんよね」

　角を戻して取った駒こまを戻すと、四辻先生はほっと息を吐いたが、二秒後に飛車が取られるとまたしても「待った」と言い出した。

「三回！　三回分代わるから待ってくれ！」

「もう待ちません。というか、いい加減諦あきらめてくださいよ……」

　すでに飛車角が取られて玉も盤ばんの隅すみに追おい詰つめられている。僕がよほどバカな打ち損じをしない限り、四辻先生が逆転できる目はゼロと言っていい。

「最後！　これが最後だから！」

「……分かりました。これが最後ですからね？」

　僕は溜ため息いきとともに取った飛車を戻した。四辻先生がうんうんと唸うなりだすが、現状で飛車を安全に逃にがせる手はない。

「うぐぐ……ええと、何の話だったか……そうそう、シェルターの運営方針だったな。今の御ご時じ世せい、シェルター生まれで脚あしが不自由なんて有り得ない。治ち療りようを拒こばんでいるとしたら、それ相応の理由があるってものだろう？」

　シェルターは『人間という種族と文化を保存する』目的で設営され、運営されている。だから延命処置メトセライズ――人体の不死化技術は〝人間らしさ〟を損そこなうものだと忌き避ひされていた。

　一方、シェルターの新生児は遺伝子治療によって健康体が保証されている。シェルターが閉鎖環境である以上は負担を減らさなければならないから、建前と実情の妥だ協きよう点てんだ。

　逆に言えば、体の不自由な人間はシェルター生まれではありえないということだ。

「有機汚染初期の生き残り……地じ獄ごくを知るからこそ、エプリオンの脅きよう威いもレプリノイドの運用法も熟知している。だからこそ延命処置も許されているし、この『学校』を一手に任されている。これだけでも信用するには十分だろ？」

「……あの奇き妙みようなプレッシャーは、いわゆる時間の重みってやつなんですかね……僕は苦手なんですけど」

「見た目は穏おだやか系美人さんなんだけどな」

　四辻先生は上の空で言いながら指先をうろうろさせ、破れかぶれで飛車を特とつ攻こうさせる。僕もさすがに面めん倒どうになってきたので、飛び込んできた飛車は放っておき、さっさと四辻先生の玉に王手をかけた。

「ううっ!?　ま、待っ……」

「もう詰みです」

　往おう生じよう際ぎわが悪いと言うより未練がましい四辻先生の訴うつたえをバッサリ切り捨てる。

　がっくり肩を落とす四辻先生を横目に、僕は手加減で凝こった肩を揉もみながら立ち上がった。

「じゃ、もう行きます」

「ぐぐ……何か用事か？」

　恨うらめしい顔で盤ばん面めんを睨にらみながら、四辻先生が鬱うつ々うつとした声を漏らす。

「理事長に呼ばれてるんですけど、その前に……ええと、なんでしたっけ……進路相談？」

「進路相談なんてないだろ。生徒レプリノイドたちはずっと生徒なんだから……ああ、そうか。『性格指導』の事を言いたかったのか？」

「それです。馴な染じみのない言葉だったので上手く出てきませんでした」

「カザネは初めてだろうしな。なら、アドバイスだ。バリエーションとかは気にせず、純粋に授業に役立つ性格を指導しておけ。レプリノイドの性格なんて、結局は模倣レプリカだからな」

「ありがとうございます……けど、呼ぶ時は六方でお願いします」

「次の将棋で勝てたら、考えとくよ」

　この将棋もその条件の筈はずだったが……まぁ、所詮『考えとく』なんて条件での口約束はこんなものか。

　レクリエーション室を出て教師寮から抜け出すと、蒼そう穹きゆうの眩しさに目を細める。ドームに投影された映像ではあるが、スペクトルは本物の空と変わらない。

　一週間ぶりに立ち入った校舎だが、お掃除ロボテントウムシがうろつく以外にそれほどの変化はなかった。二階の生徒指導室へ向かおうと階段へ足を上げると、不意に頭上から軽快な足音が降ふってきた。

「きゃうっ――」

　小さな悲鳴と衝しよう撃げきに襲おそわれてひっくり返る。階段の一段目に足を掛かけただけだから、転んでも大した怪け我がもない。

　しかしなぜか、僕の視界は真っ白に染まっていた。

「むぐっ」

　頭を動かして白く柔やわらかな感かん触しよくをかき分けると、「ひゃうん」と艶つやっぽい呻き声が漏れ出した。

「…………」

　ここ一週間ですっかり油断していたらしい。

　白く柔らかなパンツに包まれた小さなお尻しりをむんずと掴つかむと、放ほうり投なげるように容赦なく顔の上から退どかした。

　軽くなった上半身を起こすと、制服姿の四十田が、まくれ上がったスカートからパンツを覗のぞかせて蹲うずくまっていた。

　眺めていると、四十田が色素の薄うすい髪かみを揺ゆらして僕を見返して、

「……先生、えっち」

　ぼんやりとした表情で言った。

「…………」

　なにか言い返そうと思ったが、上手く言葉が出てこない。

　四十田が小首を傾げて僕の言葉を待っていると、階段の先から新たな声が掛かった。

「あーっ！　ユキちゃんたら！」

　桃もも色いろのふわふわ髪を揺らして駆かけ下おりてきた三十刈が、まったく迫はく力りよくのない怒おこり顔がおで四十田を睨む。

「一週間ぶりの先生は、あたしが最初に味わう予定だったのに～」

「……油断。早い者勝ち」

　自分で「ぷんぷん」と擬ぎ音おんを付ける三十刈に、四十田は「ふふん」と得意げに言い返した。

「むぅ～……あたしだって負けないんだから！」

　言うが早いか、三十刈が有う無むを言わさず僕に抱だきついてきた。豊かな胸を僕の顔にグリグリと押し付けてくるのだが、まったく嬉うれしくも何ともない。脂し肪ぼうの塊かたまりではなく、衝撃吸収を兼かねる軟なん質しつシリコンだからだろうか？

「ちょっと！　何をしてるの!?」

　怒ど声せいとともに鈍にぶい音が上がり、三十刈の「みにゅっ!?」と間ま抜ぬけな悲鳴が上がる。

　三十刈が引き剥はがされると、今度は怒り顔の五十嵐が僕を睨んでいた。

「先生も！　まだ授業が再開しないとはいえ先生は先生なのですから、シャキッとなさって下さい！」

　五十嵐は僕を叱しつ責せきしながら、性しよう懲こりもなく僕に抱き着こうとする三十刈の後頭部をがっちりと掴み、僕にいたずらしようとする四十田の襟えり首くびを掴み上げる。

　一週間前と、何も変わらない光景だ。

　そう――いつもと同じ光景だ。

「？　先生、どこかお怪我をしたのですか？」

「……先生、ごめんなさい」

「怪我？　それならあたしがつきっきりで看病しちゃう！」

　五十嵐は気き遣づかわしげに。四十田はすこし申し訳無さそうに。三十刈は相変わらず能天気に。無言の僕を三者三様の表情で見み詰つめる少女たち。

　だが、彼かの女じよたちの瞳ひとみが無機質に見えるのは――果たして僕の気のせいなのか……？

「……なんでもないよ」

　僕はホコリを払はらう仕草をしながら立ち上がると、用事があるからまた明日と言って三人と別れる。早足に階段を上がって踊おどり場ばでちらっと振ふり返かえると、彼女たちはきょとんとした顔で僕を見上げていた。僕を気遣っているようにしか見えない瞳を、じっと僕に注いでいる。

「…………」

　僕は早足で目的地へ向かった。

　二階の生徒指導室のドアを開けると、そこにはすでに先客が居た。

　一つの机と、向い合せに置かれたパイプ椅子。手前の入口側の椅子には、長い黒くろ髪かみの女子生徒が座っている。

　女子生徒が、僕の方へ音もなく振り返る。

　冷たく無機質な美び貌ぼう。切れ長の眼めには何の感情も浮うかんでおらず、僕に向ける視線もそこらの草木を眺めるかのようだった。

　百合原ハルカは、常と変わらず、美しいほどの無表情だった。

　彼女の冷え冷えとした視線に、何な故ぜか安心した。

「――すまない。待たせたみたいだ」

「いえ。問題はありません」

　百合原の返事に、僕は新しん鮮せんな驚きを感じた。そういえば、彼女が単語以上の返事をしたのは初めてではないだろうか。

　無表情で無感動を極きわめている百合原だが、彼女の声は表情以上に冷たく無感動だった。

　ある意味、ロボットらしいというべきかもしれない。

　百合原と机を挟はさんで向かい合う。世間話をする仲でもないしその必要もなさそうなので、さっそく本題に入った。

「それで、今回の『性格指導』なんだけど……」

「ナンバー・〇一〇五九が損失したので、その補ほ填てんと伺うかがっております」

　百合原が上げたレプリノイドは、授業で質しつ問もん魔まだった千せん石ごくのことだ。一週間前の対汚染戦闘における潮ちよう汐せき炉ろの自じ爆ばくで蒸発してしまった。

　レプリノイドたちはこの『学校』で生徒役を演じるに当たり、『感情エミュレーター』で造られた性格を基本に行動している。

　僕ら教師の仕事は、人間論の授業で〝人間らしさ〟を教えるのと同時に、レプリノイドたちに〝人間のように見える性格と癖くせ〟を指導する事が大きなウェイトを占しめている。

　三十刈は『淫いん乱らんピンク』などと自じ称しようしていたが、感情シミュレーターでは『お調子者』と『耳みみ年どし増ま』などが大きな比率を占めている。五十嵐は見た目通りに『生き真ま面じ目め』な性格で、四十田は『不思議系』と『オタク（微び）』などだ。

　彼女たちやその他の生徒の一見奇き矯きような性格や悪あく癖へきは、僕の前任者たちがいろいろと試し行こう錯さく誤ごして〝設定〟したものだ。僕はこれまで、担任クラスの生徒の感情シミュレーターは特にいじらず受うけ継ついでいた。

　しかし、今回のようにレプリノイドが損失すると、クラス内での調整が必要となってくる。特に千石の『質問魔』といったシミュレーションは、授業を円えん滑かつに行う上で有益な性質だった。その為ため、新しい授業の進行役が必要になり、百合原ハルカがその候補に上がった。

　なにしろ、百合原は『孤こ高こう』で『無口』という、授業にまったく寄き与よしない性格をしている。クラス全体のバランスを調整するのに、彼女ほど打って付けの素材はなかった。

「では、私はナンバー・〇一〇五九の『質問魔』の感情エミュレーター設定を引き継げばよろしいのですね？」

「うん、その通りだ……何か他に希望があれば受け付けるけど？」

「いえ。希望はありません」

　百合原は感情を交えず淡たん々たんと述べる。先ほどの三十刈たちと違ちがって、感情らしいものの欠片かけらも聞き取れない。風の音がよほど感情豊かに思えるほど無機質な声こわ音ねは、彼女の身体を構成するのが発はつ泡ぽう金属骨格や珪けい素そ筋肉である事のなによりの証明に感じられた。

　どれほど〝人間らしさ〟を教えようと、彼女たちレプリノイドが見せるのは〝人間らしい反応〟に過ぎないのだ。

　三十刈たちの言動が人間のように見えれば見えるほど、対汚染戦闘時の無機質さを思い返さずには居られなかった。

　そして、

『人形が人間の振りをするな！』

　と叫さけびたくなる。

　僕ら人間が彼女たちに人間らしさを強しいているのに、僕は人間らしい反応をする人形におぞましさを感じずにはいられなかった。人間を捨てた伝でん染せん体たいとは別の角度から、人間性を汚けがされている気分にさせられたのだ。

　だからこそ、百合原ハルカの無機質な言動に安心した。

〝人間らしい反応〟をする人形ではなく、〝人形らしい反応〟をする人形に安心したのだ。

　彼女だけは〝人間〟を侵しん犯ぱんしない存在であるから、と。

　……人間論を教える『学校』の教師役としては失格な考えかも知れないが。

「それでは、失礼いたします」

　我知らず物思いに耽ふけっていると、僕の沈ちん黙もくで話は終しゆう了りようしたと判断したのか、百合原はきっちりとした敬礼をして指導室を出て行った。

「……あれも、本当なら指導しなくちゃいけないんだろうけど……」

　僕は百合原が座っていた椅子を眺め、誰だれかに指し摘てきされるまではあれで良いかと、後ろ向きに決断した。







「いらっしゃい、六方先生」

　生徒指導室から理事長室に直行すると、二階堂理事長は先に来ていたらしいメグミとにこやかに談だん笑しようしていた。

　入り口に背を向けていたメグミは、振り向いた時に一いつ瞬しゆん嬉うれしそうな顔になったが、すぐに表情をつくり直して鼻を鳴らした。

「――ずいぶんとごゆっくりなんですね、六方先生？」

　外向き用の強気モードでメグミが言う。

　メグミと理事長に短く謝罪してソファに座り、差し出された紅茶に口を付けた。

「さて――すでにそれぞれの意向は伺ってますが、正式にこの場で問わせていただきます。六方カザネ先生、七堂メグミ先生、お二人はこれからも『学校』の教師を続けられますか？」

「はい」

「微び力りよくを尽つくさせていただきます」

　僕とメグミの返事を聞き、理事長は柔らかく微ほほ笑えむ。

「ありがとうございます。シェルターへはワタシから連れん絡らくをしておきます。お二人とも、これからもどうぞ宜よろしくお願いします」

　理事長が頭を下げ、僕らも下げ返す。

「では、これで仕事の話は終わり――と行きたいのですが……」

　顔を上げると、理事長は申し訳無さそうに眉まゆをひそめた顔を僕へ向けていた。

「……六方先生にはもう一件、重要なお話があります。申し訳ありませんが、七堂先生は退出していただけますか？」

　――僕だけ？

　いったい何のことだろうと一いつ瞬しゆん悩なやんだが、すぐに一週間前の事を思い出す。伝染体の来らい襲しゆうで有う耶や無む耶やになっていた、理事長の『お願い』の件を。

「……六方先生？　あなた、何をしでかしたの？」

　隣となりのメグミが胡う乱ろんげに僕を睨んでくる。けど注意深く見詰めると、瞳の奥に不安そうな陰かげがちらついていた。

「心配しないでも良いですよ、七堂先生。ちょっとだけ面倒な課題があって、相談したいだけですから」

　二階堂理事長がメグミに微笑むが、その笑顔は言外に『遠えん慮りよして下さい』と語っていた。

「……失礼します」

　メグミは外用の強気顔を何とか維い持じして理事長室から退出する。けれどドアを閉める間ま際ぎわ、ちらりと潤うるんだ視線を向けてきた。後でちゃんとフォローしておかないといけなさそうだ。

「……ごめんなさいね」

「はい？」

「後で七堂先生にいろいろ訊きかれるでしょう？　面倒をお掛けしますね」

「……いいえ」

　やっぱり、僕はこの女性が苦手みたいだ。

　頼たよりになる女性なのだろうが、全部知ってて韜とう晦かいしているように感じてしょうがない。いや、むしろ頼たより甲が斐いのある方だからこそ、僕が勝手に深読みしているのか……

「……それで、要件というのは一週間前の件の続きという事でよろしいのでしょうか？」

「ええ、そうです」

　理事長が指を鳴らすと、一週間前と同様に部屋が密室へ変わる。

　彼女は微笑みを消し、対たい汚お染せん戦せん闘とうで見せていた、静かだが厳しい視線を僕へ注いだ。

「――六方カザネ先生。これよりこの部屋で行われる会話の、一いつ切さいの公開を禁じます。もし情報漏ろう洩えいが疑われた場合、あなたにはシェルターへの強制送そう還かん措そ置ちが実行されます。その事を念頭において、これからの話を聞きなさい」

「…………」

　凄すさまじい圧力だった。

　鉄の如き無表情と微び動どうだにしない硬こう質しつの視線に曝さらされると、僕ぼくは自分の何倍もある巨きよ像ぞうと対しているみたいな圧あつ迫ぱく感かんを覚えた。

「……拒きよ否ひ権けんは、あるのでしょうか……？」

「東京シェルター運営委員会より直接指示された特Ａ級任務です。これはこの『学校』の教師役指名のＢ級任務を含ふくむ、あらゆる任務に優先されます。拒きよ否ひした場合、貴方あなたは即そく座ざに強制送還措置となります」

　淡々と理事長が告げる。

　強制送還措置というが、言葉の物ぶつ騒そうさとは裏腹に罰ばつ則そくというわけでもないし、シェルターに戻った後に白い目で見られるということもない。ただシェルターに戻されるだけだ。

　けど……

「……お話を伺わせていただきます」

　強制送還されて離はなれ離ばなれになったらメグミが悲しむ。

　強気で凛り々りしいのは外面だけで、内面はかなり甘あまえたがりの寂さみしがり屋や。そんな彼女を残して往ゆくのは心苦しい。一緒に居るための努力をするのは彼かれ氏しの義務だろう。

「……『人間を探せ』、でしたか……？」

「ええ。六方先生、貴方には生徒レプリノイドたちの中に紛まぎれ込んだ〝人間〟を捜そう索さくしてもらいます」







三章　〝人間〟探たん索さく
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「――題材として扱あつかわれることの多い花でも、桜は特に日本人に好まれた花だが……」

　僕は一週間前の授業を思い出しながら人間論の授業を再開していた。ほんの一週間前なのに、半年前のことのように記き憶おくが朧おぼろだ。

　生徒たちは、真しん剣けんな表情で――真剣に見える表情で僕に注目している。

「……これからしばらくはこの『桜』を例にして、文学における題材の使い方を読み解いていこうと思う。桜を題材にした文学作品だが……」

　タブレットを操作して、黒板に三つの文学作品を列記させた。

　梶かじ井い基もと次じ郎ろうの『櫻さくらの樹きの下には』。

　坂さか口ぐち安あん吾ごの『桜の森の満開の下』。

　すこし毛色が違うが能の『西行桜』。

　個人的な好みもあるが、桜をモチーフとしたものとしては有名どころだ。

「……この三つの中からひとつ選ぼうと思う。みんなはどれがいいと思う？」

　生徒たちに問いかけるが、みんな首を傾げるばかりで手が挙がる様子はない……一人だけ、我関せずとニコニコ笑って僕に手を振ってる奴やつが居るが。

　こういう場面になると、彼かれらが人間ではないと実感する。

　彼らはやはり珪素ベースの戦闘生命体なのだ。

　与あたえられた状じよう況きよう下かでどれほど柔じゆう軟なんに物事を考えようとも、〝自分の意見〟を述べることはない。戦場で〝個性〟は役立つだろうが、〝自分の意見〟は邪魔になる。

　どれほど高度な演算力で思考しようと、精せい緻ちなシミュレーションで感情を再現しようと、戦闘に最適化されたシステムでは完全な模倣エミユレートには程ほど遠とおい。

　意見を求めるというよくある授業風景は、彼らレプリノイドと一番縁のない反応なのだ。

　もっとも、それを見た目だけでも人間らしさを再現するのが僕らの役目である。

　だからこそ、『質問魔』のような性格を無理やり作ってそれらしくするのだが……

「……質問があります」

　僕がどうしようかと思っていると、一人の生徒が挙手をした。

　百ゆ合り原はらハルカだった。

　超ちよう重じゆう量りようの焼斬刀ヴオルカーノを自在に振るって伝染体の首を刈かり取とったとは思えない、細く嫋たおやかな繊せん手しゆがまっすぐ挙げられている。

　昨日行ったばかりの性格指導の成果がさっそく出たようだ。

「なんだい、百合原？」

「六ろつ方ぽう先生は、どのような意図を以もってその三作を選んだのですか？」

　氷と評すべきか？

　それとも鋼鉄と評するべきだろうか？

　立ち上がって発言する百合原の顔は、いっそ非人間的を極めたような無表情だった。

　それがいつもの百合原の表情なのだが、そんな顔で淡々と質問されると、遠回しに揶や揄ゆされている錯さつ覚かくに陥おちいりそうだ。

「有名どころというのもあるけど……僕のお気に入りだからってのがあるかな？　出だしが肝かん心じんだから、よく読んで説明しやすいものを選んだんだ」

「ならば、その三作の中で先生が一番好きな作品を選べばいいのではないでしょうか？　なんの予備知識もない者に選ばせようとするのは、いささか無む理り強じいだと判断します」

　意識してやっているのではないだろうが、瞬まばたきすらせずに淡々と言葉を重ねられると、なんだか遠回しにイビられているというか、ものすごい慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに聞こえる。

　再設定しやすいからと百合原を新しい質問役に選んだが、もう少し愛あい想その良い生徒にすれば良かったかもしれない。

「……そうだね。それじゃあ、『桜の森の満開の下』にしよう」

　また性格指導が必要だと反省しながら百合原を座すわらせると、生徒たちのタブレットに教材となった作品の文章データを一いつ斉せい送信する。

　作品を読み始める生徒たちだが、本好きな人間としてはいろいろ複雑な気分だ。

　一番の問題は、そもそも生徒レプリノイドたちにとって『読書』というものが、単に〝人間らしさ〟の模範パターンにすぎないという事だ。彼らは読書の真ま似ねをしているだけで、読書をしているわけではない。大量のデータを一いつ瞬しゆんでダウンロードできる水すい晶しよう電脳を持つ彼らがわざわざタブレットをスクロールしているのは、読書している風に見せているだけのことだ。

　本好きとしては、それはいっそ作品に対する冒ぼう涜とくではないかと思う。

　どんな著者も、誰かを感動させようとして作品を書いた筈だ。しかし人間を擬ぎ似じ模も倣ほうした生徒たちは、そもそも感動という『機能』を持っていない。滑こつ稽けいで無意味な行こう為いだ。

　生徒たちは〝人間らしい反応〟として教えられた通りに小首を傾げたり、大げさに眉を顰ひそめたりしている。ただでさえ解かい釈しやくの難しい坂口安吾だ。幻げん想そう的てきな『桜の森の満開の下』は、レプリノイドたちには意味不明なノイズみたいなものだろう。

　やがて全員が読み終えると、試ためしに五十嵐いがらしを指名して感想を聞く。生真面目という属性を与えられている五十嵐は、かなり盛大に苦虫を噛かみ潰つぶしながら口を開いた。

「はっきり言って、意味不明です。山さん賊ぞくが手に入れた美女ですが、何人も殺している凶きよう暴ぼうな山賊が、唯い々い諾だく々だくと女の言いなりになるものでしょうか？　それに桜の木の下で狂くるうというのもよく分かりません。いわゆる『呪のろい』というものなのでしょうか？　論理も因果も稚ち拙せつで、著者は精神疾しつ患かんを患わずらっていたのではないでしょうか？　山賊の一いつ貫かん性せいの無さも、著者が精神病であったとすれば一定の理解が出来ます」

　教材にした『桜の森の満開の下』だが、満開の桜の下を怖こわがる山賊が主人公だ。

　とある山を根城にする山賊が美女を攫さらって女によう房ぼうにするのだが、この美女が凄まじい我わが儘ままを発揮し、山賊がそれまでに攫った女たちを召めし使つかいの一人だけ残して殺させてしまう。山での暮らしに飽あきて都に住むようになると、この美女は山賊に人間の生首を取ってくるように命令し、山賊は夜な夜な首を狩かるようになる。

　やがて山賊も都の暮らしに辟へき易えきし、美女を背せ負おって山に帰る。やがて満開の桜の下にやってくると、美女が鬼おにになって山賊の首を絞しめてくる。山賊は締め返して鬼を殺すのだが、それは鬼ではなくて美女のままだった。美女の死を嘆なげき悲かなしむ山賊だが、終しまいには美女の死体も山賊自身も桜の花びらとなって散ってしまう。

　……あらすじだけ抜き出すと、確かに意味不明だ。

　意味不明なりに何とか意見らしきものを捻ひねり出す五十嵐だが、それで出てくるのが『作者がビョーキ』とは……当たらずとも遠からずなのがちょっと面おも白しろい。

　坂口安吾が鬱うつ病びようを患って薬物中毒に陥っていたのは有名なことだ。

　とはいえ、作品を読んで作者の健康状態を言げん及きゆうするあたり、作品に対する感想らしい感想は持てなかったようだ。

　断定はできないが、やっぱり五十嵐は違うようだ。

「それじゃあ……四十田あいだ」

「……美女、恐こわい。ユキ、覚えた」

　ほんとに恐いのか疑わしいぼんやりとした顔で頷うなずく四十田。

「――他には？」

「……山賊、メンヘラ好きだった？」

「……これをメンヘラっていうのは色々と問題があると思うけど……」

　生首で楽しそうにおままごとをする女をメンヘラとは呼べないだろう。

　感想らしいことを言っているようにも聞こえるが……四十田は保留にしておこう。

「それじゃあ……三み十と刈がり」

「はいはーい！　あたしは山でも都でも、先生がいればどこでも天国だよ～？」

　天国なのはお前の水晶電脳アタマだ――と、教師らしからぬ暴言が飛び出そうになるのをグッとこらえて三十刈を座らせる。

　うん、どう考えても三十刈は違う。

　僕は次に感想を述べてもらう生徒を見みつ繕くろうべく、教室を見回す。

　――本当にこの中にいるのだろうか？

　名前を呼ばれるのを待つ生徒たちを眺ながめ、僕は昨日の理事長の会話を思い出した。





※　※　※






「……〝人間〟を捜索する、ですか？」

　孤立化スタンドアローンとなった理事長室で告げられた二に階かい堂どう理事長の言葉に、僕は理解が及およばず、曖あい昧まいに彼女の言葉を繰くり返かえした。

「ええ。六方カザネ先生。あなたにはこの『学校』――『心質保全矯きよう正せい施し設せつ』に紛れ込んだ〝人間〟を捜索していただきます」

　二階堂理事長が繰り返すが、やはり僕には理解不能だった。

　この『学校』に配属される教師役の人間を除けば、シェルターから人間が地上に出てくる事は不可能と言っていい。

　シェルターは外界との接せつ触しよくを絶つ為に造られたのだから、簡単に地上と行き来できるようではその役目を果たせない。地上の拠きよ点てんであるこの『学校』と、地下深くの東京シェルターの間には、六十四にも及ぶ安全装置が設置され、二十四時間三百六十五日休みなくモニターされている。

　運営委員会の許可を得ていない者がシェルターを出るのは不可能と言っていい。

　そもそも紛れ込むと言っても、教師役は多少の増減はあるが最大でも五十人前後しか常じよう駐ちゆうしない。選定漏もれやミスが入り込む数ではない。

　人間が〝紛れ込む〟等という事態はこの『学校』では名実ともに不可能だ。

　理事長は、暗あん喩ゆか韜とう晦かいで僕に何かを察しろと言っているのだろうか？

「……混乱するのは分かりますが、東京シェルター運営委員会からの命令は間ま違ちがいなく『人間の捜索』です。それも、生徒たちの中に紛れ込んだ人間を見つけ出すように、と」

「生徒の、中？」

　さらに理解不能だ。

　この『学校』の生徒は全員がレプリノイドだ。

　彼らはどれだけ人間と見分けの付かぬ外見でも、強力無比な戦せん闘とう力りよくを備えた兵器だ。彼らへのフランケンシュタイン・コンプレックスから脱だつ却きやくできずにこんな『学校』を造るくらいである。当然、人間にとっても恐おそるべきレプリノイドの管理は厳重を極めている。

　数が合わなくなる事など起きようがない。

　ましてや、彼らは戦闘用の珪素生命体。人間とは構成物質からしてまったく異質だ。

　折しも一週間前に対汚染戦闘があった。対汚染戦闘が行われた場合、戦闘に参加しなかった個体であっても全レプリノイドに綿密な検査と洗せん浄じよう、徹てつ底てい的てきなメンテナンスが課せられている。人間が紛れていれば一発で分かる。

　人間が紛れ込むなどという事態は、この『学校』では起こりようがないのだ。

「――六方先生は、レプリノイドの水晶電脳について、どの程度まで理解していますか？」

「はぁ……水晶電脳は人工変異水晶内を飛とび交かう光子によって量子演算を可能にしたシステムである……ということは『学校』に配属される前の事前研修で習いましたが……」

　レプリノイドの頭脳に使われている水晶ソリツドステー電脳ト・ブレインは、人工変異させた珪素同位体を元にした高密度積層構造体をトランジスタとメモリーとし、情報の媒ばい介かいに光子を用いた量子コンピューター、あるいは光量子コンピューターと呼ばれるものの一種だ。人間の脳と同じ体積で、全盛期のスパコンが塵ちり芥あくたに思える性能を実現している。

　レプリノイドの一見して人間と見み間ま違ちがう感情エミュレーターも、この水晶電脳の超ちよう演えん算ざん力りよくによるものだ。

「では、事前研修で習いませんでしたか？　実用化された当初、水晶電脳に意識を移そうとする人間もいた、と」

「ええ、習いましたが……」

　荒こう唐とう無む稽けいすぎて、僕もメグミも失しつ笑しようしてしまったのを覚えている。

　意識が転写可能だなどと、そんなのは痴ち人じんの妄もう想そうだ。

「妄想……そう、妄想に過ぎません。けれど追おい詰つめられた人間というものは、妄想にすら救いを求めようとするものなのです」

　理事長は、口くちの端はをくいっと常になく吊つり上げた。

　――もしかして、苦く笑しよう、したのだろうか……？

「有機汚お染せんの黎れい明めい期きには、様々な対応策が考えられました。宇宙移民まで本気で検討していたのですよ？　信じられますか？　他にも、全人類を巨きよ大だいな水晶電脳へデータ化して保存するなどと話し合われました。そんな絵空事が本気で話し合われていたのですよ、当時は」

　苦笑、していながら、理事長の声からは何の感情も読み取れなくなっていく。常つね日ひ頃ごろの穏おだやかな口調とも、戦闘指揮時の鋭するどい指示とも違う。

　擦すり切きれた弦げん楽がつ器きが漏らす掠かすれ声みたいな声だった。

　情感が抜ぬけ落おちたのではなく、咽頭のどが感情を乗せきれなくなった、古ぼけたスピーカーの雑音のような声。

　いったいどれほどの経験トキと感情オモイが積み重なれば、こんな音声コエになるのだろう。

　僕は巨大な氷山を前にしたような、寒々しい圧力に身を固くするばかりだった。

「……それは……少なからず水晶電脳に意識を移した人間が居た、ということですか？」

　理事長は何も言わなかった。

　ただ、唇くちびるだけでにっこりと笑った。

　見る者の背筋が氷に変わるような笑えみだった。

「…………その人たちは、どうなったのですか……？」

「どうなったと思いますか？」

　理事長は僕を試すように質問を質問で返した。

「……自己同一性の喪そう失しつや多重人格に似た精神状態になって、最終的に発はつ狂きようする筈です。人間は心と体が揃そろって人間ですから……」

　どれほど優すぐれた演算力を持つ水晶電脳を実用化できたとはいえ、理論上は脳の活動を十分にシミュレート可能だとはいえ、『クオリア問題』や『意識のハード・プロブレム』が解決された訳ではなかった。

　生身でなくなるのは人間にとって大おお事ごとだ。人間の意識の連続性や自己同一性は、意識そのものではなく、身体――より正確に言えば〝見た目〟によって保持されていると言っても過言ではない。意識は、意識それ自体で存在できるほど強固でも強きよう靭じんでもないのだ。

「そう……そんなことはちょっと考えれば分かることですよね」

　二階堂理事長は再び、見る者の背筋を凍こおらせる笑みを浮かべた。

「人間という生き物は、追い詰められたら愚おろかしい行為を平気で行えてしまえるのですよ……あなた方のように、シェルターで生まれ育った世代には、ピンとこないでしょうけれども、ね。むしろそんな実例があったからこそ、シェルターでは〝人間らしさ〟というものが尊ばれているのです」

　まるで見てきたように――いや、実際に見てきたのだろう過去を語る理事長。

　四よ辻つじ先生の話を半分くらいに聞いていたが、いまのこの理事長を見れば、長い時間を生きていることの何よりの証しよう拠こに思えた。

「けれど、万分の一か、億分の一か、極ごく々ごく稀まれに耐たえてしまう人もいるのです」

「……耐える？」

「そう、意識だけで自じ我がを保てる人間がいるのです。意識の移行に耐えられる精神力を持つ者が。一種の異形者と言えますね」

「そんな人間が……え？　まさか、僕に探せという〝人間〟というのは……」

「ええ、そうです。レプリノイドの水晶電脳に意識を移しながら自我を保つ人間……それを見つけ出して欲ほしいのです」

「…………何故、今いま更さら？」

「シェルターへ人々とともに退たい避ひされたデータは膨ぼう大だいですからね。シェルターの運営委員会は過去のデータを現在に至るまで丁てい寧ねいに整理し検証しています。その過程で判明したのでしょう。現存するロットナンバーから、六方先生の担任されているクラスの生徒の誰かの可能性が高い、との事です」

「……『君は人間ですか？』と聞いて回るだけでは駄だ目め、なんでしょうね？」

「レプリノイドに混じって百年以上も戦い続けているのです。本人が何を考えているのかは分かりませんが、訊いて答えるならとっくに名乗り出ているでしょう」

「何を好き好んで……」

「それは本人を見つけて訊くしかありませんね。いずれにせよ、〝人間〟は見つけ出して保護しなければなりません。それがたとえ意識だけの〝人間〟であっても」

「…………」

「改めて命令します。六方カザネ、あなたのクラスの中に紛れた〝人間〟を捜索して保護しなさい」




２




　結局、今回の授業で〝人間〟の目星は付けられなかった。

　もっとも、感想を述べてもらうなんて探し方で見つかるとはちょっと安易だと思っていたので肩かた透すかしは想定内だが。

　他のクラスの授業もこなしつつ、終業のホームルームでそれとなく僕のクラスの生徒を眺める。

　全部で三十名。

　この中に一人、本物の人間が居る。

　誰もが怪あやしく思えるし、逆に『本当に居るのか？』と疑わしくも思える。

　期限は区切られていないが、理事長からはできるだけ早く保護しろと言われている。なんとか探し出す方法を考えないと。

　片付けをして職しよく員いん寮りようの自室に戻る。いつもなら明日の授業の用意を真っ先に済ませるのだが、ベッドに横になって思考に耽る。

　――僕に探たん偵てい役やくは向いていない。

　探偵小説も結構な数を読んでいるが、なんの役にも立ちそうにない。そもそも僕は毎回作者のトリックに振り回されるばかりで、犯人を当てることの方が少ないのだ。

　それに、これは探偵の捜そう査さからかけ離れている。

　人間の物もの真ま似ねをする機械の中から本物の人間を見つけるだなんて、探偵小説なら探偵以外の登場人物全員が犯人の協力者みたいなものだ。

　これでは名めい探たん偵ていもお手上げだろう。

　理事長に言われた時はわりかし簡単な任務だとホッとしたが……

「……改めて考えてみると、かなり無む茶ちや振ぶりかも……」

　どうしたものかとベッドの上で悶もだえていると、部屋がノックされた。

　誰かはすぐに分かったので入室許可を出すと、予想通りメグミが入ってきた。

「やあ、メグ――」

「で？　何をやってるの？」

　ムスッとした顔で腕うでを組んで僕を見下ろすメグミ。かなりご機嫌ナナメの様子だ。

「……悪いけど言えない」

「どうしても？」

「どうしても」

　僕の答えに、メグミはますます怒おこり顔がおになり、僕のお腹なかの上に乱暴に座り込んだ。

「ぐえっ……痛いよ、メグミ」

「隠かくし事ごとをするカザネが悪いのよ」

　えぐり込むように尻しりを動かすメグミ。柔やわらかな感かん触しよくが心ここ地ちよいのでずっとこのままでと思うのと同時に、的確に鳩尾みぞおちへ体重を掛かけられて苦しいので早く退いてもらいたくもある。

「…………」

「……退いてって言わないの？」

「……これで気が済むなら、好きなだけ乗ってていいよ」

「…………ふんっ」

　僕の上から退くと、メグミは乱暴にベッドへぼすんと座り直した。

　体を起こして彼かの女じよの横顔を伺う。

「……ごめん、メグミ。けど、理事長に他言無用って言われてる頼たのみ事ごとなんだよ」

「……わかってるわよ、それくらい」

　メグミが頬ほおを膨ふくらまして愚ぐ痴ちるように言う。

「でも……それでも！　カザネがわたしに隠し事をしてるのがイヤなの！」

　理り屈くつと感情は別だとぷりぷり怒るメグミ。とても可愛かわいらしい。

　僕は無言でメグミの頭を撫なでた。

「…………気に入らないものは気に入らないんだからね」

「うん、分かってる」

「…………恋こい人びと同士で隠し事なんて、良くないんだからね」

「うん、分かってる」

「…………わたしはカザネの彼女なんだからね」

「うん、僕はメグミの彼氏だよ」

「…………だったら！」

　僕の手を払はらうと、メグミはこっちに向かって両手を伸のばした。

　メグミみたいなカッコいい系の女の子が、親に抱だっこをねだるみたいな幼いた気いけな仕草をするものだから、僕は微笑ましくなって微び笑しようしてしまった。

「ん……」

　彼女の要望に従ってぎゅっと抱き寄せると、メグミも痛いくらいに抱き返してきた。

「……もっとギュッとしなさい」

「了りよう解かいです」

　しばらくそのままでいる。

　メグミはたっぷり五分は経たってから抱く手を緩ゆるめて離れた。

「……ちゃんと話せるようになったら話してくれないと駄目なんだからね」

「うん、もちろん」

　しっかり頷くと、ようやくメグミが満足そうに笑う。

　機嫌が治ってくれたみたいで何よりだ。

　そこからは適当な四よ方も山やま話ばなしとなった。話題で多いのは、やっぱり職しよく業ぎよう柄がらか人間論の授業のことだ。

　僕の文学論は曖昧すぎて具体例が難しいが、メグミの方は具体的なスポーツからどうやって精神的なものへもっていくのかが大変だ。

　戦闘用に設計されているレプリノイドは、肉体性能なら人間以上だし、自己鍛たん錬れんの意味が根本から異なる。

　レプリノイドの発はつ泡ぽう金属骨格や珪素筋肉シリコンマツスルは、彼らの身体を循じゆん環かんするナノマシンによって修復と新生を繰り返している。人間と同等以上の新しん陳ちん代たい謝しや機能は、彼らが珪素生命体と称しようされる所以ゆえんだ。

　そんなレプリノイドたちに『体を動かして気持ちよくなる』なんて感覚は、理解できても体得できるものではない。そんな彼らに〝スポーツから通した人間らしさ〟を教えるのは、門外漢の僕から見ても難行としか思えない。

「けどわたしにした所で、いまひとつスポーツと人間らしさを結びつけるのは無意味に感じるのよね……」

「見学した限りじゃ、上う手まくやっているように見えたけど？」

「あのね、カザネ。スポーツっていうのはそれ自体が目的なの。そこに〝人間らしさ〟なんて七しち面めん倒どうな理屈はないのよ。体を動かして乳酸を貯ためる、その快感の為ためにやるんだから」

「乳酸を貯めるのが快感なの？」

　文系には理解不可能な感覚だ。

「スポーツマンシップとかチームワークとかも確かにあるかもね？　けど、やっぱりスポーツは体を動かすことが基本であり全すべてよ。レプリノイドには体を動かすことが気持ちいいなんてのは判わからない。だいたい珪素筋肉に乳酸なんて貯まらないしね。彼らの肉体は疲ひ労ろうによる達成感を与えるようには出来てないわ」

　メグミの言いたいことは何となく分かる。

　レプリノイドにとって『運動』とは、敵を駆く逐ちくし殲せん滅めつするのに最適な行動の事だ。目的があって成される行動こそが、彼らにとっての『運動』なのだ。

　運動それ自体が目的であり意味であり理由である『スポーツ』は、非人間にしてみたら無む駄だにエネルギーを消費する非合理かつ不合理な行動に違ちがいない。

「人間の行動すべてに意味や理由があるワケじゃないしね」

「そうね。時とき偶たま、意味も理由も、それどころか出処さえ不明の感情に突き動かされて行動に移すこともあるし」

「へぇ？　それは？」

「決まってるでしょ？　愛よ、愛」

　メグミがからかうような流し目をしながら笑う。

　もしかしたら本人は大人の女ぶっているのかも知れないが、初恋二ヶか月げつの少女の大人ぶった自慢顔ドヤがおにしか見えず、あまりの微笑ましさに失笑してしまった。

「……なんで笑うのよ」

「ごめんごめん。うん、そうだね。愛に理由はないもんね」

「もう！　カザネったらバカにして！」

「バカになんてしてないよ。メグミが可愛かったから笑ってるんだよ」

　怒りかけていたメグミだが、僕が「可愛い」と口にした途と端たんに顔を真っ赤にして俯うつむいてしまった。

　相変わらずチョロい。チョロ可愛い。

　ほんとうに可愛い彼女だ。

　とはいえ、あまりいつまでも俯いているのも問題だ。顔を上げて話をしてもらえる様、何か適当な話題を探す。

「……ねぇ、メグミ。メグミから見て、人間僕らと見分けのつかない生徒って誰だれかいる？」

　話の流れで、輪りん郭かくを曖昧にして訊いてみる。

　スポーツ専門で僕と逆ベクトルの教え方をしているメグミなら、また別の意見が出てくるかもしれない。

「ん？　どうしたの急に？」

「人間と変わらないくらい人間らしい生徒レプリノイドがいるのなら、その感情シミュレーターを参考にして今度の性格指導をしようと思って」

「ああ、そういえばカザネのクラスは質問担当の生徒がいなくなっちゃったんだっけ？　うーん、そうねぇ……」

　メグミは顎に人差し指を当ててうんうんと首を捻る。

　暫しばらくの間見守っていたが、なかなか答えが出ないらしく、メグミの眉まゆ根ねがどんどん吊り上がってゆく。

「うーん…………すぐには思おもい浮うかばないわ」

「居ないの？」

「逆よ、いっぱい居るもの。だって見た目は人間と変わらなくて、わたしたちの前任者たちが延々と調整してきたのよ？　中身はともかく見た目の言動だけなら、ほとんど人間と変わらないわ」

「けど、レプリノイドには人間らしい自発性は皆かい無むだろ？」

「自発性なんて関係ないんじゃない？　授業で自分から発言する生徒なんて少数じゃない？　自分の考えを持たず流されるだけの人間だって少なくないんだし」

「それはそうだろうけど……」

「そういう意味じゃ、レプリノイドってすごく人間らしいわよね」

　わたしたちって本当に必要なのかしらとメグミが苦笑する。

　僕も苦笑し返したが、内心はどんより曇っていた。

　――ますます靄もやの中だ……

　明日の人間探索に思いを馳せ、僕は未だ見ぬ〝人間〟に恨うらみ言ごとを言いたくなった。
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　穴を掘ほる。

　無心に掘る。

　骸がい骨こつみたいに痩せこけた桜の樹の下で、幼い僕が黙もく々もくと穴を掘っている。

　けど、何で掘っているのかは自分自身でも思い出せない。

　動物の遺骸でも埋うめようと言うのだろうか？

　桜の木の下に何が埋まっているのか確かめようとしているのだろうか？

　思い出せない。

　思い出せないまま、僕ぼくは黙々と穴を掘る。

　穴を掘るに連れ、穴が深くなるに連れ、夢の中の僕もいつの間にか成長していった。

　もう、今の僕と変わらない背丈になっている。

　そして穴は、僕の成長した身体がぽっかり入ってお釣りが出るくらい深くなっていた。

　不意に、穴の底から頭上を見上げる。

　薄うすぼんやりと烟けむる夜空が見えた。

　頼たよりない三日月が見えた。

　桜の枝が見えた。

　骸骨みたいに痩せこけた桜の枝は、まるで縋るように伸ばされた亡者の腕に見えた。

　その、亡者の腕が。

　捻くれた桜の枝が、ギシギシ音を立てて蠢き始めた。

　亡者の腕みたいな桜の枝、もしくは桜の枝みたいな亡者の腕が、僕が掘り返した土を穴の中へ掻かき戻そうとし始める。

　僕の頭に。

　僕の肩かたに。

　湿った冷たい土が被さってゆく。

　どんどん被さってゆく。

　足首が埋まり。

　膝が埋まり。

　腰こしが埋まる。

　身体が重くなる。

　生き埋めにされる。

　だのに、僕は上から降ふってくる土を諾々と受け入れていた。

　いや、むしろ歓迎すらしていた。

　胸が埋まって息が苦しくなる。

　喉のどが埋まって息が苦しくなる。

　口が埋まって息が苦しくなる。

　鼻が埋まって息が止まった。

　苦しい。

　苦しい。

　苦しい。

　けれど何な故ぜだろう。

　僕はその苦しさを求めていた気がする。

　目が埋まって闇に包まれた。

　生き埋めにされた僕は、ようやく穴を掘っていた理由を思い出した。

　僕は、僕を埋める為に穴を掘っていたのだ。





※　※　※






「……苦しい……」

　考え事をしながら寝たせいか、やたらに夢見が悪かった。

　自分を埋めたいとか、自殺願望でもあるのだろうか？

「……重い……」

　起き上がろうとしたら、物理的に胸が重かった。

　視線をずらすと、胸の上にピンク色の塊かたまりが乗っかっていた。

「……久しぶりだな、この目覚め方」

　すやすや眠る三十刈アイラのピンク色の頭に、硬く握にぎった拳げん骨こつを見み舞まう。水晶電脳を頑丈な発泡金属骨格と衝しよう撃げきを吸収する珪素筋肉で包む頭部は相変わらず硬く、殴ったこっちの拳こぶしの方が怪け我がしそうだった。

「みにゅ！　……んぁ？　先生ひどいです～？」

　むにゃむにゃと目を擦りながら身体を起こした三十刈が頭を擦りながら身体を起こす。たいして痛くないだろうに、芸の細かいやつだ。

「んふふ～。でもでも、これも先生の愛のムチですから、どんと来いです！」

　天使みたいな美び貌ぼうに「むふぅ」と得意気な笑みを浮かべる三十刈。見てる方がイラッとすること請け合いの能天気すぎるドヤ顔だ。

　おかげで、態わざとらしいぐらい透すけ透けのベビードールがちっともエロくない。

「……お前も学習しないな……」

　こいつの残念設定は今日も絶好調である。

「まったく……飽きずによくやるよ……」

「んふふ～。愛のなせるワザですよぉ」

　愛。

　愛、ね。

　こんな超絶美少女に愛を囁かれたらそれだけで鼻血モノだろうが、三十刈の感情エミュレーターの設定を知っている僕には、残念な性格以上にそらぞらしく聞こえる。

　三十刈が僕になつくのは、こいつの嗜好が先生へと向けられるように設定されているからだ。愛、なんて感情からもっとも程ほど遠とおい。

　各種設定の組み合わせによって形造られたレプリノイドの精神は、条件反射の集積による積み木細工と同じだ。

　愛という曖昧で理不尽な出処不明な感情は、彼女たちには縁えんがない。

「……なんで三十刈は僕が好きなんだ？」

　ちょっと意地悪な気持ちになって問とい質ただしてみる。

　すると、三十刈はきょとんとした顔になり、ついでにへらとだらしなく笑った。

「変な先生」

　にへらにへらと頬が溶け出しそうに緩い笑いを浮かべながら三十刈が言う。

「愛に理由なんてありませんよぉ」

「…………」

　三十刈の答えを聞いて、僕の胸の奥おくがムカつきはじめた。

　これまで、三十刈の能天気な言動に関してイライラしたことはあった。けれどそれは、手間の掛かる教え子や飼い猫ねこに対してしょうがないなぁと苦笑する程度の苛つきだった。

　しかし今、目の前の天使みたいな見た目の人形に対して湧き上がったのは、憎しみに近い感情だった。

　知ったかぶって愛を語る三十刈に、僕はひどいムカつきを感じはじめた。

「先生……？」

　急に黙だまりこんだ僕を、三十刈が気遣うように覗のぞきこんでくる。その仕草がなおさら〝人間らしく〟て、僕のムカつきはさらに強くなった。

「……お前が……」

「はい？」

「お前が人間、なのか？」

　ぽろり、と。胸のムカつきに押されて転がるようにその問が零れた。

　三十刈はまたもや口をだらしなく開いてきょとんとする。

「…………変な先生」

　先さき程ほどと同様の緩みすぎた笑え顔がおを作り、僕に伸し掛かってくる。豊かな胸の膨らみが僕の胸に押おし付つけられる。

「あたしはレプリノイドです。ヒトを守護まもる為に生み出された、ヒトと寄り添うモノです」

　すりすり身体を擦り付けてくる三十刈。衝撃吸収シリコンの塊の乳ち房ぶさが柔らかく歪ゆがむ。

　見てるこっちが呆あきれるほどの能天気すぎる笑顔を浮かべた、あからさま過ぎて逆に萎える格好をした人形の身体が、急に艶めかしいものに感じられはじめた。

　胸の奥のムカつきは相変わらずで、それどころかより強くなっているのに、目の前の人形の身体に背筋がビクリと反応しそうになる。

「……出てけ」

「先生？」

「出ていけ！」
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　力任せに、僕は三十刈を部屋から追い出した。

　締しめ出された三十刈がいつものようにドアを叩たたき、やがて諦あきらめて去ってゆくまで、僕はドアを睨にらみ続けた。

「…………バカな」

　頭を振ふって、深呼吸して気を落ち着ける。

「……三十刈あいつが〝人間〟のワケがない……」

　僕と三十刈アイラとの間には何のイベントもなかった。『学校』に着任して三日後からベッドに潜もぐり込んできたが、三十刈は単純に感情シミュレーター上の設定として僕に好意があるような反応をしているだけだ。前任者たちの部屋にも、僕と同様に忍しのび込んで来ていたに違いない。

　だからこそ、僕は三十刈が目的の〝人間〟の候補から真っ先に外していた。

　だのに、知ったかぶりな三十刈のセリフに、僕は人間に向けるような感情を抱いてしまっていた。人間に向けるような苛立ちを。

　愛について、三十刈が理解している筈はずがない。人間にさえ理解できない感情を、非複製品レプリノイドに理解できるわけがない。

　が、三十刈の愛を知ったかぶった態度は、まるで年頃の少女のようだった。

　例えばそう――昨夜のメグミのように。

「…………ちっ」

　舌打ちをして、準備を始める。

　食堂に行くと、食事をしていた四辻先生が僕を見つけて手を振ってくる。だが、何故か彼かれは僕が近づくと首を傾かしげた。

「んん？　なぁ、カザネ」

「六方です」

「何かヤなことでもあったのか？」

　どうやら、まだ表情が硬かったらしい。

「……そんなに三十刈の朝訪問が面めん倒どうくさいなら、さっさと性格指導で設定変更しちまえ」

　頬を揉んで表情筋を解ほぐしていると、四辻先生が難しい顔で忠告してきた。

「…………いえ。それには及びませんよ」

　設定を変更して三十刈の条件反射な好意を遮断シヤツトダウンするのは簡単だが、それをするのは負けたような気がするのでやりたくない。

　――何に？

　何に勝ち、何に負けるというのだろうか。

　胸のムカつきはしばらく収まらず、朝食は半分ほど残すことになってしまった。

　そして、一限目から担任クラスの授業となった。

　気持ちの切きり替かえができないまま三十刈の能天気な笑顔を見るのは苦痛なので、なるべく視界に入れないように務めた。

「――桜が日本人に好まれる題材なのは、美しさと同時に散り際の儚さも持ち合わせているからだ」

　授業を進めていると、胸のムカつきがどんどん強くなっていく。

　こんな形だけの授業なんて何の意味もない。〝人間らしい〟反応なんて、生徒たちの水すい晶しよう電脳に直接書き込めばいい。

　理解できない――いや、共感のないレプリノイドたちにこんな授業をするのは、じゃがいも畑で一人芝居をしているようなものじゃないか。

　とはいえ、その無意味さこそが僕ら人間の人間たる所以とも言えるわけで、意味が無いからと投げ出すのは自分を機械側に近づける行こう為いに思えて忌き避ひ感かんも覚える。

　雁がん字じ搦がらめな気分だ。

「……桜の花はあっという間に散ってしまう。その様から『潔く散る』と侍や軍人の理想みたいに語られた事もある。潔く『散る』……つまり『死』を連想させる花が桜というワケだ。事実、桜の花は『死』と関連付けられた題材とされる事がほとんどと言っていい。事実この『桜の森の満開の下』も、桜の花吹雪を効果的に使った『消失』を演出している」

「――先生」

　水晶を打ち鳴らしたような、といえば聞こえはいいが、美しいが無機的な声が上がる。

　手を挙げて発言の許可を求めているのは、質問担当となった百合原だ。これまでまったく授業に関かかわってきていなかったのに、設定に勤勉なことだ。

「――桜が『死』と強く結びついているのなら、なぜ彼岸花は桜ほどに人気が出ないのですか？　同じ『死』を連想させる花なら、彼岸花も桜と同じくらいモチーフに用いられてもいいはずです」

　百合原が無表情のまま質問する。相変わらず、難なん癖くせを付けられている気分になる口調だ。

　やっぱり早いうちに指導をしなきゃならないか……

「……確かに彼岸花も曼まん珠じゆ沙しや華げなどと呼ばれて死を連想させる花だ。けれど日本人により好まれるのが桜なのは、やはり桜の散り際の美しさからだろう」

「醜い散り方をする彼岸花は見苦しいから好まれない、ということですか？」

「……有り体に言うと、そうだね」

「人間本位な考え方ですね。花にしたらいい迷惑です」

　……慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに聞こえるのは、僕の耳か目が悪いからなのだろうか？

　今日の放課後にでも、もう一度性格指導しよう。

「……文学でも音楽でも、芸術は人間本位なものだからね」

　百合原を座すわらせると、溜ため息いきを堪えて授業を進める。

「――桜は『死』を連想させる。前にも言ったように、『死』は人間に訴うつたえかけるもので一番分かりやすいものだ。その分かりやすい『死』と関連付ける題材に桜が選ばれるのは、その美しさもあるが、桜に対する解かい釈しやくが複数存在するからだろう」

　黒板に桜の映像をランダムに流す。

「春を告げることから祝福に、あっという間に散ることから諸行無常にと、桜は多種多様な解釈や捉え方をされる。イメージが錯さく綜そうし重複しているというワケだ。この曖あい昧まいな解釈から明確なイメージを抽出することで、難解さから分かり易やすさへと変化を付けるわけだ」

「――先生」

　もちろん、また百合原だ。

「――しかしこの『桜の森の満開の下』は、最後の最後まで難解のままですが」

「……まぁ、その通りといえばその通りだけど……」

　昭和の作家の中でも特に難解で内向的な作家の作品が分かりやすかったら、それはそれで味気ないだろうけど。

「けれど、逆に考えてみよう。もしこの作品を桜という題材を使わずに主題を表現しようとしたらどうなると思う？」

「狂った美女に振り回されて破滅した愚かな男の惨めな末路、以外に解釈のしようのない、分かり易いくらい分かり易い話になると考えられます」

「そう、分かり易すぎる話になってしまう。解釈の余地のない話になる。けれどここに桜というモチーフを挟はさみこむことで、狂った美女に振り回された男の破滅に解釈の余地が生まれる。つまり、分かり易さから難解さへの変化が生まれるわけだ。可読性の助けだけが、モチーフの使い方じゃない。その逆も然り、だ」

「……なるほど。理解しました」

　首振り人形みたいに頷うなずいて百合原が着席する。

「――モチーフの用途は、作品の物語性を高めることだ。だから優れたモチーフは、モチーフそれ自体が物語を持っている。複数の解釈、複数の物語が重ね合わせになっているからこそ、桜はモチーフとして用いられやすい訳だ。さて、そこで……」

　教室を見回す。

　僕へとじっと瞳ひとみを向ける生徒たち。それぞれ違った表情を浮かべてはいるが、その瞳は伽が藍らん洞どうだ。何か明確な意思を以もって僕を見ているようには思えない。教えこんだ習慣、学習の結果として僕を見ているだけだ。

　――機械らしい眼めだ。

　そう思うと同時に、

　――人間と変わらない眼だ。

　とも思う。

　メグミも言っていた。人間のすべての行動に目的や意思がある訳じゃない。人間だって、学習の結果の惰性として無意識に行動することがある。いや、そっちの方が多いのではないだろうか。

　学習の結果としての行動。

　条件反射の集積としての言動。

　レプリノイドたちが見せる〝人間らしい反応〟は、ある意味で〝人間の反応〟と変わらない。少なくとも外見上は、何の差異もないのだ。

　この中に人間が紛まぎれたら、見分けが付かなくなって当然だ。

　なんせ、見た目の反応は人間とほとんど変わらない。

　そうなるように僕たち人間が仕向けたのだ。

　――では、何を以って人間と非人間を分けるのだろう。

「……教材とした『桜の森の満開の下』における桜の解釈について、レポートに纏めて提出するように。明後日の授業で使うから、明日の午後六時ヒトハチマルマルまでに提出するように」

　言い終えるのと同時にチャイムが鳴る。

　委員長の五十嵐が起立と礼の号令を出して授業が終わり、僕は教きよう壇だんを離はなれた。

「……ああ、百合原」

　教室を去り際ぎわ、百合原に声を掛けた。

　孤こ高こうの女生徒そのものの風情で窓の外を眺ながめていた百合原が、無ぶ愛あい想そという言葉も逃げ出すような無表情を僕へと向ける。

「性格指導をするから、今日の放課後、指導室に来るように」

「――はい」

「ええ～？　ハルカちゃんばっかりずるい～」

　ピンク色の物体が、ピンク色の声を上げる。

「あたしも！　あたしも先生に指導されたいです！」

　三十刈が挙手をして馬ば鹿かな発言をする。ついでに、振り上げた手も馬鹿なジェスチャーをしていた。

「三十刈さん！　なんて形をしているんです！」

　顔を真まっ赤かにした五十嵐が、三十刈の親指を人差し指と中指の間に挟んだ握り拳を慌あわててはたき落とした。

「破は廉れん恥ちなことはお止しなさい！」

「ええ～？　破廉恥ぃ～？　委員長、何が破廉恥なのぉ～」

「ぐっ、それは……」

「ねぇねぇ、教えて教えて？　何が破廉恥なのぉ～」

　真ま面じ目めな五十嵐が、脳内ピンク色の三十刈に攻せめられて口籠る。ハイティーンの少女たちらしいやり取りだが、これもまた学習と設定によって行われる寸劇にすぎない。どれほど〝らしく〟見えようが、ただの反応にすぎない……ハズだ。

「…………」

　百合原の返事は聞いて、もう用事はない。

　姦しさを増す教室に背を向け、さっさと歩き去った。







「……ほんとにどうしたんだ、カザネ？」

「六方です」

　職員室で雑務をこなしていると、四辻先生に気き遣づかわしげな声を掛けられた。

　今日の分の授業報告を纏めていただけなのだが……

「……何か変ですか？」

「そんな風にしわ寄せて、変も何もあるかい」

　四辻先生が厳しい面をして自分の額を指差す。同じ場所へ僕も指を伸ばすと、確かに額に皺が寄っていた。

「気に入らないことでもあったのか？」

「いえ……いえ、そうですね……」

　額のシワを擦って伸ばしながら、教師として先せん輩ぱいである四辻先生に相談することにした。

「……四辻先生は、生徒たちが気持ち悪くなりませんでしたか？」

「あん？　どういう意味だ？」

「生徒たち――レプリノイドたちの〝人間らしい〟姿を見て、気持ち悪くなりませんでしたか？」

「おいおい？　オレたちはそのレプリノイドを〝人間らしく〟する為に居るんだぞ？」

「……それはそうなんですけど……」

「どんなに〝人間らしく〟見えようが、連中は〝人間らしい反応〟をしてるだけだ。レプリノイドはレプリノイド。人間は人間だ。それだけのことだ」

「…………そう、ですよね……」

　四辻先生の言うことは正しい。レプリノイドは設定に従って〝人間らしく〟振ふる舞まっているだけだ。人間が人間であるだけで出来ている言動との間には、天と地ほどの差がある。

　……差がある、筈だ。

「だいたい、そういう質問は……って、丁度いい。おーい、九く条じよう！」

　四辻先生が手を振って、職員室に入ってきた教師を呼ぶ。

「何ですか、四辻先生？」

　聞き取りやすい明朗な口調で問いながら近寄ってくる九条先生は、いかにも学者然としたメガネを掛かけた青年だ。生物専攻の人間論を担当し、生物学的な観点からの人間を授業で教えている。

「ちょいとカザネが悩なやんでるみたいなんで、相談に乗ってやってくれよ」

「いいですよ。何ですか、六方先生？」

　九条先生が穏おだやかな口調で僕に語りかける。四辻先生と違い、ちゃんと苗みよう字じの方で呼んでくれる。とても良い人だ。

「ええと……九条先生は、レプリノイドたちの〝人間らしい〟姿を見て、気持ち悪くなったことがありますか？」

「……六方先生、私たちはレプリノイドを〝人間らしく〟する為に『学校ここ』にいるのですよ？」

「オレもそう言ったんだけどな」

　四辻先生が笑うが、九条先生は四辻先生と同じような事を言いつつも、眼鏡を指で押し上げながら「ふむ」と考えこんだ。

「……六方先生は気持ち悪いと感じるのですか？」

「ええ……何だか、人間と彼らの境界が曖昧になる気がして……」

「不気味の谷……とはまた別ですね。六方先生の気持ち悪さは、いわゆる『行動的ゾンビ』に対する不快感ですかね？」

「行動的ゾンビ？　哲てつ学がく的ゾンビじゃなくて？」

「それとは別物ですよ、四辻先生。どちらも哲学上の思考実験ですが……読書家の六方先生なら、哲学的ゾンビと行動的ゾンビは聞いたことくらいあるのでは？」

「……人間と同じ構造をしながらクオリアがないのが哲学的ゾンビで、中身はともかく外見だけは人間と同じ反応をするのが行動的ゾンビ、ですよね？」

「ええ、その通りです」

　九条先生は生徒の回答を褒ほめるみたいに笑った。

「提唱された当時は単なる思考実験でしたが、現在ではレプリノイドたちが存在していますからね。レプリノイドたちは〝人間らしい反応〟をする行動的ゾンビに他なりません。つまり私たち『学校』の教師は、行動的ゾンビを造るのが仕事と言えますね」

「ゾンビを造るのが仕事って、ネクロマンサーかよ」

「なかなかいい表現ですね、四辻先生。差し詰め私たちは現代のネクロマンサーと言う所ですか」

「ネクロマンサーの本来の意味は死霊占い師、日本で言うイタコらしいですけどね。アンデッドを使役するイメージは近現代のゲームの影えい響きようです」

　一応ファンタジー読みとして注釈を加えておく。

「ネクロマンサーはともかく、行動的ゾンビを作り出すのが仕事というのは変わりませんけどね。六方先生の感じる不快感は、このゾンビを巡る二元論者と物理主義者の論争によるものでしょうかね」

「二元論と物理主義、ですか……」

「『心』という観測不可能な命題に対する議論は様々ですが、結局は『心』は確かにあるのか、それとも幻げん想そうにすぎないのか、という事に尽きるでしょう。心もクオリアも幻想なら、〝人間らしい反応〟をするレプリノイドは人間と変わらない存在だ、という事になりますね」

「なんじゃ、そりゃ。レプリノイドはレプリノイド。人間じゃないだろ？」

「解剖学というか、構造論的にはその通りです。けれど仮定として、水晶電脳に人間の意識をダウンロードした個体がいるとしたらどうでしょう？」

　どきりとした。

　内心の動揺を悟られやしないかとハラハラしたが、四辻先生も九条先生も互たがいを見ていて、僕の動揺は見られていないようだ。

　九条先生も、ただ単に話の流れとして言っただけみたいだ。

「人間の意識を持ったレプリノイドが、〝人間らしい反応〟をするレプリノイドの中に紛れ込んだとして、それを四辻先生は見た目だけで区別できますか？」

「できるワケない。レプリノイドからして、言動だけなら人間オレたちと変わらないように見えるんだからな」

「でしょう？　つまり反応だけでは人間と非人間の見分けが付かないということです。六方先生が気持ち悪いと感じたのは、この『見分けの付かなさ』が『人間と非人間の区別の付かなさ』と混同してしまったから、ではないですかね？　自分と機械に区別がないかのように思えてしまったのでは？」

「……たぶん、そう、です」

「なら、それは錯さつ覚かくです。見分けが付かなかろうが、人間は人間、機械は機械、レプリノイドはレプリノイド。ただそれだけのことです」

「……そうですね」

「六方先生は想像力が豊かすぎるのですかね。どれだけレプリノイドが〝人間らしく〟見えようと、彼らは構造からして人間ではないのです。観測不可能な『心』の有う無むについて思い悩んでも仕方ありませんよ。行動的ゾンビが実用化されても、心と意識の問題はいまだ解決されていないのですから」

「……そう、ですね」

「そうです。あるいは――」

　と、九条先生はちょっとだけ考え込むように言葉を切った。

　言葉を待っていると、

「……人間と非人間の区別を『心』の有無で付けるのがそもそも間ま違ちがっているのかも知れない、ですね」

　と、言った。

「……『心』が間違い、ですか？」

「とある哲学者の、主流にならなかった論説ですけどね。曰いわく――人間は心を神聖視しすぎる。それでは神の実在を基に科学を論じたルネサンス以前と変わらない。心は犬にも猫にも、それどころか植物にも存在する。人間が〝人間性〟を論じるなら、心とは別のモノについて論じるべきだ――とね」

「心とは別のモノ？　それはなんです？」

「さぁ？　分かりません」

　九条先生は苦く笑しようして肩を竦すくめた。

「主流にならなかったと言ったでしょう？　その哲学者は『心が万物に宿るとするなら、犬には犬特有の、猫には猫特有の、植物には植物特有の、人間には人間特有の〝心の構成要素〟がある筈だ』などと言ったらしいですが……汎心論やら脳機能局在論やらがいろいろと混ざってマトモな論説と捉えられなかったそうですよ。観測できない『心』の構成要素と言ってもね」

　考え過ぎは毒ということですねと言って、九条先生は自分の席へ歩いて行った。

　四辻先生は、うんうんと頷いてから僕の背中をばんばんと叩いた。

「本の読みすぎだろ、カザネ。現実とフィクションの区別はちゃんとしなきゃだぞ？」

「六方です」

「ま、九条の言う通りだと思うぜ？　考えても無む駄だな事をうじうじ考えてもしょうがねぇわな。な、カザネ」

「だから、六方ですってば……」

　肩を竦め、四辻先生も自分の席へ戻っていった。

　強く叩かれて痛む背中を擦さすりながら、僕はこっそりと嘆たん息そくした。

　深く考えるなと言われたが、考えずにはいられないのだ。何しろ見分けの付かない生徒たちの中から人間を見つけ出さないといけないのだから。

「……心の構成要素、か」

　それにしても、本読みの虫を擽くすぐる単語だ。心を神聖視しすぎだという言にも頷けるものがある。

　今度、九条先生に件の哲学者の名前を聞いてみよう。

「…………と、まずい」

　時間はとっくに放課後だ。

　僕は急ぎ、二階の指導室へと性格指導へと向かった。

　急いで階段を駆け上り、踊おどり場ばから廊下へ飛び出して、

「ぐぇ――」

「きゃ、うん……」

　鳩尾みぞおちに衝撃を受けて尻しり餅もちをつく。急いでいて勢いがついていたのでカウンター気味に衝撃が通とおり抜ぬけた。

　――このパターンは……

　痛みに耐たえるべく俯けていた顔を上げると、案の定視線の先にはまくれ上がったスカートとその下のパンツがあった。

　しかも、

「……水色の縞パンとは、ほんとにお約束を外さないな、四十田……」

　しっかりと僕にパンチラしてみせる四十田に、褒めたものだか呆れたものだかわからない声をかけると、彼かの女じよはぼんやりした顔を僕に向けてコテンと首を傾げた。

「……及きゆう第だい点てん、です？」

「ああ、まぁ……今日もいい角度だよ……」

　足の開き方、肌はだの見える範はん囲い、パンツの食い込み具合、どれをとっても芸術品だ。

　……水晶電脳で膨ぼう大だいな演算を一いつ瞬しゆんで行える、レプリノイドならではの再現性だ。

「だが……もう少しぶつかり方を考えてくれ……」

「……先生、一いつ緒しよに倒たおれるのが嬉うれしいタイプです？」

「…………もう少し優やさしく打ぶつかってくれ……」

　正直、痛みで息が止まって苦しい。

　高速遊ゆう撃げき戦せん用である四十田の小こ柄がらな体たい躯くは、本当に僕ぼくの鳩尾にジャストミートする。

「……反省、です」

　四十田はそこはかとなくしょんぼり気味に立ち上がった。スカートをはたくと、傍らに落ちたタブレットを拾い上げる。

「……それは？」

「……レポートの為ために、読んでいました」

　僕に画面を見せながら答える四十田。課題となっている『桜の森の満開の下』の文章が表示されていた。

「……急いでいた僕も悪いが、歩き読みは止めておきなさい」

　一度読めば暗記どころか記録できるのだから、歩き読みなんてする必要が無い。

　そもそも目が塞がってようと、レプリノイドの卓たく越えつした五感がひとつでもあれば衝しよう突とつを回避するなど容易いことだ。

　そんな四十田が端たん末まつを持って歩き読みをしているのは、僕と打つかる理由をこじつける演技にすぎない。

　――もっとも、ここまでお約束に固こ執しつするのは、それはそれでとても〝人間らしい〟拘りともいえるのだが……

「……了解、です」

　そこはかとなく神しん妙みように四十田が敬礼する。

「急いでいるから、またな」

「……はい、です」

　ひらひら手を振る四十田と別れる。

　一瞬、このまま四十田も指導室に連れて行くべきかとも思ったが、あれはあれで得え難がたい設定なので棚上げにしておく。例え造り物でも、そうと知った上で見物するなら美術品と変わらない。

　すっかり予定から遅おくれて指導室に辿たどり着つく。

　ドアを開けると、すでに百合原がこちらに背を向け座って待っていた。

　さらりと長い黒くろ髪かみを揺ゆらし、百合原が振り返る。

「……お待ちしておりました、六方先生」

　睫毛まつげ一本すら震えない完かん璧ぺきな無表情で百合原が喋る。まるで溶けたことのない極寒の永久凍土だ。さっきの四十田の曖昧な無表情が春爛漫の野原に思える。

　僕に一瞬だけ目をやると、百合原は正面へと顔を戻し、手元の本をぱたんと閉じた。

　百合原が手にしていた文庫本は坂口安吾の短編集だった。背表紙に図書室のシールが貼ってある。

　どうやら彼女は図書室だけでなく、わざわざ貸し出し処理をして読んでいるらしい。

「……よほど紙かみ媒ばい体たいが好きなんだな」

「好き嫌きらいではありません」

　百合原が静せい謐ひつな声で応こたえる。

　確かに、レプリノイドに好き嫌いはない。

　紙媒体の書しよ籍せきを読むなど、孤高を演出するのに最適な小道具だ。誰だれかが設定したのだろうが、なかなか趣しゆ味みが良い。

「――それで、君に担当してもらうことになった質問役だが……」

「何か問題があったでしょうか？」

「……その表情と声だ。もう少し何とかならないか？」

「なんとか、とは？　請求の意図がはっきりしません」

「……もう少し愛想良くできないか？」

「愛想を良くする設定は構築されておりません。質問時に設定を変更しますか？」

「……普ふ段だんから愛想よく出来ないか？」

「感情シミュレーターの設定を初期値に戻すのをお望みですか？　基底設定に『無愛想』が設定されているので、普段の性格設定の変更には感情シミュレーターの初期化が必要です」

「……質問時だけでも愛想良くしてくれ」

「了解いたしました。質問時は愛想を良くするよう設定しておきます」

「…………」

「以上でしょうか？」

「……ああ、それだけだ」

「では、失礼いたします」

　軽く頭を下げ、百合原はさっさと指導室を出て行った。

　愛想の欠片かけらもない去り方だった。

「……やっぱり質問役を間違えたかな？」

　レプリノイドたちの設定をしてきた先達者たちも、こんな苦労をしてきたのだろうか？

　今いま更さらながら、教師役の先輩たちに頭が下がる思いだった。




４




「…………」

　今日も今日とて、僕の上にはピンク色の塊かたまりが乗っかっていた。あれほど強く拒絶したのに、ピンク色の頭にはなんの痛つう痒ようもなかったらしい。

「………ちっ」

　いちいち拳げん骨こつを食くらわせるのも面倒臭くなり、僕は無言で三十刈をベッドから転げ落とす。

　とうとう何も身に付けずにやってきた三十刈は、いろいろ大事な部分も隠かくさずにマヌケな悲鳴を上げて床ゆかを転がった。

「んにゅむわ……むぅぅ……先生ってば、乱暴ぉ～」

「……さっさと出てけ」

　まともに相対するのもバカバカしくなり、必要最小限の命令でドアを指差す。

「えぇ～？　ヤですよぉ」

「……出てけ」

「ヤです。今朝は先生を元気付けようと思って来たんですよぉ。だから先生が元気になるまで帰れません！」

「……元気にする、だと？」

　三十刈のセリフに、僕は失しつ笑しようを堪えられなかった。

「元気にする、だと？　お前が？　どうやって？」

「それはもちろん、愛の運動会で、です！」

　左手の輪っかに右手の人差指を抜き差ししながら三十刈がほざく。ぼやかしているようでまったくぼやかしておらず、それどころかストレートに言うよりもあからさまだ。

「……これまでの教師にも、こうやって誘さそったのか？」

「はい！　先生には気持ちよく生活してもらいたいですから」

　淫いん乱らんピンクの面目躍如だ。

　そこまで忠実じゃなくてもよかろうにと、僕はどっと脱力してしまった。

「……それで『愛』なんて、よくほざけるな」

「愛ですよぉ。愛し合うって、気持ち良くなるってことでしょ？」

　にへらと三十刈が笑う。

　能天気なその笑えみが、凄すさまじく淫蕩な表情に視えた。

「あたしのここ、とっても気持ちいいですよ？　気持ちよくなったら元気になるでしょ？　だったら愛です。愛は、愛し合う人同士が気持よくなって元気になることなんですから」

　下腹部を撫なでながら、三十刈が唇くちびるをぺろりと舐める。艶やかに光る唇から、ほぅ、と緩やかな吐と息いきが漏もれた。

「――あたし、たくさんの人に気持ちよくなってもらいたいんです。たくさんの人に元気になってもらいたいんです。だって、それがあたしの愛なんですから。たくさんの人に使ってもらって、たくさんの人の役に立つのがあたしの幸せなんですから」

「…………」

「ね？　先生はいま元気ないでしょ？　だから、あたしを使って元気になってください。あたし、とっても気持ちいいんですよ？」

「…………」

　マトモじゃない。マトモな考えじゃない。

　支離滅裂で、破は綻たんしていて、論理性の欠片もない。

　壊れていると言ってもいい。

　マトモじゃない。

　……でも、何な故ぜだろう。

　マトモじゃないからこそ、三十刈はとても〝人間らしく〟視えた。

「だから先生、いっぱいいっぱい愛しましょう！」

　三十刈は、両りよう腕うでで豊かな乳ち房ぶさを挟んで強調し、両手をむっちりとした太腿の間に挟んで、娼しよう婦ふもかくやと己おのれの肢体を魅せつける。一方で、天使のような美び貌ぼうに浮かぶのは呑気で能天気で軽々しい、無む垢くな童女そのものな笑みだった。

　――気持ち悪い。

　――すごく気持ち悪い。

　三十刈は人間じゃない。レプリノイドだ。人間の造り出した道具にすぎない。

　別段そういうことに使って悪いワケじゃない。人間のエゴを見せつけられるようで気分のいいものじゃないが、僕の胸のムカつきはそういう気持ち悪さじゃない。

　三十刈を見ていると、壊れた人間を見ているみたいで気持ち悪かった。

「……それが、お前の考える愛、なのか……？」

「はい！『この世にはあらゆる形の愛があるが、同じ愛は二つとない』んですよね？　これがあたしの愛です！」

「……なぁ、三十刈……その愛は間違ってるよ……」

　僕は三十刈へ憐れみの言葉を投げた。

　三十刈はきょとんと小首を傾かしげる。

「……間違ってる、ですか？」

「そうだ。愛っていうのは……愛っていうのは、もっと優しいものだ。そうである筈はずだ」

「そうなんですかねぇ？」

　腕うでを組んでうんうん悩み始める三十刈。

「愛って、もっとドロドロで！　すんごいヤラしくて！　気持ち悪いくらい気持ち良いのが、愛！　だとあたしは思うんです」

「そんなの……」

「それに、そういう方が〝人間らしくて〟イイじゃないですかぁ？　気持ち悪いくらい美しくて、気持ち良いくらい醜いのが〝人間〟でしょう？　あたしはそういう風に教わりましたもん」

「……確かに、ね……」

　三十刈の言う通りだ。

　人間は美しい。

　人間は醜い。

　人間は矛む盾じゆんの塊だ。

　三十刈アイラの性格を指導した教師は、気持ち悪いくらい職務に忠実だったようだ。彼女の支離滅裂な言動は、気持ち悪いくらい〝人間らしい〟。

「……けど、三十刈。僕は君で気持ち良くなりたいとは、どうしても思えないんだ」

「ええ～!?　一度だけ！　一度だけ試してみてくださいよぉ!?　あたし、ゼッタイに先生を気持ち良くしてみせますから!!」

「……悪いけど」

「むうぅ～……仕方ないですねぇ……」

　遊びに誘ったのを断られたくらいの軽々しい残念顔をして三十刈が立ち上がる。剥むき出しの胸が柔やわらかく弛んだ。

「でもでも！　試してみたくなったらいつでも言ってくださいね？　あたし、とっても気持ち良いんですから！」

「……気が向いたらね……」

「はい！　待ってます！」

　花が咲くように笑い、三十刈はピンク色の髪かみをふわふわと揺らして部屋を出て行った。

　三十刈の出て行ったドアをしばらく睨にらむように見つめた後、僕はふらふらとベッドへ倒れ込んだ。

「…………淫乱ピンクにもほどがあるだろ……」

　すさまじく疲れた。

　確かにこの『学校』は生徒レプリノイドたちを〝人間らしく〟振る舞わせる為の場所だ。

　だからといって、あんな風に〝人間らしく〟する必要なんてないじゃないか。

　セックス狂ぐるいのロボットなんて、洒落にもならない。

「…………」

　パジャマのまま、僕は自室を出て廊下を歩いた。

　幸運にも誰とも鉢合わせることなく、目的の部屋の前にやって来れた。ドアをノックすると、すぐにドアが開いた。

「――どうかしたの、カザネ？」

　パジャマ姿のメグミがベッドに腰こし掛かけ、ぼんやりと寝ぼけ眼で僕に問い掛けた。つい今しがた、それこそノックの音で目を覚ましたのかもしれない。

　メグミが僕の部屋に来るのはよくあっても、僕がメグミの部屋に行くのは珍しいので、彼女も目を擦りながらかるく驚いていた。

　よくよく考えると、メグミのパジャマ姿なんて初めて見た。

　凛りんとした見た目と裏腹に、彼女のパジャマは可愛かわいらしいキャラクター柄がらだった。

　そんなアンバランスさが妙みように愛おしく感じ、僕は無言でメグミに抱き着いた。

「きゃっ!?　……ほんとにどうしたの？」

「……何でもない……」

　温かく柔らかな彼女の身体を抱だき締しめていると、ようやく胸の奥おくでわだかまっていた気持ち悪さが薄うすらいだ。

「ただ、ちょっと……急にメグミに会いたくなって……」

「ふぅん……変なカザネ」

　メグミは釈然としない声を出しながら、僕の背中をぽんぽんと叩たたきながら抱き返してくれた。

　腕を緩めてすこし離はなれると、メグミは困ったような笑いを浮うかべていた。

「……なにか嫌いやなことがあった？」

「……ちょっと、ね」

「元気になった？」

「うん……メグミのおかげで元気になったよ」

「そりゃそうよ」

　メグミがふふんと得意げな顔になる。

「私は、カザネの恋こい人びとだもの。カザネを元気にするのなんて簡単なんだから」

「……うん」

　メグミがぽんぽんと自分の横を叩く。

　横に座すわると、メグミはそっと僕の肩かたに頭を乗っけた。

　ほんわかと、胸が温かくなる。

　そうだ。愛っていうのはこういうものだ。こうでなくちゃならない筈だ。

　彼女の肩を抱きよせ、見上げてきたメグミの顔に自分の顔を近づけた。

「……メグミ」

「なに？」

「……キスしていい？」

「わっつ!?」

　切れ長の目を真ん丸に見開いてメグミが奇声を上げる。

「キスしてくれたら、もっと元気になると思うんだけど？」

「……でも、その……」

　視線を逸らせて彷徨さまよわせ逃げようとするメグミをぐっと抱き寄せ、逃がさないよう抱き締める。

「う、うう……」

「ね？　いいだろ？」

「う、ううう…………か、カザネがどうしてもって言うなら……」

「なら、目を閉じて」

「うううぅ……」

　ばちりと音が聞こえそうな勢いでしっかり瞳ひとみを閉じ、ふるふると震え出すメグミ。

　小動物みたいに可愛らしい反応をしてくれるメグミに、僕はそっと唇を寄せてゆく。

「…………や、やっぱりダメッ！」

　けど直前で、メグミは僕の顔を両手で掴んで「ぐきっ!?」と首を捻ひねった。

　声だけじゃなく、骨も変な悲鳴を上げた気がする。

「ダメよ！　そういうのはシェルターに戻ってお互いの両親に挨あい拶さつしてからって言ったでしょ!?」

　首を抑おさえて呻うめく僕に、メグミは顔を真まっ赤かにしてぶんぶんと横に振ふった。

「弱ってるからって、そんなのダメなんだからね!?」

「……ケチ……」

　なかなか正面に戻らない首を擦りながら睨むと、メグミは涙なみ目だめで睨み返してきた。

「フライングはダメ。弱ってるのにつけ込む男って、最悪よ」

「弱ってるのは僕なんだけど……」

「弱さにつけ込むのは同じでしょ」

「弱ってるだけじゃなく、傷めつけられてるんだけど……」

　首筋を擦りながら恨うらみがましい眼めを向け続ける。

　メグミはしばらく口をもにゅもにゅと動かし、迷いに迷った後で小さく、

「………………ほっぺなら……」

　と頬ほおを向けた。

「……ほっぺだけ？」

「…………ほっぺだけ」

　どうやらそれ以上は心の準備ができていないようだ。

　ごねて気が変わる前に、僕はメグミの頬に軽くキスをした。

「……ついでにもう片方の頬にも」

「調子にのるな！」

　さっきと逆向きに首を捻られた。

「さっさと準備をしなさい！」

　照れ隠しと言うにはいささか乱暴に部屋から追い出される。

「……ちょっとプラトニックすぎないかなぁ……」

　痛む首を擦りながら、僕はよろよろと自分の部屋に戻っていった。







　首の痛みも薄れ、一通りの授業を終えて放課後を迎えた僕の元に、担任クラスの生徒たちが作成したレポートが提出されてきた。

　情報端末を小こ脇わきに抱かかえ、僕は職員室から図書室へと移動する。使う者がほとんど誰もいない図書室はとても静かで、ここ最近の僕のお気に入りの場所だった。

　教室ふたつ分の間取りを使った図書室は、自動貸出機の設しつらえられたカウンターに、自習用の長机が三列。三分の二を本ほん棚だなが占しめている。誰も使う者が居ないのに、本を傷めない為の空調は二十四時間稼働しており、湿度はともかく室温は適温に保たれている。

　自習机の端はしに腰掛け、出席番号順に提出されたレポートに目を通しはじめた。

「…………駄だ目めだな、これも」

　半分ほど読み終えると、僕は目と目の間を揉もみながら溜ため息いきを吐ついた。

　このレポートというか感想は、授業で使うのもあるが、問題の人間探たん索さくの一助となればと思って考えたものだ。多少なりとも人間臭さを感じる感想があれば、糸口くらいにはなるだろうと期待したのだ。

「……安易だったかな」

　感情シミュレーターで構築された性格から導かれた生徒たちの感想は、ものによっては僕の感想文より良く出来ていた。

　例えば、

『この桜は、盗賊の、あるいは人間が誰しも抱えている「心の闇」の代弁者である。人が集まった場合の桜はにぎやかだが、人が去ると怖ろしい景色になる。人が集まれば誤ご魔ま化かされる闇も、孤こ独どくになれば自然と炙り出されてくる。まさに「心の闇」そのものである。「心の闇」と相対すると、人は容易に狂って破滅する。それを桜に代弁させているのである。作中の人間たちは桜で狂うのではなく、本人たちの「心の闇」――「狂気」を炙り出されて自滅しているのだ』

『桜の森の満開の下』は桜を怖ろしいものの象しよう徴ちようとして扱っているので、モチーフの解かいし釈やくの容易な部類だ。だがそれでも桜に狂わされたのではなく、自らの狂気によって自滅した、とは。モチーフがモチーフにすぎない、という事をちゃんと読解しての『感想』である。

　おまけに、

『だが一方で、人間は「心の闇」に否いや応おうなく惹かれてしまう。それは桜の儚はかなさを孕はらんだ幽ゆう玄げんな美しさに惹かれるのと同じだ、と著者は言いたいのではないか。人は心の何処どこかで破滅に惹かれている。それがこの作品の美しさに繋つながっているのであろう』

　美しさ、ときた。

　確かにこの作品は美しい。その美しさが、破滅に惹かれる人間の普ふ遍へん的てきな感情に由来する、と言っているのだ。

　ちなみに、この感想文は五十嵐の提出したものだ。授業中は感想らしい感想はないらしいと思ったが、時間をかけ読み進めると、こんなしっかりした感想を導けるのだ。

　九条先生は、レプリノイドたちを『行動的ゾンビ』と評していた。体の構造に言げん及きゆうしなければ、見かけ上は人間と見分けが付かない。それは『感想文』でも同様らしい。

「…………感想文作戦は失敗だな……」

　また最初から考え直さないといけない。

　天てん井じようの照明を眺ながめるともなしに眺めていると、ドアを開くガラリという音がした。

　視線を向けると、図書室の入り口に、一人の女子生徒が立っていた。

　すらりとした身体。

　つややかで長い黒髪。

　そしてダイヤモンド並みに硬かたい無表情。

　百合原ハルカだった。

　右手に文庫本を携たずさえている。借りた本を返しに来たらしい。

「…………」

　百合原は無言で礼をすると、すたすたとカウンターへ向かい、自動貸出機で返却手続きを済ませて本棚へと本を収めに向かった。

　いつもの光景だ。これがこの図書室の数少ない不満点だが、本棚の間で音もなく座る置物だと思えばさほど気にならない。視界に入りさえしなければ、百合原ハルカは実に無害な存在だった。

　しかし今日は、彼女は返却本を本棚に返すと、そのまま出入り口へと歩いてゆく。

「……借りていかないのか？」

「先生のお邪じや魔まをしないようにと思いまして」

　僕が声をかけると、彼女は律儀に立ち止まって振り返った。そこまでするならもう少し愛あい想その良い表情をすれば良いのにと思うが、それは言わぬが花だろう。変えてもらうにも、最初から設定をし直すのはさすがに躊躇ためらわれる。

「……そういえば、ちょうど君のレポートを読み終えたところなんだけど……」

　端末を持ち上げ、百合原の提出したレポートを表示し直す。

　百合原の感想文は、とくに可もなく不可もなく、桜は元来『怖ろしいもの』で、怖ろしい物に触ふれた人間は正気を失うのだ、というものだった。

「……君自身は桜を怖ろしいと思うかい」

「――さぁ、どうでしょうか」

　百合原は愛想も興味も意思も感じられない声で返事をした。

「……どうでしょうか、とは？」

「私は桜の花を見たことがありませんので」

「……見たことがない？」

「映像は見ましたが、実物は見たことがありません」

「……そういえば『学校』で桜を見かけないな……」

　この『学校』のドーム内になければ、ドームの外は常冬の荒野で、桜どころかほとんどの植物が生存不可能である。

　ちょっと考えれば分かることだったが、本物の桜を見たことのあるレプリノイドなど存在しないのだ。

「桜の木はありますが」

「……あるんだ？」

「はい。校舎の裏に一本だけ存在します」

　さすがに『学校』の設備などに関しては彼女らの方がよく知っているようだ。

「あるのに、咲かないのか？　一応、四季は再現されているんだろう？」

「この『学校』に植えられた植物の大半は延命化マイクロマシンが投与されていますが、もともとが常緑樹用に調整されていたものを使いまわした為、桜に投与されたものは機能不全に陥おちいっているようです。葉は芽吹いても、花が咲いたことはありません」

「へぇ……」

　結果論ではあるが、皮肉が利いている。

　桜の花は入学と卒業になくてはならない花だ。その花が咲かないのは、入学も卒業も存在しない『学校』に相応ふさわしい。

「――『学校』の桜に相応しい、とお考えですか？」

　どきり、とした。

　目を向け直すと、百合原は相変わらずの無表情のままだった。

「――レプリノイドは入学も卒業もしない。花の咲かない桜は『学校』に相応しい、とお考えですね？」

「……なんでそう思う？」

「先生の表情筋は正直ですので」

　自分は表情筋など無さそうなのに、百合原はそんな事を言ってきた。

「口角が上がり気味になりつつも、眉まゆ根ねは寄りがちになる。これは自嘲や皮肉を示す表情です。桜の花から皮肉的な感想を抱いたのなら、レプリノイドが生徒の『学校』に相応しいと、そうお考えなのだろうと思いまして」

「…………」

　全くその通りだ。

　その通りなのだが、まるで安直だと揶や揄ゆされている気分になる。

「……本当に、普段からもう少し愛想よく出来ないか？」

「全員が全員愛想の良い性格をお望みですか？　それでは先生方の求める〝人間らしさ〟の趣しゆ旨しから外れると思われますが？」

「……いちいち御ごも尤つともで……」

「納得していただき嬉しく思います」

　全く嬉しく無さそうに百合原が言う。いっそ小憎らしいほど、人間以上に〝人間らしい〟慇いん懃ぎん無ぶ礼れいぶりだった。

「お話は以上でしょうか？」

「……以上だ」

「それでは、失礼いたします」

　黒髪を揺らし、百合原は愛想の欠片もない背中を見せて図書室を去っていった。

　彼女の基本的な性格設定は『無愛想』なのだろうが、きっと『慇懃無礼』とか『傍若無人』も含ふくまれているに違ちがいない。揶揄されていると感じていたのは気のせいではなく、本当に揶揄していたのかもしれない。

「……機械らしいと思っていたら、驚おどろくほど〝人間らしい〟性格設定だ……」

　本当の教師なら注意して然るべき性格なのだろうが、『学校』としては得難い性格だろう。負の方面に振れた方が〝人間らしく〟見える。

「〝人間らしさ〟……僕が信じていた〝人間らしさ〟って、何だったんだろう……？」

　この『学校』は、レプリノイドに〝人間らしさ〟を教える場だ。その目的は、すでにほぼ果たされている。生徒たちは外見も、見た目の言動も、すでに人間と見分けの付かないところまで進んでいる。

　けれど、レプリノイドが〝人間らしく〟なればなるほど、人間の行動は再現可能なものだと証明しているように思える。

　だとすれば、僕は何を以って人間と機械の区別を付ければいいのだろう？

　人間はあくまで人間だ。レプリノイドはあくまでレプリノイドだ。それは身体の構成素材からして判別可能だ。

　けれど、レプリノイドと変わらぬ身体の〝人間〟がいるとしたら、それはどうやって見分ければよいのだろう？

　人間とレプリノイドなら、物質的に判別できる。

　でも、〝人間の意識〟と〝人間らしい意識〟とを、どう判別すればいいんだろう？

「…………やっぱり、僕には荷が重い……」

　これは九条先生のような理系畑の人の管轄だ。

　心があることを前提にする文系畑の人間には荷が重すぎる。
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　感想文作戦が失敗してからさらに数日後の放課後。

　僕は再び理事長に呼ばれていた。

「どうですか？　捜そう索さくの進しん捗ちよくは？」

「……報告できる程の成果はまだ……」

　感想文の後も、いろいろと生徒たちの反応を見ようと試みた。

　ディベートもしてみたし、朗読会みたいな事もしてみた。

　けれど、僕には生徒たちの中に紛まぎれ込んだという〝人間〟を見つけ出す事はできなかった。

　誰もが〝人間らしく〟見えたし、誰もが〝人間らしく〟ないようにも見えた。〝人間〟と〝非人間〟の違いを、僕は確信を持って判断できずにいた。

「そうですか」

　落胆した様子もなく、理事長は淡たん々たんと頷うなずいた。

「……仕方がありません。百年以上も隠れていた者を、たった数日で見付けられる筈もありません。ゆっくり、とは言えませんが、じっくりと探してください」

　理事長が優ゆう雅がに紅茶を飲みながら慰なぐさめるように言う。

　僕も紅茶を飲んでみるが、いつも以上に味がよく分からない。

「……二階堂理事長」

「なんです？　六方先生？」

「……本当に、生徒たちの中に、〝人間〟なんて紛れているのですか？」

「シェルターの中枢電脳に退たい避ひされた情報では、確かな事だと解かい析せき結果が出ています」

「……本当に存在するとして、人間の精神が百年以上の時間に耐たえられるのでしょうか？」

「生身を失い水すい晶しよう電脳内に意識のみの状態となる。そんな変質に耐えられた精神なら、百年の孤独にも耐えられるのではないでしょうか」

「仮にそうだとして、探して保護する意味があるのでしょうか？」

「……どういう意味です？」

「生身を失い水晶電脳にダウンロードされた意識があったとして、それを〝人間〟といえるのでしょうか？　それはレプリノイドと何が違うのでしょうか？　レプリノイドと違いがないのなら、別に探して保護する必要はないでしょう。このままレプリノイドとして扱えば良いだけではないでしょうか？」

「――つまり、六方先生はこう仰おつしやりたいのですか？　意識だけの人間は、すでに人間ではない、と」

「……有り体に言えば、その通りです」

「それは、随ずい分ぶんと薄情な考えではありませんか？　例え意識だけでも、人間は人間、レプリノイドはレプリノイドです。器は違っても、人間は人間として扱あつかわねばなりません」

「……人間とレプリノイドの違いとは、なんですか？」

「違い、ですか？　それは教師役を務めている六方先生の方がよくご存知なのでは？」

「…………よく、分からないんです」

　僕ぼくも最初は、レプリノイドは〝人間らしく〟振ふる舞まうだけの人形だと思っていた。

　けれど、彼かれらの中に〝人間〟が紛れているとして区別しようとすると、途と端たんに判わからなくなった。

　僕が〝人間らしく〟振る舞うレプリノイドたちを〝人間〟と違うと思っていたのは、最初から決めつけていただけだった。最初から違うと思い込んでいたから、〝人間らしい〟レプリノイドたちの言動を見ても『レプリノイドはレプリノイド』だと何の疑いもなかった。

　四辻先生や九条先生、メグミも、同どう僚りようの先生たちは誰もが、レプリノイドたちの〝人間らしい〟言動を見ても何の不安も持っていなかった。

　だけど、人間との違いを見定めようとすればするほど、僕の中の〝人間らしさ〟の認にん識しきが曖あい昧まいになっていった。

「肉体を持たない人間は、どれだけ〝人間らしく〟ても人間じゃない……そう判断するべきではないのでしょうか？　違うというのでしたら……どうか〝人間の意識〟の明確な定義を教えて下さい」

「…………それは不可能です」

　理事長は、物分りの悪い生徒を眺めるみたいに僕を見て苦く笑しようした。

「〝人間の意識〟――心の定義は定かではありません。人間の反応――〝人間らしさ〟は類型化できるし、脳を駆け巡るシナプスの反応も計測できます。でも、心は計測できません。計測できないものを、明確な定義などできようはずもありません」

「なら、どうやって探せというのです!?」

　とうとう我が慢まんできず、ローテーブルを叩いて立ち上がる。

　理事長は立ち上がった僕に、穏おだやかな表情を返すだけだった。

「何故、怒おこるのです？」

「……理不尽な命令をされれば、怒るのもしょうがないと思いますが？」

「本当にそれが理由で怒っているのですか？」

　理事長がスッと目を細める。

　鋭するどい――戦せん闘とう指揮時のような、物理的な切断力がありそうな鋭い視線だった。

「六方先生は怒っているのではなく……怯えているように見えますが？」

「…………」

「レプリノイドが〝人間らしい〟のが……人間と変わらないように見えるのが、怖いのですか？」

「…………」

「かつて、人工臓器が実用化されたばかりの時代、すさまじい論争が起きたそうです。人工物で肉体を補ほ填てんするのは、人間への侵しん犯ぱんではないのか、と。人工物で代替すれば生存可能なのに、それを拒きよ否ひして死ぬことを選ぶ人間もいたそうです。脳以外を義体化するサイボーグ技術の研究者が襲撃されたことすらもありました。愚かな事ですよね？　人工物で肉体を補填するのが罪だというのなら、人間は服すら着れなくなってしまいます」

「……肉体と意識とは、別問題なのでは……？」

「けれど、六方先生が怖れているのはそれらと根は同じですよ。自分という存在は代替可能なのではないか、と。自分は唯一不可侵の存在などではないのではないか、と。人間は兎とに角かく、自分が特別でなくなる事が怖くて怖くてしょうがない生き物ですからね」

「……まるで、自分はそうじゃないと言いたげですね？」

「私はただ、平等だという事を知っているだけですよ」

　にぃ、と理事長は嗤った。

　いったいどんな経験をすればこんな表情が出来るのか想像だに出来ない、見るだけで心臓を握にぎり潰されそうな笑みだった。

「……エプリオンは平等でした。人種も年ねん齢れいも性別も関係なく平等に汚お染せんしました。特別な人間など、存在しません」

「……別に、僕は自分が特別だなんて思っていません」

　理事長の絶望に飲み込まれるのに、知らず知らず抗あらがおうとしていたのだろうか。

　まるで怒られた子供が「でも……」と弱々しく言い訳するように、僕は理事長の言葉に反論した。

「……自己が侵害されるのを恐おそれるのは、生き物として自然な自己保存欲求でしょう？」

「そうですね。であるならば、レプリノイドと人間との区別が付かない事をさほど恐れることはないでしょう。もしレプリノイドが六方先生の意識を再現できたとしても、それは再現された意識にすぎません。貴方あなた自身が変化する訳でも侵害される訳でもないのですから」

「…………」

　理事長の言う事は正しい。正しいが、そういう事ではない。

　正しい事に納得できるなら、人間の歴史はもっと平和で建設的なものだったろう。

　理り屈くつとして理解するのと、心が納得するのはまったくの別物だ。

「まぁ、それはそれとして、人間の捜索の件です」

　無言になった僕を気き遣づかったのか、それともただ単に僕の苦悩など興味が無いのか、理事長はごくあっさりと話題を戻した。

「逆に考えてみてはどうです？　人間を見分けられないなら、機械を見分けよう、とか」

「……それは、何がどう違うんです？」

「それを考えて実践し、目的の人物を見つけるのが先生の任務です」

　そう言って、理事長はにっこりと笑った。先さき程ほどまでの底なしの亀裂みたいな嗤いではなく、いつもの穏やかで、何でも知っているかのように余よ裕ゆうある笑えみだった。

「期待していますよ、六方カザネ先生……貴方ならきっと、〝人間〟を見つけてくれると信じています」

「…………」

　僕はしっかりした返事も出来ないまま、理事長室を後にした。

　職員室に戻って他の先生方と顔を合わせるのは気が重く、図書室で考え事をするのも億劫になり、僕は隙すき間まを縫うように人気のない場所を巡り始める。自然と校舎の外に出て、敷しき地ちの隅すみをうろついた。

『学校』が収まっているドームの外がい縁えん部分は、ぐるりと林が取り巻いている。『学校』が出来てから存在する樹齢百年の樹木たちだが、注入されている延命化ナノマシンによって規定以上の成長を抑えられていた。

　成長を固定化された木々の陰かげから陰へ移動していると、いつの間にか『学校』の裏側までやってきた。校舎を挟はさんで職しよく員いん寮りようと反対側、おまけに目ぼしい施し設せつも皆かい無むなので、滅多に足の向かない場所。名実ともに裏側な場所だった。

　人気を避けてきた僕には好都合の場所だったが、残念ながら先客が居た。

　常緑樹の林の中、朽ちかけたように生命の色の感じられない細く捻くれた桜の木。その根本に、一人の女子生徒が腰こしを下ろしていた。

　僕にこの桜の木の存在を教えてくれた百合原だった。

　手にした文庫本を閉じて顔を上げ、愛想の抜け切った無表情を僕に向けてくる。

「…………」

　そのまま視線を避さけるべく回れ右をしても良かったが、彼かの女じよの無表情が蟠わだかまった不愉快さを助長して、僕はいささか意地になって歩みを進めた。

「……こんにちは、六方先生」

　すらりと立ち上がり、さらりと黒くろ髪かみを揺ゆらしてお辞じ儀ぎをする。流りゆう麗れいで美しい動作だったが、隙すきが無さ過ぎて無味乾燥な機械運動にしか見えない。

「……こんにちは、百合原」

　もう僕の方も丁てい寧ねいに相対するのも面めん倒どうになり、吐き捨すてるように返事をした。

「熱心だな。必要もないのにわざわざ紙かみ媒ばい体たいの本を読んでるなんて」

　ちらりと彼女の手にある文庫本を見やって難なん癖くせのように――いや、間ま違ちがえようもない難癖を付けた。

「……〝人間らしい〟かと思いましたが、気に入りませんか？」

「気に入らないね」

　理事長室での問答もあって、僕は常にないくらい攻こう撃げき的てきになっていた。

「レプリノイドはレプリノイドらしく……ロボットならロボットらしくしてればいい」

「……それでは、この『学校』の存在意義がなくなってしまいますが？」

「それがどうした！」

　いちいちいちいち、ねちねちねちねち。

　ようやく分かった。

　こいつの無表情は悪意の為なせるものだ。完全な無表情なんて、感情のないロボットでなければ、相手を馬ば鹿かにする澄まし顔に違いないのだ。

　そして、こいつは〝人間らしさ〟を設定されたレプリノイド。

　こいつの無表情は、〝人間らしい〟悪意によって作られたものに違いなかった。

　三十刈といいこいつといい、なんでこんな必要以上に〝人間らしく〟するんだ。

「……お前たちレプリノイドは、人間を守るのが存在理由だろう。だったらそんな風に、僕を不愉快にさせるな」

「…………」

　百合原は無言で僕を見み詰つめる。

　愛想のない無表情だが、今はその無表情の皮一枚下に蠢うごめくものが読み取れた。

　――籠の中の虫けらに愛想など必要ない。

　相手を対等に見ないが故ゆえの無表情。こいつの完かん璧ぺきすぎる無表情は、相手を見下しきっているからこその表情なのだ。

　その証しよう拠こに……

「……………………あはっ」

　初めて見た、百合原の表情らしい表情。

「あはっ………………あははははははははははははははははははははっ！」

　ゲラゲラと、聞き間違えようのない嘲笑が木こ霊だまする。

　心底、僕を嘲っていた。

　なまじ清涼な美び貌ぼうをしているだけに、百合原の嘲笑は凄すさまじい悪意を顕あらわしていた。普ふ段だんの無表情さが嘘うそだったように、表情筋のすべてが悪意によって歪ゆがんでいる。

「あはははははははは………………人間？　人間だと？　あははははっ！」

「何がおかし――」

「烏お滸こがましい」

　ずぶり――と。

　気がついた時には、百合原の細い腕うでが僕の胸を貫つらぬいていた。

「………………え？」

「烏滸がましいぞ、クズが。愚かしく憐れな木偶でくは多くいたが、貴様ほど図々しいのは初めてだ、六方カザネ」

　――分かった。

　真っ白になった頭で、唐突に理解した。

　人間と機械の違いを。

　人間と人間の振りをした機械の、決定的な違いを。

　――解った。

　機械に出来なくて、人間には出来ることがある。簡単だ。とても簡単なことだった。

　機械に人間は殺せない。

　安全装置でも三原則でもなんでもいい。

　機械は人間を害せない。そういう前提で造られる。レプリノイドだってそれは変わらない。

　人間を殺せるのは人間だけだ。

　――判った。

　百合原ハルカ。

　こいつが、僕の探していた〝人間〟だ。

　悪意を以って人を害することが出来るのは、人間以外にありえない……

「間ま抜ぬけな顔だ。なんて間抜けな顔だ。苛立つくらい、間抜けな顔だ」

　百合原が、僕の胸を貫いていた腕を引き抜く。

　僕の胸の穴から噴ふき出た血が、百合原の全身を白く汚した。

「…………………………え？」

　白？

　白い、血？

　そんな――
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「間抜け。とんだ間抜け面だ。ああ、いい気味だ。とても良い気味だ」

　百合原が嗤う。

　滴り落ちる悪意を、たっぷりと僕に吐はき掛かける。

「気分はどうだ？」

〝人間そのもの〟の嘲笑を上げ、百合原が僕の胸に空けた穴を指差した。

　ぎぎっ、と油の切れた機械みたいな動きで、僕は自分の胸を見下ろした。

「…………な、んで……」

　僕の胸の穴からは、白い液体が流れていた。

　白い液体……レプリノイドの循じゆん環かん液えきと同じ色の液体が。

　そして、僕の胸の傷口からは、白い筋肉――レプリノイドに使われている珪けい素そ筋肉と同じ素材の断面が覗のぞいていた。

「気分はどうだ？　人間の振りをしたまがいものレプリノイドめ」

　百合原の悪意に塗まみれた嘲笑に、僕は狂ったように絶叫した。








To be continued……









[image: ]







独白烏のモノローグ







「一巻二巻の同時刊行でお願いします！」

　この企画をお願いしたとき、僕はけっこうヤケになってました。

　いや、だってこのご時世に一巻二巻の同時刊行なんて企画、よほどの売れっ子作家でもなかなかＧＯサインは出ません。面白い作品を書く自信はありましたが、編集や営業からは二の足を踏ふまれると思ってました。

　僕も言い出した時は、『断られたら次に出す企画が通しやすくなるだろう』と、一種の条じよう件けん闘とう争そうの気分でした。

　けれど、「これ面白いじゃん。じゃ、ぜったい通すから」と担たん当とうさんが言ってくれて、あれよあれよと企画が動き出しました。

　いやはや、世の中言ってみるものです。

　ほんと、諦あきらめたらそこで試合終了ですね。




　皆様、お久しぶりです。翅はね田た大だい介すけです。

　この作品が出る頃は、まさに夏真っ盛り。皆さんお元気に過ごされているでしょうか？

　新作『桜さくら色いろのレプリカ』をお届けします。

　けっこうな間が空いてしまいましたが、読んで頂けたなら時間を掛けたのも納得して頂けるのではないでしょうか？

　よく『時間を掛けたからと言って良い作品になるわけではない』と言われたりしますが、本作は『丁寧に時間を掛けることで面白くなる作品』だと思います。

　めいっぱいまで調整しましたので、読者の皆様にもご満足頂ける作品になったと思うのですが、いかがでしょう？




　当然といえば当然なのですが、二巻分の分量があれば物語の自由度は上がります。

　キャラクター。

　世界観。

　戦闘。

　すべての表現幅がぐっと広がります。

　しかし、「せっかく二巻分の物語が書けるのなら、二巻同時刊行でしか表現できない面白さを書きたい」と、本作は作劇にかなりの制限が加えられています。

　まず、本作は一人称で進みます。

　三人称にすることで作者が余計な情報を入れたがる感情を、極きよく力りよく排はい除じよすることにしました。兎と角かく、余裕があると語りたくなるのがもの書きの宿しゆく痾あ。なので書き始める前の段階で、冗じよう長ちようになりそうな要素を予あらかじめ排はい除じよしたのです。

　次に、中間地点をいくつも設定しました。

　クライマックスが一つだけだったら、それはただ一つの話を二巻に分けただけ。最高の山場がラストだとしても、それに負けない山場を、それも一巻二巻同時刊行ならかなりのインパクトで設定しないといけません。その結果がこの一巻のラストです。けして助走や準備だけの一巻にはなっていないハズです。

　どうです？

　盛り上がってくださいましたか？

　むしろこの中間地点があったからこそ、二巻同時刊行という企画になったともいえます。

　いろいろと自分にハードルを課しましたが、その分だけエネルギーを篭こめられたと思います。

　そして、『桜色のレプリカ』は二巻へと進みます。

　一巻がテクニカルな部分での集大成なら、二巻は僕のフェチというか、マイ流行の集大成というべき代物ですね（笑）

　僕の性癖が一体どういうものかは、まぁ、実際にお読みいただければ一いち目もく瞭りよう然ぜんですが、共感していただける読者の方々が楽しんでいただければ幸いです。




　そう、本作の主題の一つが『共感』です。

　共感というのは人間にとってとても重要な心の動きですが、その実、とても曖あい昧まいな概がい念ねんです。

　人間にとって重要な、他人と感情を共有する、心を通じ合うという機能。目に見えないものを〝なんとなく〟感じるという、あまりにふわふわとした概念。そんなあやふやなものが〝人間の心の重要な要素〟だなんて、なんとも不確かで不安にさせてくれる話ではないですか。

　そもそも、共感は人間だけでなく、ある程度の高等動物にも備わっている機能です。

　では、人間と動物は、何が違うのでしょう？

　それはやはり、共感にあるのだと僕は思うのです。

　動物は仲間の怒りに染そまり、仲間の死を嘆なげきます。

　けれど人間だけは、相対する対象が、共振すべき感情がなくても共感することができるのです。伝聞情報――物語に触れることで、人間は感情を震わされる。

　改めて考えると、これはものすごいことだと思います。

　ものすごく偉大で、ものすごく怖い事実です。

　だからこそ、物語の紡つむぎ手は、物語という〝力〟をけしてみだりに扱あつかってはならないのでしょう。曖昧であやふやで不確かな、見えないのに在る何かに干かん渉しようしうるからこそ、きっと僕らは物語を紡ぎ、物語を摂せつ取しゆせずにはいられないのでしょう。




　まだ道半ばではありますが、この物語を世に出すことを許してくださった担当編集に感謝を。この作品は、この発表の仕方であるからこそ、これ以上ない最良のカタチになることができました。

　この物語に最高の彩いろどりを与えてくださった町まち村むらこもり先生に感謝を。通常の作品以上の苦労をおかけしましたが、そのすべてに一〇〇パーセント以上に応こたえて頂けました。とくに、表紙イラスト。彼女たちが「愛されている」のだと、感謝の言葉しか出てきません。ありがとうございます。

　そして、いまこのあとがきを読んでくださっている読者の方々に。僕はあなたに、物語を届けられたでしょうか？　あなたの心に、僕の物語は共感できたでしょうか？　もしあなたの心にすこしでも共感のさざなみを起こせたなら、紡ぎ手としてこれ以上の喜びはありません。

　それでは、二巻も皆様の心に届く物語であることを祈っております。








二〇一七年初夏　　翅田大介
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